
９．　「広義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）と「広義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）出現期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）第４四半期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）（１５世紀後半～１６世紀後半）

９．１　レベル４パースペクティヴの拡大の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）拡大

　柄谷行人氏は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）構造（岩波書店）」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）レベル４パースペクティヴの拡大より大きなパース大きなパースパース
ペクティヴの拡大を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ人類史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ下図（図１３）は柄谷氏は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）パースペクティヴの拡大の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）抽象であで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあ
る（柄谷氏は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースＳ字カーブモデルにまったく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、字カーブモデルにまったく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、カーブモデルにまったく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしたがって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース下図は筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）想像図で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
柄谷氏は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースにも満足していただける想像図であると思う）。満足していただける想像図であると思う）。して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいただける想像図で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあると思う）。う）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

　紀元前４０００～紀元前２８００年頃までが古代初期である。人類最古の「王」が登場した紀元前２８００年まで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースが古代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）初期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ人類最古の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）「王」が登場した紀元前２８００年」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）が登場した紀元前２８００年した紀元前２８００年
頃までが古代初期である。人類最古の「王」が登場した紀元前２８００年からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ウル第三王」が登場した紀元前２８００年朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝紀元前２０００年頃までが古代初期である。人類最古の「王」が登場した紀元前２８００年まで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースが古代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）前期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）出現期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）と突破期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であウル第三王」が登場した紀元前２８００年朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝
滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝亡後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースメソポタミアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースふたつの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）王」が登場した紀元前２８００年朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したするが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース紀元前１８３０年頃までが古代初期である。人類最古の「王」が登場した紀元前２８００年に誕生したした
バビロン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した第一王」が登場した紀元前２８００年朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝＝古バビロニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したがメソポタミアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ再統一する（筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）認識では、ハンムラビ王が編纂しで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したムラビ王」が登場した紀元前２８００年が編纂しし
たと伝えられている「ハンムラビ法典」は戦後処理および戦利品の分配規定である）。えらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝れて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる「ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したムラビ法典」は戦後処理および戦利品の分配規定である）。」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）は戦後処理および戦利品の分配規定である）。および戦利品の分配規定である）。戦利品の分配規定である）。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）分配規定である）。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　だが紀元前１５３０年頃までが古代初期である。人類最古の「王」が登場した紀元前２８００年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース小アジアのヒッタイトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したジアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ヒッタイトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部が古バビロニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ぼす。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であシリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したとメソポタミアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した北部
を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ支配し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカッシートが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部がメソポタミアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した中部と南部を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ支配する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかし紀元前１２３０年頃までが古代初期である。人類最古の「王」が登場した紀元前２８００年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースヒッタイトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース内
乱で勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース紀元前１１９０年頃までが古代初期である。人類最古の「王」が登場した紀元前２８００年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）民」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）がヒッタイトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ぼす。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後ヒッタイトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部が占有していた冶金技して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた冶金技
術＝製鉄技術がユーラシアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した大陸各地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタに伝えられている「ハンムラビ法典」は戦後処理および戦利品の分配規定である）。わる（紀元前１２世紀に地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ球が寒冷化している。それが、ヒッタが寒冷化している。それが、ヒッタして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそれが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースヒッタ
イトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝亡した原因である、と論じる考古学者もいる）。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースと論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじる考古学者のレベル４パースペクティヴより大きなパースも満足していただける想像図であると思う）。いる）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

　ウル第三王」が登場した紀元前２８００年朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝んだ紀元前２０００年頃までが古代初期である。人類最古の「王」が登場した紀元前２８００年からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ヒッタイトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝紀元前１２００年前後まで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース古代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）中期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）
の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）出現期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）と突破期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であヒッタイトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝亡後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したッシリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したがメソポタミアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したとエジプトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ統一し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース最初の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）帝国を建を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ建
国を建した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース十王」が登場した紀元前２８００年戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブが勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したーリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ越えてインド北西部のパンジャーブえて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ北西部の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）パン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したジャーブ
地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ方に侵入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ中国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）王」が登場した紀元前２８００年朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝が商＝殷から周に変遷する。からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝周に変遷する。に変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

（十王」が登場した紀元前２８００年戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース青銅製武器が使われたが、鉄製武器は使われていない。また、中国で鉄製武器の使用がはが使われたが、鉄製武器は使われていない。また、中国で鉄製武器の使用がはわれたが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース鉄製武器が使われたが、鉄製武器は使われていない。また、中国で鉄製武器の使用がはは使われたが、鉄製武器は使われていない。また、中国で鉄製武器の使用がはわれて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であまた、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース中国を建で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース鉄製武器が使われたが、鉄製武器は使われていない。また、中国で鉄製武器の使用がはの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）使われたが、鉄製武器は使われていない。また、中国で鉄製武器の使用がは用がはがは
じまるの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）は呉越えてインド北西部のパンジャーブ抗争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブが勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技した紀元前４３０年頃までが古代初期である。人類最古の「王」が登場した紀元前２８００年で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であすなパースわち、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースヒッタイトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝亡後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース製鉄技術がユーラ
シアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した大陸全域に普及するまで約８００年の歳月を要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４のに普及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、するまで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース約８００年の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）歳月を要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４のを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４のした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ柄谷氏は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース四種類の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）交換様式を定義して第４のを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ定である）。義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ第４の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）
交換様式を定義して第４の＝交換Ｄに希望を見出しておられるが、筆者の認識では、鉄器がなかった頃の古代インドと古に希望を見出しておられるが、筆者の認識では、鉄器がなかった頃の古代インドと古を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ見出して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であおらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝れるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）認識では、ハンムラビ王が編纂しで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース鉄器が使われたが、鉄製武器は使われていない。また、中国で鉄製武器の使用がはがなパースかった頃までが古代初期である。人類最古の「王」が登場した紀元前２８００年の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）古代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）イン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブと古
代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）中国を建＝周に変遷する。が「交換Ｄに希望を見出しておられるが、筆者の認識では、鉄器がなかった頃の古代インドと古」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ具現して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であおそらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝く言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）イン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブと中国を建に奴隷制はなかった。とはいえアッはなパースかった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であとはいえアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したッ
シリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）メソポタミアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した同様、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース征服者のレベル４パースペクティヴより大きなパースが被征服者のレベル４パースペクティヴより大きなパースを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ強制はなかった。とはいえアッ移動した可能性がある）した可能性がある）がある）



　紀元前６００年頃までが古代初期である。人類最古の「王」が登場した紀元前２８００年まで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したッシリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したがメソポタミアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ支配する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したッシリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した崩壊後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカルデアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した＝新バビロニアバビロニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した
がメソポタミアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ支配し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースリュディアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したが小アジアのヒッタイトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したジアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースメディアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したがイラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した高原やアルメニアを支配する。その後ザアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したルメニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ支配する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後ザ
グロス山脈中腹で誕生したアケメネス朝ペルシャがメディアを滅ぼし、イラン高原とアルメニアを支配したで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース誕生したしたアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したケメネス朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ペルシャがメディアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ぼし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した高原とアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したルメニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ支配した
後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースリュディアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したと新バビロニアバビロニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したも満足していただける想像図であると思う）。滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ぼして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ小アジアのヒッタイトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したジアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したとメソポタミアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ支配する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であさらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝にシリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したとパレスチナ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースエ
ジプトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部も満足していただける想像図であると思う）。支配した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースエーゲ海沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース古代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ギリシャ都市国を建家が誕生する。が誕生したする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　紀元前４９９年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースペルシャ戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブが勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ古代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ギリシャ都市国を建家が誕生する。はアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したケメネス朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ペルシャ軍の侵攻を阻の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）侵攻を阻を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ阻
止し、紀元前４４９年にペルシャ王アルタクセルクセス１世と和約＝カリアスの和約を結ぶ。その後紀元前し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース紀元前４４９年にペルシャ王」が登場した紀元前２８００年アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したルタクセルクセス１世と和約＝カリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したスの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）和約を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ結ぶ。その後紀元前ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後紀元前
４３１年にペロポネソス戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブが勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース古代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ギリシャで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース都市国を建家が誕生する。間の抗争がはじまる。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）抗争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブがはじまる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

（「カリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したスの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）和約」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）実在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルする歴史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース家が誕生する。が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルに実在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルしなパースかったとして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であも満足していただける想像図であると思う）。、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したケメネス朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ペル
シャがエーゲ海沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技以西への中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）侵攻を阻を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ断念し、古代ギリシャ都市国家がエジプトの独立支援を断念する何らかし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース古代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ギリシャ都市国を建家が誕生する。がエジプトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）独立支援を断念する何らかを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ断念し、古代ギリシャ都市国家がエジプトの独立支援を断念する何らかする何らからウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝か
の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）合意があったと筆者は考える。現実に、アケメネス朝ペルシャはペロポネソス戦争にまったく関与していがあったと筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは考える。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ現実に、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したケメネス朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ペルシャはペロポネソス戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブにまったく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、関与していして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であい
なパースい）

　ペロポネソス戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブは紀元前４０４年まで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース続くが、ヒッタイトが滅亡した紀元前１２００年前後からペロポネソく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、が、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースヒッタイトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝亡した紀元前１２００年前後からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ペロポネソ
ス戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブが勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技する紀元前４３０年頃までが古代初期である。人類最古の「王」が登場した紀元前２８００年まで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースが古代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）出現期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）と突破期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したレクサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブロス３
世がアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したケメネス朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ペルシャを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ぼし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース古代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ギリシャ帝国を建＝ヘレニズム帝国を建を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ建国を建する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したレクサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブロス３
世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）死後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースヘレニズム帝国を建が瓦解し、古代ローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース古代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ紀元前２７年にオクタウィアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したヌスがアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した
ウグストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ゥスの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）称号を得、古代ローマの帝政がはじまる。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ得、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース古代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）帝政がはじまる。がはじまる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース中国を建で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは紀元前４７３年に越えてインド北西部のパンジャーブ王」が登場した紀元前２８００年勾践が呉王夫差を倒し、中原を制覇する。その後中国の歴史が春が呉王」が登場した紀元前２８００年夫差を倒し、中原を制覇する。その後中国の歴史が春を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ倒し、中原を制覇する。その後中国の歴史が春し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース中原を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ制はなかった。とはいえアッ覇する。その後中国の歴史が春する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後中国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）歴史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースが春
秋時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝戦国を建時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）に変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ紀元前２２１年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース始皇帝が秦帝国を建を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ建国を建し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース紀元前１４１年に前
漢の武帝が即位する。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）武帝が即位する。する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　武帝の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）死後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース匈奴で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース内乱で勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技が勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース５名の有力者が単于に即位した。紀元前３３年、ひとりの単于＝呼の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）有していた冶金技力者のレベル４パースペクティヴより大きなパースが単于に即位した。紀元前３３年、ひとりの単于＝呼に即位する。した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ紀元前３３年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースひとり大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）単于に即位した。紀元前３３年、ひとりの単于＝呼＝呼
韓邪単于に即位した。紀元前３３年、ひとりの単于＝呼（こかんやアルメニアを支配する。その後ザぜんう）が前漢の武帝が即位する。に入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース後宮の王昭君を娶る。その後匈奴は北匈奴と南匈奴に分の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）王」が登場した紀元前２８００年昭君を娶る。その後匈奴は北匈奴と南匈奴に分を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ娶る。その後匈奴は北匈奴と南匈奴に分る。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後匈奴は北匈奴と南匈奴に分
裂し、前漢と匈奴の抗争がなくなる（筆者の認識では、呼韓邪単于の入朝が最初の「入朝」で、そこから中し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース前漢の武帝が即位する。と匈奴の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）抗争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブがなパースく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、なパースる（筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）認識では、ハンムラビ王が編纂しで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース呼韓邪単于に即位した。紀元前３３年、ひとりの単于＝呼の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝が最初の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）「入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースそこからウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝中
国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）帝政がはじまる。時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）がはじまる）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

　ユーラシアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した大陸東西の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）古代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）帝政がはじまる。期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース３世紀の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）「グレートが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部・リセットが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）やアルメニアを支配する。その後ザサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したーサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したーン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ペルシャが誕生したする頃までが古代初期である。人類最古の「王」が登場した紀元前２８００年
まで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）グローバル・ヒストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リーは２章で論じた。ペルシャ戦争やペロポネソス戦争、中国の春秋時代から戦で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であペルシャ戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブやアルメニアを支配する。その後ザペロポネソス戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース中国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）春秋時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝戦
国を建時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）への中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）古代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）帝政がはじまる。期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）と中世帝国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）誕生したに着目すれば、ペロポネソス戦争が勃発したすれば、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースペロポネソス戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブが勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技した
紀元前４３０年頃までが古代初期である。人類最古の「王」が登場した紀元前２８００年からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝中世帝国を建が誕生したする西暦３７０年頃までが古代初期である。人類最古の「王」が登場した紀元前２８００年まで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースが古代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）末期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）出現期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）と突破期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　ユーラシアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した大陸東西の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）同時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）性がある）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ重視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルするの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあれば、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース紀元前１２００年前後が世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース＝グローバル・
ヒストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リーの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）起点になる。その意味で、柄谷氏のパースペクティヴは妥当である。また、柄谷氏はアケメネになパースる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）意があったと筆者は考える。現実に、アケメネス朝ペルシャはペロポネソス戦争にまったく関与してい味で、柄谷氏のパースペクティヴは妥当である。また、柄谷氏はアケメネで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース柄谷氏は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）パースペクティヴの拡大は妥当で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であまた、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース柄谷氏は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースはアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したケメネ
ス朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ペルシャが最初の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）帝国を建で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあると認識では、ハンムラビ王が編纂しして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であおらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝れるようだが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースそれも満足していただける想像図であると思う）。妥当で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　だが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したケメネス朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ペルシャやアルメニアを支配する。その後ザアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したケス朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ペルシャとサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したーサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したーン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ペルシャは政がはじまる。体（官僚体制はなかった。とはいえアッと統治
体制はなかった。とはいえアッ）が大きく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、異なる。しかし、柄谷氏は帝国を古代帝国と中世帝国に仕分けていない（アケメネス朝ペルなパースる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース柄谷氏は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは帝国を建を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ古代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）帝国を建と中世帝国を建に仕分けて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいなパースい（アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したケメネス朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ペル
シャやアルメニアを支配する。その後ザアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したケス朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ペルシャとサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したーサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したーン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ペルシャを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ比較するより、中国の秦漢帝国と隋唐帝国を比するより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース中国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）秦漢の武帝が即位する。帝国を建と隋唐帝国を建を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ比
較するより、中国の秦漢帝国と隋唐帝国を比するほうが分かり大きなパース易いかもしれない。秦漢帝国は古代帝国で、隋唐帝国は中世帝国である）。いかも満足していただける想像図であると思う）。しれなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ秦漢の武帝が即位する。帝国を建は古代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）帝国を建で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース隋唐帝国を建は中世帝国を建で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

　古代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）末期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）出現期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）と突破期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）にユーラシアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した大陸東西で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース古代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）帝国を建が盛衰し、古代末期の成熟期および「広し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース古代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）末期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）および戦利品の分配規定である）。「広
義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）出現期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）に中世帝国を建が誕生したした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ中世帝国を建と中世帝国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）間の抗争がはじまる。に財貨の等比交換が生じるの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）等比交換が生したじる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
すなパースわち、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース経済空間の抗争がはじまる。に貨の等比交換が生じる幣経済が生したじた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

（筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）認識では、ハンムラビ王が編纂しで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース「広義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）がはじまるまで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース貨の等比交換が生じる幣経済は誕生したして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ紀元前６００～紀元前５０
０年頃までが古代初期である。人類最古の「王」が登場した紀元前２８００年からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース古代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ギリシャ都市国を建家が誕生する。やアルメニアを支配する。その後ザアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したケメネス朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ペルシャが銀貨の等比交換が生じるを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ鋳造したが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース古代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ギリシャ都市国を建家が誕生する。
とアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したケメネス朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ペルシャ間の抗争がはじまる。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース両替＝貨の等比交換が生じる幣交換が行われたとの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）記録がない。ちなみに、金貨が普及したのがなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であちなパースみに、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース金貨の等比交換が生じるが普及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）
は古代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア金貨の等比交換が生じるとローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア銀貨の等比交換が生じるの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）交換は行われて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいなパースかったように思う）。う）

　「広義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）出現期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）に、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース共同体間の抗争がはじまる。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）交換関係と異質な帝国間の交換関係が生じた。すなわち、両替と異なる。しかし、柄谷氏は帝国を古代帝国と中世帝国に仕分けていない（アケメネス朝ペル質な帝国間の交換関係が生じた。すなわち、両替なパース帝国を建間の抗争がはじまる。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）交換関係と異質な帝国間の交換関係が生じた。すなわち、両替が生したじた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であすなパースわち、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース両替
＝貨の等比交換が生じる幣交換＝等比交換関係と異質な帝国間の交換関係が生じた。すなわち、両替が生したじた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかし社会学者のレベル４パースペクティヴより大きなパースやアルメニアを支配する。その後ザ経済学者のレベル４パースペクティヴより大きなパースたちは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース共同体間の抗争がはじまる。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）交換関係と異質な帝国間の交換関係が生じた。すなわち、両替を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
貨の等比交換が生じる幣の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）商品の分配規定である）。化している。それが、ヒッタ＝貨の等比交換が生じる幣商品の分配規定である）。説を論じるが、帝国間の交換関係を論じ、貨幣の制度化＝貨幣法制説を論じを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース帝国を建間の抗争がはじまる。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）交換関係と異質な帝国間の交換関係が生じた。すなわち、両替を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース貨の等比交換が生じる幣の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）制はなかった。とはいえアッ度化している。それが、ヒッタ＝貨の等比交換が生じる幣法制はなかった。とはいえアッ説を論じるが、帝国間の交換関係を論じ、貨幣の制度化＝貨幣法制説を論じを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじ
る場した紀元前２８００年面がない。がなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　だが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース共同体間の抗争がはじまる。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）交換関係と異質な帝国間の交換関係が生じた。すなわち、両替と帝国を建間の抗争がはじまる。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）交換関係と異質な帝国間の交換関係が生じた。すなわち、両替は交換の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）順位する。がちがう。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ共同体間の抗争がはじまる。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）交換関係と異質な帝国間の交換関係が生じた。すなわち、両替は物品の分配規定である）。
交換が先行するが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース帝国を建間の抗争がはじまる。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）交換関係と異質な帝国間の交換関係が生じた。すなわち、両替は貨の等比交換が生じる幣交換が先行する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）認識では、ハンムラビ王が編纂しで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース帝国を建間の抗争がはじまる。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）交換関係と異質な帝国間の交換関係が生じた。すなわち、両替が
貨の等比交換が生じる幣法制はなかった。とはいえアッ化している。それが、ヒッタの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）起源である。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

　古代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）と古代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）末期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ除けば、けば、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース柄谷氏は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）パースペクティヴの拡大と筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）レベル４パースペクティヴの拡大は同じで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
あるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースしかし柄谷氏は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは共同体と共同体の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）交換関係と異質な帝国間の交換関係が生じた。すなわち、両替を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじなパースがらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝帝国を建と帝国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）交換関係と異質な帝国間の交換関係が生じた。すなわち、両替を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
したがって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース貨の等比交換が生じる幣の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）制はなかった。とはいえアッ度的側面がない。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじる場した紀元前２８００年面がない。も満足していただける想像図であると思う）。なパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であコラム４１で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアルクスやアルメニアを支配する。その後ザ岩井克人氏は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは経済空間の抗争がはじまる。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）
順序構造を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ見落としていると述べたが、柄谷氏も見落としているように思う。として人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいると述べたが、柄谷氏も見落としているように思う。べたが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース柄谷氏は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースも満足していただける想像図であると思う）。見落としていると述べたが、柄谷氏も見落としているように思う。として人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいるように思う）。う。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）社会学者のレベル４パースペクティヴより大きなパースやアルメニアを支配する。その後ザ哲学者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース経済学者のレベル４パースペクティヴより大きなパースやアルメニアを支配する。その後ザ政がはじまる。治学者のレベル４パースペクティヴより大きなパースが貨の等比交換が生じる幣と貨の等比交換が生じる幣の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）交換関係と異質な帝国間の交換関係が生じた。すなわち、両替＝両替を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ軽視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース帝国を建と帝国を建
の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）交換関係と異質な帝国間の交換関係が生じた。すなわち、両替を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ軽視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース古代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアやアルメニアを支配する。その後ザ古代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したケメネス朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ペルシャを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしばしば論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースビザン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した
ツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに帝国を建やアルメニアを支配する。その後ザサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したーサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したーン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ペルシャを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象でああまり大きなパース論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝が論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじる「帝国を建」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースたいがい古代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）帝国を建で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝に
とって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースビザン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに帝国を建も満足していただける想像図であると思う）。サ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したーサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したーン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ペルシャも満足していただける想像図であると思う）。「古代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）帝国を建」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ため、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝は帝国を建を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじる場した紀元前２８００年面がない。
があって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であも満足していただける想像図であると思う）。、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース帝国を建と帝国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）交換関係と異質な帝国間の交換関係が生じた。すなわち、両替を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじる場した紀元前２８００年面がない。がなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ



　ちなパースみに、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース歴史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ深く遡行することなく現代の順序構造＝貨幣経済を考察することもできる。東西冷戦期く言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、遡行することなパースく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、現代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）順序構造＝貨の等比交換が生じる幣経済を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ考察することもできる。東西冷戦期することも満足していただける想像図であると思う）。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースきる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ東西冷戦期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）
の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）米ドルと露ルーブルの交換レートは概ね１対１で固定していた。筆者は、この巨大固定相場が現代の貨ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブルと露ルーブルの交換レートは概ね１対１で固定していた。筆者は、この巨大固定相場が現代の貨ルーブルの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）交換レートが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部は概ね１対１で固定していた。筆者は、この巨大固定相場が現代の貨ね１対１で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース固定である）。して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースこの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）巨大固定である）。相場した紀元前２８００年が現代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）貨の等比交換が生じる
幣経済（あるいは「通貨の等比交換が生じる」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）体制はなかった。とはいえアッ）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ考察することもできる。東西冷戦期する手がかりになると考えるが、経済学者たちは軽視している（コラがかり大きなパースになパースると考えるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース経済学者のレベル４パースペクティヴより大きなパースたちは軽視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる（コラ
ム６４）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

　前章で論じた。ペルシャ戦争やペロポネソス戦争、中国の春秋時代から戦で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１４世紀後半～１５世紀後半頃までが古代初期である。人類最古の「王」が登場した紀元前２８００年まで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）「広義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）出現期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後半を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじたが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース本章で論じた。ペルシャ戦争やペロポネソス戦争、中国の春秋時代から戦で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１５世紀
後半～１６世紀後半まで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）「広義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）出現期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後半を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ「広義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）出現期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後半は人類史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）大きなパース転換期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１５世紀後半～１６世紀後半の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）変動した可能性がある）は１４世紀後半～１５世紀後半の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）変動した可能性がある）より大きなパース
大きい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　むろん重要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４のなパース場した紀元前２８００年面がない。は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース経済空間の抗争がはじまる。に市場した紀元前２８００年経済が生した成する場した紀元前２８００年面がない。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であとはいえ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース市場した紀元前２８００年経済下で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース政がはじまる。体が変
化している。それが、ヒッタする場した紀元前２８００年面がない。がかなパースり大きなパース遅れる。すなわち、人間を支配する体制の下で自然（農地や森林、鉱物資源）も支配れる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であすなパースわち、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース人間の抗争がはじまる。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ支配する体制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）下で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース自然（農地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタやアルメニアを支配する。その後ザ森林、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース鉱物資源である。）も満足していただける想像図であると思う）。支配
する時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）が本格化している。それが、ヒッタするの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）は１６世紀後半～１７世紀後半になパースる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

（１４世紀後半の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）日本は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース南北朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）戦乱で勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ制はなかった。とはいえアッ圧した室町幕府が武家体制を整え、将軍足利義政の下でした室町幕府が武家体制を整え、将軍足利義政の下でが武家が誕生する。体制はなかった。とはいえアッを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ整え、将軍足利義政の下でえ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース将軍の侵攻を阻足していただける想像図であると思う）。利義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）政がはじまる。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）下で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
東山文化している。それが、ヒッタが栄えた。しかし１５世紀後半に応仁の乱が勃発する。１５世紀後半～１６世紀後半の日本は戦えた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかし１５世紀後半に応仁の乱が勃発する。１５世紀後半～１６世紀後半の日本は戦の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）乱で勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技が勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５世紀後半～１６世紀後半の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）日本は戦
国を建時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であヨーロッパやアルメニアを支配する。その後ザ中国を建だけで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースなパースく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース日本も満足していただける想像図であると思う）。含めて１５世紀後半～１６世紀後半の変動は大きい）めて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５世紀後半～１６世紀後半の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）変動した可能性がある）は大きい）

コラム６４：　経済学者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）傲慢な言説なパース言説を論じるが、帝国間の交換関係を論じ、貨幣の制度化＝貨幣法制説を論じ

　経済学者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）水野和夫氏は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース榊原英資氏は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースとの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）共著「資本主義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）終焉、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）先の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）世界（詩想社）」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース資本
主義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）経済の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）起点になる。その意味で、柄谷氏のパースペクティヴは妥当である。また、柄谷氏はアケメネを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア教皇庁が金利を認めた１３世紀初頭に置き、現在の低金利やゼロ金利（あるいが金利を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ認めた１３世紀初頭に置き、現在の低金利やゼロ金利（あるいに置き、現在の低金利やゼロ金利（あるいき、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース現在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）低金利やアルメニアを支配する。その後ザゼロ金利（あるい
はマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアイナス金利）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ根拠に「資本主義の終焉」を語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨にに「資本主義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）終焉」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨にって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース９～１０世紀の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ビザン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに帝国を建で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース財貨の等比交換が生じるに
金利が生したじて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ金利の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）はじまり大きなパースは物品の分配規定である）。貨の等比交換が生じる幣の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）消滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝と商品の分配規定である）。経済の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）生した成を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ意があったと筆者は考える。現実に、アケメネス朝ペルシャはペロポネソス戦争にまったく関与してい味で、柄谷氏のパースペクティヴは妥当である。また、柄谷氏はアケメネするが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース資本主義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）経済の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）
はじまり大きなパースを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ意があったと筆者は考える。現実に、アケメネス朝ペルシャはペロポネソス戦争にまったく関与してい味で、柄谷氏のパースペクティヴは妥当である。また、柄谷氏はアケメネしなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　家が誕生する。畜や穀物のような物品貨幣と金貨や銀貨のような財貨が併存し、貨幣クラスを形成していた時代は物やアルメニアを支配する。その後ザ穀物の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ようなパース物品の分配規定である）。貨の等比交換が生じる幣と金貨の等比交換が生じるやアルメニアを支配する。その後ザ銀貨の等比交換が生じるの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ようなパース財貨の等比交換が生じるが併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース貨の等比交換が生じる幣クラスを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ形成して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）は物
品の分配規定である）。貨の等比交換が生じる幣に利息が生じ、金利が法制化する場面はなかった。物品貨幣消滅後、金利が法制化する。だが、が生したじ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース金利が法制はなかった。とはいえアッ化している。それが、ヒッタする場した紀元前２８００年面がない。はなパースかった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ物品の分配規定である）。貨の等比交換が生じる幣消滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース金利が法制はなかった。とはいえアッ化している。それが、ヒッタする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であだが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
水野氏は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは物品の分配規定である）。貨の等比交換が生じる幣の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルと消滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝に気づいていない。づいて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　また水野氏は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース蒐集を人類の普遍的法則であるかのように論じ、資本主義経済を論じている。だが日本を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ人類の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）普遍的法則であるかのように論じ、資本主義経済を論じている。だが日本で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあるかの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ように論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース資本主義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）経済を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であだが日本
政がはじまる。府が武家体制を整え、将軍足利義政の下でと電力資本はプルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ニウムを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ蒐集を人類の普遍的法則であるかのように論じ、資本主義経済を論じている。だが日本するために５４基もの原発をつくったわけではない（３．１１原発事も満足していただける想像図であると思う）。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）原発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であつく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、ったわけで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースはなパースい（３．１１原発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技事
故が勃発した場面で、水野氏は文明批判を繰り返し、正面から原発に反対する場面がなかった）。が勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技した場した紀元前２８００年面がない。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース水野氏は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは文明批判を繰り返し、正面から原発に反対する場面がなかった）。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ繰り返し、正面から原発に反対する場面がなかった）。り大きなパース返し、正面から原発に反対する場面がなかった）。し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース正面がない。からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝原発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技に反対する場した紀元前２８００年面がない。がなパースかった）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）考えで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース資本主義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）経済は人間の抗争がはじまる。労働が商品化＝労働力化して人間存在の商品化＝奴隷化を代が商品の分配規定である）。化している。それが、ヒッタ＝労働が商品化＝労働力化して人間存在の商品化＝奴隷化を代力化している。それが、ヒッタして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ人間の抗争がはじまる。存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）商品の分配規定である）。化している。それが、ヒッタ＝奴隷化している。それが、ヒッタを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）
替する１８世紀後半からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝はじまる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ人間の抗争がはじまる。存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルが商品の分配規定である）。化している。それが、ヒッタして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）＝重商主義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース分業による剰余による剰余
＝絶対的剰余価値が生じる場面があっても、協業による剰余＝相対的剰余価値が生じる場面がほとんどが生したじる場した紀元前２８００年面がない。があって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であも満足していただける想像図であると思う）。、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース協業による剰余による剰余＝相対的剰余価値が生じる場面があっても、協業による剰余＝相対的剰余価値が生じる場面がほとんどが生したじる場した紀元前２８００年面がない。がほとんど
なパースかった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース水野氏は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは奴隷が産出する絶対的剰余価値が生じる場面があっても、協業による剰余＝相対的剰余価値が生じる場面がほとんどと労働が商品化＝労働力化して人間存在の商品化＝奴隷化を代者のレベル４パースペクティヴより大きなパースが産出する相対的剰余価値が生じる場面があっても、協業による剰余＝相対的剰余価値が生じる場面がほとんどの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ち
がいを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ考えたことがおそらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝く言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、なパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

　貨の等比交換が生じる幣と貨の等比交換が生じる幣経済はちがうし商品の分配規定である）。と商品の分配規定である）。経済も満足していただける想像図であると思う）。ちがう。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ市場した紀元前２８００年と市場した紀元前２８００年経済はちがうし資本と資本主義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）経済も満足していただける想像図であると思う）。
ちがう。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ重要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４のなパースことは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース貨の等比交換が生じる幣経済と商品の分配規定である）。経済、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース市場した紀元前２８００年経済、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ重商主義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）経済と資本主義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）経済はちがう、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
ということで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であだが水野氏は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース「ちがい」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ無視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ傲慢な言説なパース言説を論じるが、帝国間の交換関係を論じ、貨幣の制度化＝貨幣法制説を論じを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ繰り返し、正面から原発に反対する場面がなかった）。り大きなパース返し、正面から原発に反対する場面がなかった）。して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ



９．２　神聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア皇帝カール５世下の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）西ヨーロッパ

　１５１９年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース神聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア皇帝マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアクシミリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した１世が死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアクシミリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した１世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）死後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス王」が登場した紀元前２８００年フラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソ
ワ１世が皇帝選挙に立候補したが、ハプスブルク家からマクシミリアン１世の孫カール（スペイン名カルロに立候補したが、ハプスブルク家からマクシミリアン１世の孫カール（スペイン名カルロしたが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースハプスブルク家が誕生する。からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアクシミリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した１世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）孫カール（スペイン名カルロカール（スペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した名の有力者が単于に即位した。紀元前３３年、ひとりの単于＝呼カルロ
ス）も満足していただける想像図であると思う）。立候補したが、ハプスブルク家からマクシミリアン１世の孫カール（スペイン名カルロする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　カールの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）父フィリップが１５０６年に死去したため、ハプスブルク家は他に人材がいなかった。とはいえ、フィリップが１５０６年に死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソしたため、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースハプスブルク家が誕生する。は他に人材がいなかった。とはいえ、がいなパースかった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であとはいえ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
カールは１５００年生したまれで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースすで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースに成人して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかも満足していただける想像図であると思う）。母方の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）祖父フィリップが１５０６年に死去したため、ハプスブルク家は他に人材がいなかった。とはいえ、フェルナン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ２世が１５１６年に死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソし
たため、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した王」が登場した紀元前２８００年に即位する。して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した王」が登場した紀元前２８００年カールは各選帝侯に多額の銀を贈賄し、選挙で圧勝してに多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル額の銀を贈賄し、選挙で圧勝しての中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）銀を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ贈賄し、選挙で圧勝してし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース選挙に立候補したが、ハプスブルク家からマクシミリアン１世の孫カール（スペイン名カルロで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース圧した室町幕府が武家体制を整え、将軍足利義政の下で勝してして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
神聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア皇帝カール５世（在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル位する。１５１９～１５５６年）に即位する。する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

（スペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した王」が登場した紀元前２８００年カール＝神聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア皇帝カール５世に多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル額の銀を贈賄し、選挙で圧勝しての中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）銀を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ提供したのは南ドイツの豪商ヤーコブ・フッしたの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）は南ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）豪商ヤーコブ・フッ
ガーで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であカール５世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）祖父フィリップが１５０６年に死去したため、ハプスブルク家は他に人材がいなかった。とはいえ、マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアクシミリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した１世は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１８９０年にオーストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した大公に即位した。そしてチロに即位する。した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であチロ
ル地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ方の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）鉱山＝シュヴの拡大ィーツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに鉱山の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）採掘権をフッガー家に与えた。おかげでフッガー家は莫大な私財をを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であフッガー家が誕生する。に与していえた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であおかげで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフッガー家が誕生する。は莫大なパース私財を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
築く。ヤーコブ・フッガーはさらなる採掘権を欲していたように思う。他方、フランス王のイタリア支配を恐れく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であヤーコブ・フッガーはさらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝なパースる採掘権をフッガー家に与えた。おかげでフッガー家は莫大な私財をを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ欲していたように思う。他方、フランス王のイタリア支配を恐れして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいたように思う）。う。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス王」が登場した紀元前２８００年の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）イタリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した支配を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ恐れれ
るローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア教皇レオ１０世が金１０トが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した分に相当する贖宥状をヤーコブ・フッガーに与え、彼の銀提供を支援を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であヤーコブ・フッガーに与していえ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）銀提供したのは南ドイツの豪商ヤーコブ・フッを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ支援を断念する何らか
する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース贖宥状をヤーコブ・フッガーに与え、彼の銀提供を支援がバラ撒かれ、それが宗教改革運動の一因になる。社会学者や経済学者たかれ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースそれが宗教改革運動した可能性がある）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）一因である、と論じる考古学者もいる）。になパースる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ社会学者のレベル４パースペクティヴより大きなパースやアルメニアを支配する。その後ザ経済学者のレベル４パースペクティヴより大きなパースた
ちは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース贖宥状をヤーコブ・フッガーに与え、彼の銀提供を支援の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）バラ撒かれ、それが宗教改革運動の一因になる。社会学者や経済学者たきを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であも満足していただける想像図であると思う）。っぱらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに大司教アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したルブレヒトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）野心やサン・ピエトロ大聖堂の建やアルメニアを支配する。その後ザサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ピエトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ロ大聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパ堂の建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）建
設資金問題に置き換えているが、レオ１０世が多量の贖宥状をヤーコブ・フッガーに与えたことが大きい）に置き、現在の低金利やゼロ金利（あるいき換えて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースレオ１０世が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル量の贖宥状をヤーコブ・フッガーに与えたことが大きい）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）贖宥状をヤーコブ・フッガーに与え、彼の銀提供を支援を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であヤーコブ・フッガーに与していえたことが大きい）

　ところで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカールは叔母マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアルグリットが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）下で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース育ち、彼の弟フェルディナントが祖父フェルナンド２世の下でち、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）弟フェルディナントが祖父フェルナンド２世の下でフェルディナン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部が祖父フィリップが１５０６年に死去したため、ハプスブルク家は他に人材がいなかった。とはいえ、フェルナン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ２世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）下で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
育ち、彼の弟フェルディナントが祖父フェルナンド２世の下でった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしたがって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ本来、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカールがネーデルラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部やアルメニアを支配する。その後ザオーストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ領有していた冶金技して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ神聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア皇帝に即位する。し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース弟フェルディナントが祖父フェルナンド２世の下で
フェルディナン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部がスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した王」が登場した紀元前２８００年に即位する。すべきで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかしマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアクシミリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した１世にカールを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した王」が登場した紀元前２８００年にしなパース
ければなパースらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝なパースい理および戦利品の分配規定である）。由があった。があった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアクシミリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した１世は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース自身が死去した後の神聖ローマ皇帝を指名していない。彼はカールの神聖ローマが死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソした後の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）神聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア皇帝を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ指名の有力者が単于に即位した。紀元前３３年、ひとりの単于＝呼して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンはカールの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）神聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア
皇帝即位する。より大きなパースネーデルラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）安寧を願っていた。そして、ネーデルラントをフランス王やイングランド王のを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ願っていた。そして、ネーデルラントをフランス王やイングランド王のって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースネーデルラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス王」が登場した紀元前２８００年やアルメニアを支配する。その後ザイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ王」が登場した紀元前２８００年の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）
侵略から守るには、スペイン王の力が必要である、と考えていたように思う。年長のカールがスペイン王にからウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝守るには、スペイン王の力が必要である、と考えていたように思う。年長のカールがスペイン王にるには、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した王」が登場した紀元前２８００年の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）力が必要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４ので筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースと考えて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいたように思う）。う。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ年長のカールがスペイン王にの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）カールがスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した王」が登場した紀元前２８００年に
即位する。すれば、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）分、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースネーデルラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）安寧を願っていた。そして、ネーデルラントをフランス王やイングランド王のが先行する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　だが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカールの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）叔母マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアルグリットが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部にその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ようなパース考えはなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザン女は、旧ブルゴーニュ公領のすべては、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース旧ブルゴーニュ公領のすべてブルゴーニュ公に即位した。そしてチロ領の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）すべて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したスからウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝奪還しなければならない、と考えていたように思う。カールは叔母の意思にしたがい、皇帝しなパースければなパースらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝なパースい、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースと考えて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいたように思う）。う。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であカールは叔母の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）意があったと筆者は考える。現実に、アケメネス朝ペルシャはペロポネソス戦争にまったく関与してい思う）。にしたがい、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース皇帝
選挙に立候補したが、ハプスブルク家からマクシミリアン１世の孫カール（スペイン名カルロに立候補したが、ハプスブルク家からマクシミリアン１世の孫カール（スペイン名カルロする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス王」が登場した紀元前２８００年フラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソワ１世は１５１５年に即位する。した後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイタリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した遠征を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ再開してミラノを奪還している。して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であミラノを奪還している。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ奪還しなければならない、と考えていたように思う。カールは叔母の意思にしたがい、皇帝して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンはイタリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した全土を支配するつもりでいた（少なくとも、イタリア半島北部＝ミラノ公国とイタリア半島南部を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ支配するつも満足していただける想像図であると思う）。り大きなパースで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースいた（少なくとも、イタリア半島北部＝ミラノ公国とイタリア半島南部なパースく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、とも満足していただける想像図であると思う）。、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイタリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した半島北部＝ミラノを奪還している。公に即位した。そしてチロ国を建とイタリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した半島南部
＝ナポリ王」が登場した紀元前２８００年国を建を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ支配するつも満足していただける想像図であると思う）。り大きなパースで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースいた）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

　フラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソワ１世が皇帝選挙に立候補したが、ハプスブルク家からマクシミリアン１世の孫カール（スペイン名カルロに立候補したが、ハプスブルク家からマクシミリアン１世の孫カール（スペイン名カルロしたの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース穏便にイタリア全土を支配するためであったと思う。しかにイタリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した全土を支配するつもりでいた（少なくとも、イタリア半島北部＝ミラノ公国とイタリア半島南部を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ支配するためで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあったと思う）。う。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしか
し皇帝選挙に立候補したが、ハプスブルク家からマクシミリアン１世の孫カール（スペイン名カルロで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース敗北したフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソワ１世は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース武力で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイタリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した全土を支配するつもりでいた（少なくとも、イタリア半島北部＝ミラノ公国とイタリア半島南部の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）支配を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ目すれば、ペロポネソス戦争が勃発した指す。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　１５２１年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソワ１世率いるフランス軍がネーデルラントとスペインに侵攻し、イタリアにも侵攻した。いるフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス軍の侵攻を阻がネーデルラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部とスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したに侵攻を阻し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイタリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したにも満足していただける想像図であると思う）。侵攻を阻した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに軍の侵攻を阻とスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した軍の侵攻を阻が反撃し、フランス軍は撤退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス軍の侵攻を阻は撤退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後フラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス軍の侵攻を阻元帥シャルル・ド・ブルボンの妻シャルル・ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・ブルボン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）妻
が死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザン女は、旧ブルゴーニュ公領のすべての中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）領地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソワ１世が没収し、王領化した。シャルル・ド・ブルボンは反旗を翻すが、し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース王」が登場した紀元前２８００年領化している。それが、ヒッタした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であシャルル・ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・ブルボン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したは反旗を翻すが、を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ翻すが、すが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
フラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソワ１世に察することもできる。東西冷戦期知され、神聖ローマ帝国に亡命する。され、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース神聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア帝国を建に亡命する。する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１５２１年にローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア教皇レオ１０世が死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース後を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ継いだハドリアヌス６世も約２年後に死去する。ハいだハドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したヌス６世も満足していただける想像図であると思う）。約２年後に死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であハ
ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したヌス６世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）死後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースクレメン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス７世がローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア教皇に就任した。そしてフランソワ１世のミラノ支配を容認すした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソワ１世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ミラノを奪還している。支配を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ容認す
る（クレメン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス７世はフィレン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにェの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）メディチ家が誕生する。出身が死去した後の神聖ローマ皇帝を指名していない。彼はカールの神聖ローマで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフィレン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにェはミラノを奪還している。公に即位した。そしてチロ国を建と敵対して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
ちなパースみに、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースレオ１０世も満足していただける想像図であると思う）。メディチ家が誕生する。出身が死去した後の神聖ローマ皇帝を指名していない。彼はカールの神聖ローマで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース系譜がちがう）。がちがう）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　１５２４年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソワ１世率いるフランス軍がネーデルラントとスペインに侵攻し、イタリアにも侵攻した。いるフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス軍の侵攻を阻が再度イタリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したに侵攻を阻して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であミラノを奪還している。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ占領し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後隣接するパするパ
ヴの拡大ィアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ包囲する。だが１５２５年、シャルル・ド・ブルボン率いるドイツ傭兵軍がフランス軍を撃退し、フランする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であだが１５２５年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースシャルル・ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・ブルボン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した率いるフランス軍がネーデルラントとスペインに侵攻し、イタリアにも侵攻した。いるドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに傭兵軍の侵攻を阻がフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス軍の侵攻を阻を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ撃し、フランス軍は撤退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した
ソワ１世を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ捕縛する。する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

（義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）兄のアランソン公シャルル４世やナバラ王エンリケ２世もフランソワ１世のイタリア遠征に帯同していたの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した公に即位した。そしてチロシャルル４世やアルメニアを支配する。その後ザナバラ王」が登場した紀元前２８００年エン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリケ２世も満足していただける想像図であると思う）。フラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソワ１世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）イタリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した遠征に帯同して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
パヴの拡大ィアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した戦役後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースシャルル４世が死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であエン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリケ２世は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソワ１世同様捕縛する。されたが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース脱出に成
功する。その後シャルル４世に嫁いでいたフランソワ１世の姉マルグリットと結婚する。そしてマルグリットする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後シャルル４世に嫁いでいたフランソワ１世の姉マルグリットと結婚する。そしてマルグリットいで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースいたフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソワ１世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）姉マルグリットと結婚する。そしてマルグリットマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアルグリットが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部と結ぶ。その後紀元前婚する。そしてマルグリットする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアルグリットが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部
との中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）間の抗争がはじまる。に後の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ナバラ女は、旧ブルゴーニュ公領のすべて王」が登場した紀元前２８００年ジャン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したヌ・ダルブレが生したまれ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザン女は、旧ブルゴーニュ公領のすべてが初代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ブルボン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝フラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス王」が登場した紀元前２８００年アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリ４世を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ出産
する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であジャン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したヌ・ダルブレは大変なパース女は、旧ブルゴーニュ公領のすべて傑で、しかも熱心な新教徒であった）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースしかも満足していただける想像図であると思う）。熱心やサン・ピエトロ大聖堂の建なパース新バビロニア教徒であった）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあった）

　１５２６年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカール５世とフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソワ１世がマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブリードで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ条約を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ締結ぶ。その後紀元前し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース旧ブルゴーニュ公領のすべてブルゴーニュ公に即位した。そしてチロ領がすべて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ神聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパロー
マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア帝国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）版図になパースる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後カール５世はフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソワ１世を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ釈放した。だが、釈放後、フランソワ１世は条した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であだが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース釈放した。だが、釈放後、フランソワ１世は条後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソワ１世は条
約を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ破棄する。そしてローマ教皇庁やフィレンツェ、ヴェネツィア等とコニャック同盟を結び、神聖ローマ帝する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア教皇庁が金利を認めた１３世紀初頭に置き、現在の低金利やゼロ金利（あるいやアルメニアを支配する。その後ザフィレン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにェ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースヴの拡大ェネツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにィアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した等とコニャック同盟を結び、神聖ローマ帝を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ結ぶ。その後紀元前び戦利品の分配規定である）。、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース神聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア帝
国を建に敵対する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソワ１世を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ捕縛する。したシャルル・ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・ブルボン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソワ１世を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ憎んでいたが、彼が支払う身んで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースいたが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンが支払う身う身が死去した後の神聖ローマ皇帝を指名していない。彼はカールの神聖ローマ
代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）金で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに傭兵（ラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにクネヒトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）給金を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ支払う身うつも満足していただける想像図であると思う）。り大きなパースで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしたがって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソワ１世を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ殺害しなかっしなパースかっ
たわけだが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース旧ブルゴーニュ公領のすべてブルゴーニュ公に即位した。そしてチロ領を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ得たカール５世は身が死去した後の神聖ローマ皇帝を指名していない。彼はカールの神聖ローマ代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）金を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４の求しない。金に困ったシャルル・ド・ブルしなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ金に困ったシャルル・ド・ブルったシャルル・ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・ブル
ボン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース「反コニャック同盟を結び、神聖ローマ帝」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ口実にして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア市に進軍の侵攻を阻する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５２７年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに傭兵団がローマ市を破壊がローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア市を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ破壊
した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ



（後述べたが、柄谷氏も見落としているように思う。する宗教改革運動した可能性がある）に影響されていたドイツ傭兵たちにとって、ローマ教皇は「アンチ・クリスト」であるされて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいたドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに傭兵たちにとって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア教皇は「アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したチ・クリストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
しかも満足していただける想像図であると思う）。、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースシャルル・ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・ブルボン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したが初日に戦死したため、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース指揮官を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ失ったドイツ傭兵たちは暴徒化する。だがったドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに傭兵たちは暴徒であった）化している。それが、ヒッタする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であだが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
カール５世は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース「事件は当方が関知することなく発生したものであり、まことに遺憾とする」との書簡を各諸は当方が関知され、神聖ローマ帝国に亡命する。することなパースく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技生したしたも満足していただける想像図であると思う）。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあり大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースまことに遺憾とする」との書簡を各諸とする」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）との中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）書簡を各諸を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ各諸
侯に多額の銀を贈賄し、選挙で圧勝してに送り、ドイツ傭兵たちの「ローマ市略奪」を傍観した）り大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに傭兵たちの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）「ローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア市略から守るには、スペイン王の力が必要である、と考えていたように思う。年長のカールがスペイン王に奪」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ傍観した）した）

　１５２８年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソワ１世率いるフランス軍がネーデルラントとスペインに侵攻し、イタリアにも侵攻した。いるフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス軍の侵攻を阻がミラノを奪還している。とナポリに侵攻を阻する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかしカール５世からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝スペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したと
シチリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した間の抗争がはじまる。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）貿易いかもしれない。秦漢帝国は古代帝国で、隋唐帝国は中世帝国である）。独占権をフッガー家に与えた。おかげでフッガー家は莫大な私財をを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ得たジェノを奪還している。ヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、ス提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブレアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブーリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したがナポリ沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技上封鎖を解除し、スを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ解し、古代ローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア除けば、し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースス
ペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した軍の侵攻を阻に兵站を送る。１５２９年、フランス軍はランドリアーノの戦いで大敗し、撤退した。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ送り、ドイツ傭兵たちの「ローマ市略奪」を傍観した）る。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５２９年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス軍の侵攻を阻はラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したーノを奪還している。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）戦いで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース大敗し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース撤退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　その中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後カール５世と教皇クレメン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス７世が和解し、古代ローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカール５世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）叔母マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアルグリットが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部とフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソワ１世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）母ル
イーズ・ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・サ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したヴの拡大ォワが和約＝カン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したブレーの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）和約（貴婦人の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）和約）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ結ぶ。その後紀元前ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したスはイタリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したからウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝全面がない。撤退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻
し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブリードで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ条約で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース失ったドイツ傭兵たちは暴徒化する。だがった旧ブルゴーニュ公領のすべてブルゴーニュ公に即位した。そしてチロ領を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ取り戻す。そして１５３０年、クレメンス７世の嫡男り大きなパース戻す。そして１５３０年、クレメンス７世の嫡男す。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５３０年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースクレメン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス７世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）嫡男
アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したレッサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブロ・デ・メディチがカール５世からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝公に即位した。そしてチロ爵位する。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ得、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフィレン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにェが「公に即位した。そしてチロ国を建」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）になパースる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

（当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースジェノを奪還している。ヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スはフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したスと同盟を結び、神聖ローマ帝を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ結ぶ。その後紀元前んで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしたがって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブーリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）行為は裏切りである。だが、オスマは裏切りである。だが、オスマり大きなパースで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であだが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースオスマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア
ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した帝国を建がコン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したスタン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したティノを奪還している。ープルを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ攻を阻略から守るには、スペイン王の力が必要である、と考えていたように思う。年長のカールがスペイン王にして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であクリミアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した国を建を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ併合したため、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースジェノを奪還している。ヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スは黒海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）通商権をフッガー家に与えた。おかげでフッガー家は莫大な私財をを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
喪失ったドイツ傭兵たちは暴徒化する。だがして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したとシチリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した間の抗争がはじまる。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）貿易いかもしれない。秦漢帝国は古代帝国で、隋唐帝国は中世帝国である）。独占は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース衰し、古代末期の成熟期および「広退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻した通商都市国を建家が誕生する。ジェノを奪還している。ヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した亡を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ左右するする
利権をフッガー家に与えた。おかげでフッガー家は莫大な私財をで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ歴史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース家が誕生する。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）故が勃発した場面で、水野氏は文明批判を繰り返し、正面から原発に反対する場面がなかった）。フェルナン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ブローデルは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１６世紀を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ「ジェノを奪還している。ヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）と呼んだが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースジェノを奪還している。ヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、ス
の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）繁栄えた。しかし１５世紀後半に応仁の乱が勃発する。１５世紀後半～１６世紀後半の日本は戦はドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブーリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）裏切りである。だが、オスマり大きなパースからウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝はじまる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であちなパースみに、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース上で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース述べたが、柄谷氏も見落としているように思う。べたアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したレッサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブロ・デ・メディチは１５３７年に
同族のロレンツィーノに殺害された。カール５世は再度メディチ家出身のコジモに公爵位を与える。そしての中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ロレン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにィーノを奪還している。に殺害しなかっされた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であカール５世は再度メディチ家が誕生する。出身が死去した後の神聖ローマ皇帝を指名していない。彼はカールの神聖ローマの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）コジモに公に即位した。そしてチロ爵位する。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ与していえる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
１５５５年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフィレン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにェ公に即位した。そしてチロコジモ１世がシエーナを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ占領する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後メディチ家が誕生する。が保有していた冶金技して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいたスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した債権をフッガー家に与えた。おかげでフッガー家は莫大な私財を
を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ放した。だが、釈放後、フランソワ１世は条棄する。そしてローマ教皇庁やフィレンツェ、ヴェネツィア等とコニャック同盟を結び、神聖ローマ帝して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した王」が登場した紀元前２８００年フェリペ２世からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝シエーナ併合の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）承認を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ得、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１５５９年に「トが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部スカーナ大公に即位した。そしてチロ国を建」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ開してミラノを奪還している。国を建す
る。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンは１５７１年の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）レパン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技戦にも満足していただける想像図であると思う）。参戦した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であレパン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技戦後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースジェノを奪還している。ヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スは黒海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）通商権をフッガー家に与えた。おかげでフッガー家は莫大な私財をを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ回復する。する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
そして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースシチリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した産穀物だけで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースなパースく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースクリミアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した半島沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・リトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した産穀物も満足していただける想像図であると思う）。輸送り、ドイツ傭兵たちの「ローマ市略奪」を傍観した）しはじめる）

　ところで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１５２１年にフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス軍の侵攻を阻がネーデルラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部とスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したに侵攻を阻する少なくとも、イタリア半島北部＝ミラノ公国とイタリア半島南部し前、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカール５世は南ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）
ヴの拡大ォルムスで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース帝国を建議会を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ開してミラノを奪還している。催してマルティン・ルターを召喚している。そしてルターをアハト刑（神聖ローマして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアルティン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ルターを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ召喚している。そしてルターをアハト刑（神聖ローマして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であルターを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したハトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部刑（神聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア
帝国を建内で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）権をフッガー家に与えた。おかげでフッガー家は莫大な私財を利と財産を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であすべて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ剥奪する刑）に処して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースルターはヴの拡大ィッテン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したベルク大学の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）神学教授で、万人司祭論（聖書を読むことを通してすべてのキリで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース万人司祭論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ（聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパ書を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ読むことを通してすべてのキリむことを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ通して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であすべて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）キリ
ストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部教徒であった）が神と直接するパ的なパース関係と異質な帝国間の交換関係が生じた。すなわち、両替を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ持つこと）を提唱していた。そして１５１７年、ローマ教皇レオ１０世が発行つこと）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ提唱していた。そして１５１７年、ローマ教皇レオ１０世が発行して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５１７年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア教皇レオ１０世が発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技行
する贖宥状をヤーコブ・フッガーに与え、彼の銀提供を支援に反対し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース「９５カ条」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ題に置き換えているが、レオ１０世が多量の贖宥状をヤーコブ・フッガーに与えたことが大きい）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であヴの拡大ィッテン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したベルク城教会の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）門扉に張り出す。その後何者かが「９に張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアり大きなパース出す。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後何らか者のレベル４パースペクティヴより大きなパースかが「９
５カ条」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨にに翻すが、訳し、「９５カ条」の印刷物がドイツ各地に流布する。し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース「９５カ条」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）印刷物がドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに各地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタに流布する。する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　カトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会とローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア教皇庁が金利を認めた１３世紀初頭に置き、現在の低金利やゼロ金利（あるいにとって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース「９５カ条」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）は大きなパース障害しなかっになパースった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５２０年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースレオ１０世はルター
を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ破門したが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースルターの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）支持つこと）を提唱していた。そして１５１７年、ローマ教皇レオ１０世が発行者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは増え続けた。カール５世がルターをアハト刑に処したのは、事態を穏便え続くが、ヒッタイトが滅亡した紀元前１２００年前後からペロポネソけた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であカール５世がルターを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したハトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部刑に処したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース事態を穏便を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ穏便にイタリア全土を支配するためであったと思う。しか
に解し、古代ローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア決するためである（アハト刑は、皇帝が封建諸侯から領地等を没収する場面で下す刑罰であり、聖職するためで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある（アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したハトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部刑は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース皇帝が封建諸侯に多額の銀を贈賄し、選挙で圧勝してからウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝領地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ等を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ没収し、王領化した。シャルル・ド・ブルボンは反旗を翻すが、する場した紀元前２８００年面がない。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース下す刑罰であり、聖職で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあり大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパ職
者のレベル４パースペクティヴより大きなパースに下す刑罰であり、聖職で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースはなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であカール５世は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースルターを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ火刑からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝救うために、彼をアハト刑に処したのかもしれなうために、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したハトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部刑に処したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）かも満足していただける想像図であると思う）。しれなパース
い）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後ザクセン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した選帝公に即位した。そしてチロフリードで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブリヒ３世がルターを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ庇護する。ルターはザクセン選帝公の庇護下で聖する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であルターはザクセン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した選帝公に即位した。そしてチロの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）庇護する。ルターはザクセン選帝公の庇護下で聖下で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパ
書の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨に訳し、「９５カ条」の印刷物がドイツ各地に流布する。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ執筆する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

（ルターは聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパ書の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨に訳し、「９５カ条」の印刷物がドイツ各地に流布する。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ執筆したが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースラテン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨にの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパ書を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨にに訳し、「９５カ条」の印刷物がドイツ各地に流布する。したわけで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースはなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンはエラス
ムスがギリシャ語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨にに訳し、「９５カ条」の印刷物がドイツ各地に流布する。した聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパ書を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨にに訳し、「９５カ条」の印刷物がドイツ各地に流布する。した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースヨーロッパの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）知され、神聖ローマ帝国に亡命する。識では、ハンムラビ王が編纂し人たちは「ビザン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）知され、神聖ローマ帝国に亡命する。」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ懸
命する。に学んで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしたがって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースギリシャ語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨には知され、神聖ローマ帝国に亡命する。識では、ハンムラビ王が編纂し人の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）必須語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨にで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあり大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースエラスムスはギリシャ語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨にの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）教材がいなかった。とはいえ、を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ提
供したのは南ドイツの豪商ヤーコブ・フッする目すれば、ペロポネソス戦争が勃発した的で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースギリシャ語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨にの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパ書を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ執筆した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であギリシャ語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨にを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ取り戻す。そして１５３０年、クレメンス７世の嫡男得した司祭やアルメニアを支配する。その後ザ司教たちが古代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ギリシャ
の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）哲学やアルメニアを支配する。その後ザ自然学、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあるいはビザン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに帝国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）国を建法＝バシリカ法を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ学ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ことを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）待していたように思う。ちなして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいたように思う）。う。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であちなパース
みに、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースエラスムスはルターの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨に訳し、「９５カ条」の印刷物がドイツ各地に流布する。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ歓迎したが、ルターの思想や運動に賛同しなかった）したが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースルターの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）思う）。想やアルメニアを支配する。その後ザ運動した可能性がある）に賛同しなパースかった）

　ヴの拡大ォルムス帝国を建議会後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースヴの拡大ィッテン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したベルクやアルメニアを支配する。その後ザアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したウクスブルク、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ラスブルク（ストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ラスブール）やアルメニアを支配する。その後ザメミン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したゲ海沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。
ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した等で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース宗教改革運動した可能性がある）がはじまる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であとはいえ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース運動した可能性がある）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ担ったのは主に商工業者で、彼らの運動目的は概ねったの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）は主に商工業による剰余者のレベル４パースペクティヴより大きなパースで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）運動した可能性がある）目すれば、ペロポネソス戦争が勃発した的は概ね１対１で固定していた。筆者は、この巨大固定相場が現代の貨ね
カトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）儀式を定義して第４のやアルメニアを支配する。その後ザ１０分の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）１税の廃止等であり、カトリック教会の荘園支配を揺るがす場面はあっての中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）廃止し、紀元前４４９年にペルシャ王アルタクセルクセス１世と和約＝カリアスの和約を結ぶ。その後紀元前等で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあり大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）荘園支配を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ揺るがす場面はあってるがす場した紀元前２８００年面がない。はあって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
も満足していただける想像図であると思う）。封建諸侯に多額の銀を贈賄し、選挙で圧勝しての中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）領地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ支配を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ揺るがす場面はあってるがす場した紀元前２８００年面がない。はなパースかった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　だが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース宗教改革運動した可能性がある）は農村に広がり、農民の運動が封建諸侯の領地支配を揺るがす。ドイツ各地の農に広がり大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース農民の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）運動した可能性がある）が封建諸侯に多額の銀を贈賄し、選挙で圧勝しての中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）領地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ支配を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ揺るがす場面はあってるがす。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに各地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）農
民運動した可能性がある）はメミン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したゲ海沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）牧師シャッペラーが起草した「１２カ条」を共有して運動を展開した。以下はシャッペシャッペラーが起草した「１２カ条」を共有して運動を展開した。以下はシャッペした「１２カ条」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ共有していた冶金技して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ運動した可能性がある）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ展開してミラノを奪還している。した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ以下はシャッペ
ラーが起草した「１２カ条」を共有して運動を展開した。以下はシャッペした「１２カ条」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）概ね１対１で固定していた。筆者は、この巨大固定相場が現代の貨要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４ので筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

　１）　　福音（聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパ書朗読むことを通してすべてのキリ）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）自由があった。、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース牧師シャッペラーが起草した「１２カ条」を共有して運動を展開した。以下はシャッペの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）自由があった。なパース選出
　２）　　１０分の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）１税の廃止等であり、カトリック教会の荘園支配を揺るがす場面はあっての中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）正しい使われたが、鉄製武器は使われていない。また、中国で鉄製武器の使用がは用がはあるいは廃止し、紀元前４４９年にペルシャ王アルタクセルクセス１世と和約＝カリアスの和約を結ぶ。その後紀元前
　３）　　農奴身が死去した後の神聖ローマ皇帝を指名していない。彼はカールの神聖ローマ分の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）撤廃
　４）　　狩猟の自由の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）自由があった。
　５）　　共有していた冶金技地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）自由があった。なパース用がは益
　６）　　賦役の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）軽減
　７）　　賦役に対して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ反対給付があるべきことがあるべきこと
　８）　　地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）適正化している。それが、ヒッタ
　９）　　新バビロニア形式を定義して第４の裁判を繰り返し、正面から原発に反対する場面がなかった）。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）撤廃
１０）　　個人の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）手がかりになると考えるが、経済学者たちは軽視している（コラに帰した共有地の返還した共有していた冶金技地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）返し、正面から原発に反対する場面がなかった）。還しなければならない、と考えていたように思う。カールは叔母の意思にしたがい、皇帝
１１）　　相続くが、ヒッタイトが滅亡した紀元前１２００年前後からペロポネソ税の廃止等であり、カトリック教会の荘園支配を揺るがす場面はあって（死亡税の廃止等であり、カトリック教会の荘園支配を揺るがす場面はあって）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）完全撤廃
１２）　　要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４の求しない。金に困ったシャルル・ド・ブル根拠に「資本主義の終焉」を語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨にの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）正当性がある）



　福音の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）自由があった。やアルメニアを支配する。その後ザ牧師シャッペラーが起草した「１２カ条」を共有して運動を展開した。以下はシャッペの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）自由があった。なパース選出、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１０分の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）１税の廃止等であり、カトリック教会の荘園支配を揺るがす場面はあっての中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）廃止し、紀元前４４９年にペルシャ王アルタクセルクセス１世と和約＝カリアスの和約を結ぶ。その後紀元前等は商工業による剰余者のレベル４パースペクティヴより大きなパースたちも満足していただける想像図であると思う）。要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４の求しない。金に困ったシャルル・ド・ブルして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であまた１６世紀
の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース農奴身が死去した後の神聖ローマ皇帝を指名していない。彼はカールの神聖ローマ分やアルメニアを支配する。その後ザ相続くが、ヒッタイトが滅亡した紀元前１２００年前後からペロポネソ税の廃止等であり、カトリック教会の荘園支配を揺るがす場面はあって（死亡税の廃止等であり、カトリック教会の荘園支配を揺るがす場面はあって）はかなパースり大きなパース縮小アジアのヒッタイトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしたがって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースそれらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４の求しない。金に困ったシャルル・ド・ブルは現状をヤーコブ・フッガーに与え、彼の銀提供を支援の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）追認
に近い。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ農民団がローマ市を破壊体は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース賦役の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）軽減やアルメニアを支配する。その後ザ賦役に対する反対給付があるべきこと、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）適正化している。それが、ヒッタ等も満足していただける想像図であると思う）。要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４の求しない。金に困ったシャルル・ド・ブルして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースしかし
廃止し、紀元前４４９年にペルシャ王アルタクセルクセス１世と和約＝カリアスの和約を結ぶ。その後紀元前を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４の求しない。金に困ったシャルル・ド・ブルして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいるわけで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースはなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ狩猟の自由の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）自由があった。やアルメニアを支配する。その後ザ新バビロニア形式を定義して第４の裁判を繰り返し、正面から原発に反対する場面がなかった）。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）撤廃等が封建諸侯に多額の銀を贈賄し、選挙で圧勝しての中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）領地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ支配を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ揺るがす場面はあってるが
したとも満足していただける想像図であると思う）。考えいにく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、い。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ封建諸侯に多額の銀を贈賄し、選挙で圧勝しての中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）領地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ支配を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ揺るがす場面はあってるがしたの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースおそらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝く言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、「共有していた冶金技地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）自由があった。なパース用がは益」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）と「個人の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）
手がかりになると考えるが、経済学者たちは軽視している（コラに帰した共有地の返還した共有していた冶金技地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）返し、正面から原発に反対する場面がなかった）。還しなければならない、と考えていたように思う。カールは叔母の意思にしたがい、皇帝」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　瀬原義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）生した氏は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）著書「皇帝カール５世とその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）（文理および戦利品の分配規定である）。閣）」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）によれば、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１４世紀後半の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ヴの拡大ィッテン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したベルク伯
領で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース領主の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）所領地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ＝農地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタは４１０５モルゲ海沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあったが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）うち領主が直営していた農地は９０６モして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた農地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタは９０６モ
ルゲ海沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース残りはすべて小作農に貸与していた（１モルゲンは０．２５～０．３３ヘクタールである）。そして小り大きなパースはすべて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ小アジアのヒッタイトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部作農に貸与していして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた（１モルゲ海沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したは０．２５～０．３３ヘクタールで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ小アジアのヒッタイトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部
作農は収し、王領化した。シャルル・ド・ブルボンは反旗を翻すが、穫の３～５割を領主に「納税」していた。１６世紀のヴィッテンベルク伯領では、領主が直営するの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）３～５割を領主に「納税」していた。１６世紀のヴィッテンベルク伯領では、領主が直営するを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ領主に「納税の廃止等であり、カトリック教会の荘園支配を揺るがす場面はあって」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１６世紀の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ヴの拡大ィッテン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したベルク伯領で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース領主が直営していた農地は９０６モする
農地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタはさらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝に縮小アジアのヒッタイトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいたと考えらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝れ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに全体がその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ようなパース状をヤーコブ・フッガーに与え、彼の銀提供を支援況にあったと推測できる。にあったと推測できる。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースきる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　したがって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに封建諸侯に多額の銀を贈賄し、選挙で圧勝してにとって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ直営していた農地は９０６モ農地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）拡大が最優先課題に置き換えているが、レオ１０世が多量の贖宥状をヤーコブ・フッガーに与えたことが大きい）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教
会の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）支配が緩い共有地が強奪のターゲットになる。他方、農民団体の共有地拡大要求は封建諸侯に対い共有していた冶金技地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタが強奪の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ターゲ海沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。ットが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部になパースる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース農民団がローマ市を破壊体の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）共有していた冶金技地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ拡大要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４の求しない。金に困ったシャルル・ド・ブルは封建諸侯に多額の銀を贈賄し、選挙で圧勝してに対
する事実上の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）農地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ返し、正面から原発に反対する場面がなかった）。還しなければならない、と考えていたように思う。カールは叔母の意思にしたがい、皇帝要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４の求しない。金に困ったシャルル・ド・ブルで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であだが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース封建諸侯に多額の銀を贈賄し、選挙で圧勝しては農民団がローマ市を破壊体の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４の求しない。金に困ったシャルル・ド・ブルに応じなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５２４年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース内
戦＝ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに農民戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブが勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ「戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）は１５２５年まで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース続くが、ヒッタイトが滅亡した紀元前１２００年前後からペロポネソき、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース農民団がローマ市を破壊体＝ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに農民軍の侵攻を阻は惨敗する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　ちなパースみに、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースルターは農民を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ裏切りである。だが、オスマって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ当初、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンは農民の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）運動した可能性がある）に同情的で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であだが「１２カ条」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ読むことを通してすべてのキリ
んだ後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース反動した可能性がある）的になパースる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンは「農民の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）１２カ条に対する平和勧告」を書いて農民に譲歩を要求し、農民の運」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ書いて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ農民に譲歩を要求し、農民の運を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４の求しない。金に困ったシャルル・ド・ブルし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース農民の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）運
動した可能性がある）が激化している。それが、ヒッタした場した紀元前２８００年面がない。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース檄文「農民の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）殺人・強盗団がローマ市を破壊に抗して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ各諸侯に多額の銀を贈賄し、選挙で圧勝してに送り、ドイツ傭兵たちの「ローマ市略奪」を傍観した）る。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースとり大きなパースわけミュールハウ
ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したゼン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）農民運動した可能性がある）指導者のレベル４パースペクティヴより大きなパーストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアス・ミュン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スーを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ罵り、ミュンツァーとミュンツァーの運動に参加する農民たり大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースミュン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スーとミュン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スーの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）運動した可能性がある）に参加する農民たする農民た
ちを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ殺害しなかっすべきで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースと論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であルターの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）「檄文」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）にどれほどの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）重みがあったかはわからウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝なパースいが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに
農民戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース約１０万の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）農民が「戦死」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　１５２５年にドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに農民戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブが終結ぶ。その後紀元前し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース翌１５２６年に第一回シュパイアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したー帝国を建議会が開してミラノを奪還している。催してマルティン・ルターを召喚している。そしてルターをアハト刑（神聖ローマされ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースルターは
ヴの拡大ォルムス帝国を建議会決するためである（アハト刑は、皇帝が封建諸侯から領地等を没収する場面で下す刑罰であり、聖職議の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）留保を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ得た。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後ルターを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ支持つこと）を提唱していた。そして１５１７年、ローマ教皇レオ１０世が発行するドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに封建諸侯に多額の銀を贈賄し、選挙で圧勝してたちが自領内の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）キリス
トが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部教会を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ自身が死去した後の神聖ローマ皇帝を指名していない。彼はカールの神聖ローマの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）支配下に置き、現在の低金利やゼロ金利（あるいき、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース「カトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ排除けば、する（コラム６５）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

　スイスで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースも満足していただける想像図であると思う）。フルドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブリッヒ・ツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにヴの拡大ィン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグリがチューリヒを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ拠に「資本主義の終焉」を語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨に点になる。その意味で、柄谷氏のパースペクティヴは妥当である。また、柄谷氏はアケメネにして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ宗教改革運動した可能性がある）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ推進して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ運動した可能性がある）はスイ
ス各都市に広がる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ運動した可能性がある）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）過程で、分派＝再洗礼派が誕生し、ツヴィングリは彼らを弾劾する。再洗礼派で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース分派＝再洗礼派が誕生したし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにヴの拡大ィン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグリは彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ弾劾する。再洗礼派する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ再洗礼派
の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）指導者のレベル４パースペクティヴより大きなパースたちは殺害しなかっされた（その中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後再洗礼派はスイスを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ離れドイツに移る。そしてドイツ農民戦争で疲弊れドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにに移る。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに農民戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース疲弊
したミュン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したスターで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース「千年王」が登場した紀元前２８００年国を建」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ建設するが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースルター派と争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブい消滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であちなパースみに、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）再洗礼派と現
在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）再洗礼派は異なる。しかし、柄谷氏は帝国を古代帝国と中世帝国に仕分けていない（アケメネス朝ペルなパースる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）再洗礼派にはカルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部的なパースところがあった）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　ツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにヴの拡大ィン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグリの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）宗教改革運動した可能性がある）は苦難の連続であったが、やがてスイスでも万人司祭論＝聖書主義が広の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）連続くが、ヒッタイトが滅亡した紀元前１２００年前後からペロポネソで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあったが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースやアルメニアを支配する。その後ザがて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であスイスで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースも満足していただける想像図であると思う）。万人司祭論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ＝聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパ書主義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）が広
まる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であだが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススイスの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）封建諸侯に多額の銀を贈賄し、選挙で圧勝してたち（彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝はカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）信徒であった）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースも満足していただける想像図であると思う）。ある）が反発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５２９年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース第一次
カペル戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブが勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５３１年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース第二次カペル戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブが勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにヴの拡大ィン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグリは戦死する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかしス
イス＝チューリヒの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）宗教改革運動した可能性がある）＝改革教会派は残りはすべて小作農に貸与していた（１モルゲンは０．２５～０．３３ヘクタールである）。そして小る。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５４９年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースジュネーヴの拡大の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）宗教改革運動した可能性がある）＝
カルヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した派と合流する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　ところで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース神聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア皇帝カール５世は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したスとの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブに時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ間の抗争がはじまる。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ費やしていたため、ドイツ農民戦争やアルメニアを支配する。その後ザして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいたため、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに農民戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ
にまったく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、関与していして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかしラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したーノを奪還している。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）戦いで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス軍の侵攻を阻を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ撃し、フランス軍は撤退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻した後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ間の抗争がはじまる。的余裕が生じた。が生したじた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
１５２９年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカール５世はローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア教皇クレメン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス７世と和解し、古代ローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース第二回シュパイアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したー帝国を建議会を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ開してミラノを奪還している。催してマルティン・ルターを召喚している。そしてルターをアハト刑（神聖ローマして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ第一
回シュパイアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したー帝国を建議会の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）決するためである（アハト刑は、皇帝が封建諸侯から領地等を没収する場面で下す刑罰であり、聖職議を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ無効にする。翌１５３０年、ボローニャで戴冠式を開催し、弟のオーストにする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ翌１５３０年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースボローニャで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース戴冠式を定義して第４のを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ開してミラノを奪還している。催してマルティン・ルターを召喚している。そしてルターをアハト刑（神聖ローマし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース弟フェルディナントが祖父フェルナンド２世の下での中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）オーストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部
リアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した大公に即位した。そしてチロフェルディナン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ次期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）皇帝に指名の有力者が単于に即位した。紀元前３３年、ひとりの単于＝呼した後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したウクスブルク帝国を建議会を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ開してミラノを奪還している。催してマルティン・ルターを召喚している。そしてルターをアハト刑（神聖ローマして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であルター派やアルメニアを支配する。その後ザツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにヴの拡大ィ
ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグリ派との中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）和解し、古代ローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ模索する。する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　だが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースヘッセン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した方伯フィリップがルター派とツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにヴの拡大ィン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグリ派の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）大同団がローマ市を破壊結ぶ。その後紀元前、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースおよび戦利品の分配規定である）。カール５世と帝国を建議会に抵
抗する同盟を結び、神聖ローマ帝＝プロテスタン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）結ぶ。その後紀元前成を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ試みる。１５３１年、ドイツ封建諸侯は同盟＝シュマルカルデン同盟みる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５３１年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに封建諸侯に多額の銀を贈賄し、選挙で圧勝しては同盟を結び、神聖ローマ帝＝シュマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアルカルデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した同盟を結び、神聖ローマ帝
を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ結ぶ。その後紀元前成した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ中心やサン・ピエトロ大聖堂の建人物は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースザクセン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した選帝公に即位した。そしてチロヨハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・フリードで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブリヒ（ルターを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ庇護する。ルターはザクセン選帝公の庇護下で聖したフリードで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブリヒ３世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）甥）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
あったが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにヴの拡大ィン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグリ派の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ヘッセン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した方伯フィリップも満足していただける想像図であると思う）。合流する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　１５３２年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカール５世はレーゲ海沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したスブルク帝国を建議会を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ開してミラノを奪還している。催してマルティン・ルターを召喚している。そしてルターをアハト刑（神聖ローマして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ大同団がローマ市を破壊結ぶ。その後紀元前を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ呼び戦利品の分配規定である）。かけ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後オスマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技
軍の侵攻を阻の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）制はなかった。とはいえアッ圧した室町幕府が武家体制を整え、将軍足利義政の下でに赴く。カール５世がドイツに戻るのは約１０年後の１５４１年になるが、その間、シュマルカルデく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であカール５世がドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにに戻す。そして１５３０年、クレメンス７世の嫡男るの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）は約１０年後の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）１５４１年になパースるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）間の抗争がはじまる。、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースシュマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアルカルデ
ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した同盟を結び、神聖ローマ帝を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ結ぶ。その後紀元前んだルター派ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに封建諸侯に多額の銀を贈賄し、選挙で圧勝しては自領内の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）キリストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部教会支配＝カトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック排除けば、を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ貫徹し、フランスし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス
やアルメニアを支配する。その後ザデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアークと同盟を結び、神聖ローマ帝を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ結ぶ。その後紀元前ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝（コラム６６）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

（当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソワ１世はオスマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した帝国を建と同盟を結び、神聖ローマ帝を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ結ぶ。その後紀元前び戦利品の分配規定である）。、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカール５世に敵対して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したスはカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック国を建で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
あるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースオスマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した帝国を建と同盟を結び、神聖ローマ帝を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ結ぶ。その後紀元前んだフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソワ１世にルター派ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに封建諸侯に多額の銀を贈賄し、選挙で圧勝してとの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）同盟を結び、神聖ローマ帝を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ拒絶する理および戦利品の分配規定である）。由があった。
はなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースグラーク戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ＝伯爵戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース宿敵リューベクを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ倒し、中原を制覇する。その後中国の歴史が春し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したと５０年の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）休戦条約を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ結ぶ。その後紀元前ん
だデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアーク王」が登場した紀元前２８００年クリスチャン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した３世は宗教改革を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ推進して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であルター派国を建王」が登場した紀元前２８００年クリスチャン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した３世にとって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースル
ター派ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに封建諸侯に多額の銀を贈賄し、選挙で圧勝してとの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）同盟を結び、神聖ローマ帝は当然で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であシュマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアルカルデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した同盟を結び、神聖ローマ帝を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ強固にしたドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに封建諸侯に多額の銀を贈賄し、選挙で圧勝してたちは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
自領内の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）カトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック排除けば、を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ貫徹し、フランスするが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース目すれば、ペロポネソス戦争が勃発した的はカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会が所有していた冶金技する農地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ＝荘園と農民＝農奴の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）強奪
で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ本音丸出しで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック排除けば、を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ行った「馬鹿」はブランデンブルク・クルムバッハ辺境伯アルブレヒト」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）はブラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したブルク・クルムバッハ辺境伯アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したルブレヒトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部
く言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、らウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝いの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）も満足していただける想像図であると思う）。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック排除けば、により大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに封建諸侯に多額の銀を贈賄し、選挙で圧勝してたちは自身が死去した後の神聖ローマ皇帝を指名していない。彼はカールの神聖ローマの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）徴税の廃止等であり、カトリック教会の荘園支配を揺るがす場面はあって圏＝領邦を形成する）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ形成する）

　１５４１年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカール５世がレーゲ海沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したスブルクに帰した共有地の返還還しなければならない、と考えていたように思う。カールは叔母の意思にしたがい、皇帝する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ帰した共有地の返還還しなければならない、と考えていたように思う。カールは叔母の意思にしたがい、皇帝後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソワ１世と再度戦火を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ交えたが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１
５４４年にクレピィ条約を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ結ぶ。その後紀元前んで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース和睦する。そしてオーストリア大公フェルディナントとオスマン帝国スルターする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であオーストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した大公に即位した。そしてチロフェルディナン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部とオスマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した帝国を建スルター
ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・スレイマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した１世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）和睦する。そしてオーストリア大公フェルディナントとオスマン帝国スルターを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ確認した後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース新バビロニアローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア教皇パウルス３世（パウロ３世。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であクレメン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス７世は１５３４
年に死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる）からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル額の銀を贈賄し、選挙で圧勝しての中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）戦費やしていたため、ドイツ農民戦争を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ得て人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であルター派ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに封建諸侯に多額の銀を贈賄し、選挙で圧勝しての中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）征伐を開始する（当時、スペイン国を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ開してミラノを奪還している。始する（当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した国を建
内の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）富財の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）約８割を領主に「納税」していた。１６世紀のヴィッテンベルク伯領では、領主が直営するを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会が収し、王領化した。シャルル・ド・ブルボンは反旗を翻すが、奪して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であカール５世がパウルス３世からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝得た戦費やしていたため、ドイツ農民戦争はカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック
教会がスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）貴族のロレンツィーノに殺害された。カール５世は再度メディチ家出身のコジモに公爵位を与える。そしてやアルメニアを支配する。その後ザ民衆から収奪した富財である）。からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝収し、王領化した。シャルル・ド・ブルボンは反旗を翻すが、奪した富財で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ



　フェルディナン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部と和睦する。そしてオーストリア大公フェルディナントとオスマン帝国スルターしたスレイマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した１世は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースオスマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した軍の侵攻を阻の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）矛先を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ東方の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）サ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したファ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スヴの拡大ィー朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ペルシャに向けけ
て人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしたがって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカール５世に後顧の憂いはない。１５４６年、神聖ローマ帝国とシュマルカルデン同盟の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）憂いはない。１５４６年、神聖ローマ帝国とシュマルカルデン同盟いはなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５４６年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース神聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア帝国を建とシュマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアルカルデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した同盟を結び、神聖ローマ帝
の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ＝シュマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアルカルデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブが勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５４７年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースミュールベルクの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）戦いで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカール５世下の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ネーデル
ラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部軍の侵攻を阻とスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した軍の侵攻を阻が大勝してし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースザクセン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した選帝公に即位した。そしてチロヨハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・フリードで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブリヒとヘッセン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した方伯フィリップが捕縛する。された
（ちなパースみに、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースシュマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアルカルデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブが勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技する少なくとも、イタリア半島北部＝ミラノ公国とイタリア半島南部し前にルターが死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースミュールベルクの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）戦いの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）少なくとも、イタリア半島北部＝ミラノ公国とイタリア半島南部し前に
フラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソワ１世とイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ王」が登場した紀元前２８００年ヘン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリー８世が死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　ミュールベルクの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）戦い後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカール５世はアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したウグスブルク仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル信条協定である）。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ制はなかった。とはいえアッ定である）。して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会とルター派ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ
イツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに封建諸侯に多額の銀を贈賄し、選挙で圧勝しての中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）融和を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ試みる。１５３１年、ドイツ封建諸侯は同盟＝シュマルカルデン同盟みる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であだが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したウグスブルク仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル信条協定である）。は概ね１対１で固定していた。筆者は、この巨大固定相場が現代の貨ねカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）主張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）沿ったも満足していただける想像図であると思う）。
の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースルター派ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに封建諸侯に多額の銀を贈賄し、選挙で圧勝してがカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝強奪した農地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）領有していた冶金技を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ保証する文面がない。そのたする文面がない。がなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）た
め、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカール５世に合流し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースヨハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・フリードで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブリヒ捕縛する。後にザクセン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した選帝公に即位した。そしてチロの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ位する。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ得たヨハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）甥モーリッツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに
の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）立場した紀元前２８００年が危うくなる。うく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、なパースる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカール５世は中世都市の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）市政がはじまる。改革を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ断行し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースさらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝に新バビロニア通貨の等比交換が生じる法＝アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したウグスブルク通貨の等比交換が生じる法を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ制はなかった。とはいえアッ定である）。して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
公に即位した。そしてチロ布する。する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）認識では、ハンムラビ王が編纂しで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したウグスブルク通貨の等比交換が生じる法が本位する。貨の等比交換が生じる幣制はなかった。とはいえアッと銀本位する。制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）はじまり大きなパースで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

　「広義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）出現期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）に有していた冶金技価証する文面がない。そのた券（手がかりになると考えるが、経済学者たちは軽視している（コラ形やアルメニアを支配する。その後ザ債券）が誕生したした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ５章で論じた。ペルシャ戦争やペロポネソス戦争、中国の春秋時代から戦で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース北宋が発行した政府手形＝交が発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技行した政がはじまる。府が武家体制を整え、将軍足利義政の下で手がかりになると考えるが、経済学者たちは軽視している（コラ形＝交
子や南宋が発行した政府債券＝会子について述べたが、ヨーロッパでは、１３世紀後半からヴェネツィアやアルメニアを支配する。その後ザ南宋が発行した政府手形＝交が発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技行した政がはじまる。府が武家体制を整え、将軍足利義政の下で債券＝会子や南宋が発行した政府債券＝会子について述べたが、ヨーロッパでは、１３世紀後半からヴェネツィアについて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ述べたが、柄谷氏も見落としているように思う。べたが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースヨーロッパで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１３世紀後半からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ヴの拡大ェネツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにィアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した
商人やアルメニアを支配する。その後ザジェノを奪還している。ヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、ス商人、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したザ商人が証する文面がない。そのた券取り戻す。そして１５３０年、クレメンス７世の嫡男引所を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ設立して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ有していた冶金技価証する文面がない。そのた券を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技行しはじめる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　とはいえ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースヴの拡大ェネツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにィアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した商人はヴの拡大ェネツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにィアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースジェノを奪還している。ヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、ス商人はジェノを奪還している。ヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スに証する文面がない。そのた券取り戻す。そして１５３０年、クレメンス７世の嫡男引所を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ設立したにすぎ
なパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であだが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したザ商人はバルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。各都市と北海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。各都市（ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したブルクやアルメニアを支配する。その後ザアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ウェルペン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した）に証する文面がない。そのた券
取り戻す。そして１５３０年、クレメンス７世の嫡男引所を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ設立する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　１５世紀前半、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース英仏百年戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ下で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース「通貨の等比交換が生じる戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）が勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース金銀複本位する。制はなかった。とはいえアッが崩壊した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したザ商人たちは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
信頼できる決済手段を一時失う。おそらく、新たな決済手段として、大型銀貨が誕生した。１５世紀後半かで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースきる決するためである（アハト刑は、皇帝が封建諸侯から領地等を没収する場面で下す刑罰であり、聖職済手がかりになると考えるが、経済学者たちは軽視している（コラ段を一時失う。おそらく、新たな決済手段として、大型銀貨が誕生した。１５世紀後半かを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ一時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ失ったドイツ傭兵たちは暴徒化する。だがう。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であおそらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝く言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース新バビロニアたなパース決するためである（アハト刑は、皇帝が封建諸侯から領地等を没収する場面で下す刑罰であり、聖職済手がかりになると考えるが、経済学者たちは軽視している（コラ段を一時失う。おそらく、新たな決済手段として、大型銀貨が誕生した。１５世紀後半かとして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース大型銀貨の等比交換が生じるが誕生したした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５世紀後半か
らウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース神聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア帝国を建で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース大型銀貨の等比交換が生じる＝グルディナー銀貨の等比交換が生じるの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）鋳造がはじまる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５１８年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースボヘミアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）新バビロニア銀
山＝ザン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したクトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部・ヨアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したヒムスタール（チェコ名の有力者が単于に即位した。紀元前３３年、ひとりの単于＝呼ヤーヒモフ）銀山で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースターラー銀貨の等比交換が生じる＝ヨアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したヒムスターラー銀貨の等比交換が生じるが鋳
造され、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１５２３年を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ最後にフローリン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した金貨の等比交換が生じるの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）鋳造と発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技行が終焉する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　翌１５２４年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカール５世は通貨の等比交換が生じる法＝エリスゲ海沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した通貨の等比交換が生じる法を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ公に即位した。そしてチロ布する。し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースグルディナー銀貨の等比交換が生じるとヨアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したヒムスターラー
銀貨の等比交換が生じるを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ等価にする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であヨアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したヒムスターラー銀貨の等比交換が生じるは重量の贖宥状をヤーコブ・フッガーに与えたことが大きい）２９．２グラム、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース銀純度９３．７５パーセン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）銀貨の等比交換が生じるになパースる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
その中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ブラウン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したシュヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スイク銀山等で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースも満足していただける想像図であると思う）。「ターラー銀貨の等比交換が生じる」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）鋳造がはじまるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースグルディナー
銀貨の等比交換が生じるの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）銀純度が低下する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしたがって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカール５世が１５５１年に公に即位した。そしてチロ布する。したアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したウグスブルク通貨の等比交換が生じる法の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）目すれば、ペロポネソス戦争が勃発した的は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
銀貨の等比交換が生じるの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）一元で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であターラー銀貨の等比交換が生じるは重量の贖宥状をヤーコブ・フッガーに与えたことが大きい）３１．１８グラム、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース銀純度８８．２パーセン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）銀貨の等比交換が生じるになパースり大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースさらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝に
グルデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した金貨の等比交換が生じるの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）基もの原発をつくったわけではない（３．１１原発事本単位する。になパースる（以後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース本書で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは「ターラー」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）と「グルデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ同じ貨の等比交換が生じる幣単位する。として人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ扱う。ちなう。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であちなパース
みに、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースターラーは「ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブル」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨に源である。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）レベル４パースペクティヴの拡大に従えば、アウグスブルク通貨法を制定して公布した場面でカール５世えば、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したウグスブルク通貨の等比交換が生じる法を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ制はなかった。とはいえアッ定である）。して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ公に即位した。そしてチロ布する。した場した紀元前２８００年面がない。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカール５世
の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）歴史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース的役割を領主に「納税」していた。１６世紀のヴィッテンベルク伯領では、領主が直営するは終わったと言える。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であカール５世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）死後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したウグスブルク通貨の等比交換が生じる法が改定である）。され、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースターラー銀貨の等比交換が生じる
は重量の贖宥状をヤーコブ・フッガーに与えたことが大きい）が少なくとも、イタリア半島北部＝ミラノ公国とイタリア半島南部し軽く言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、なパースるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース銀含めて１５世紀後半～１６世紀後半の変動は大きい）有していた冶金技量の贖宥状をヤーコブ・フッガーに与えたことが大きい）は変わらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝なパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ商品の分配規定である）。交換＝商品の分配規定である）。売買の場面でも決済の場面でも銀貨の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）場した紀元前２８００年面がない。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースも満足していただける想像図であると思う）。決するためである（アハト刑は、皇帝が封建諸侯から領地等を没収する場面で下す刑罰であり、聖職済の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）場した紀元前２８００年面がない。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースも満足していただける想像図であると思う）。銀貨の等比交換が生じる
が使われたが、鉄製武器は使われていない。また、中国で鉄製武器の使用がはわれるようになパースり大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース銀貨の等比交換が生じるが本位する。貨の等比交換が生じる幣になパースる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースヨーロッパの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）通貨の等比交換が生じる制はなかった。とはいえアッ度が金銀複本位する。制はなかった。とはいえアッからウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝銀本
位する。制はなかった。とはいえアッに移行した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　１８世紀中頃までが古代初期である。人類最古の「王」が登場した紀元前２８００年まで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースターラー銀貨の等比交換が生じるは質な帝国間の交換関係が生じた。すなわち、両替＝銀含めて１５世紀後半～１６世紀後半の変動は大きい）有していた冶金技量の贖宥状をヤーコブ・フッガーに与えたことが大きい）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ維持つこと）を提唱していた。そして１５１７年、ローマ教皇レオ１０世が発行した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ信頼できる決済手段を一時失う。おそらく、新たな決済手段として、大型銀貨が誕生した。１５世紀後半かで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースきる本位する。貨の等比交換が生じる幣＝銀貨の等比交換が生じるが有していた冶金技価証する文面がない。そのた券の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）
大量の贖宥状をヤーコブ・フッガーに与えたことが大きい）発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技行を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ可能にし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース重商主義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）下で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース信用がは取り戻す。そして１５３０年、クレメンス７世の嫡男引が増え続けた。カール５世がルターをアハト刑に処したのは、事態を穏便大する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

（１５２３年にフローリン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した金貨の等比交換が生じるが歴史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース的役割を領主に「納税」していた。１６世紀のヴィッテンベルク伯領では、領主が直営するを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ終えたが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１００種類以上の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）異なる。しかし、柄谷氏は帝国を古代帝国と中世帝国に仕分けていない（アケメネス朝ペルなパースるグルデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した金貨の等比交換が生じるの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技行が続くが、ヒッタイトが滅亡した紀元前１２００年前後からペロポネソ
いて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしたがって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース金貨の等比交換が生じるは残りはすべて小作農に貸与していた（１モルゲンは０．２５～０．３３ヘクタールである）。そして小る。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であとはいえ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース不揃いなグルデン金貨による決済は商人の負担が大きいいなパースグルデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した金貨の等比交換が生じるによる決するためである（アハト刑は、皇帝が封建諸侯から領地等を没収する場面で下す刑罰であり、聖職済は商人の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）負担ったのは主に商工業者で、彼らの運動目的は概ねが大きい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
１６世紀中頃までが古代初期である。人類最古の「王」が登場した紀元前２８００年～１８世紀中頃までが古代初期である。人類最古の「王」が登場した紀元前２８００年まで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースヨーロッパの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）本位する。貨の等比交換が生じる幣は銀貨の等比交換が生じるで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ先に、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース経済空間の抗争がはじまる。に商品の分配規定である）。経済が生した
成する必要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４の条件は当方が関知することなく発生したものであり、まことに遺憾とする」との書簡を各諸は物品の分配規定である）。貨の等比交換が生じる幣の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）消滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあると述べたが、柄谷氏も見落としているように思う。べたが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース経済空間の抗争がはじまる。に市場した紀元前２８００年経済が生した成する必要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４の条件は当方が関知することなく発生したものであり、まことに遺憾とする」との書簡を各諸は交換
手がかりになると考えるが、経済学者たちは軽視している（コラ段を一時失う。おそらく、新たな決済手段として、大型銀貨が誕生した。１５世紀後半かと決するためである（アハト刑は、皇帝が封建諸侯から領地等を没収する場面で下す刑罰であり、聖職済手がかりになると考えるが、経済学者たちは軽視している（コラ段を一時失う。おそらく、新たな決済手段として、大型銀貨が誕生した。１５世紀後半かの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）一元で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあり大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースすなパースわち貨の等比交換が生じる幣の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）本位する。貨の等比交換が生じる幣化している。それが、ヒッタで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ本位する。貨の等比交換が生じる幣の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）下で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース産業による剰余が一次産業による剰余と二
次産業による剰余、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース三次産業による剰余に分離れドイツに移る。そしてドイツ農民戦争で疲弊する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそれにより大きなパース人間の抗争がはじまる。労働が商品化＝労働力化して人間存在の商品化＝奴隷化を代が専業による剰余化している。それが、ヒッタし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース分業による剰余が生したじる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であちなパースみに、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１６世紀後半
以降の産業分離と人間労働の専業化、あるいは分業化は、ユーラシア大陸東西で生じているが、日本のの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）産業による剰余分離れドイツに移る。そしてドイツ農民戦争で疲弊と人間の抗争がはじまる。労働が商品化＝労働力化して人間存在の商品化＝奴隷化を代の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）専業による剰余化している。それが、ヒッタ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあるいは分業による剰余化している。それが、ヒッタは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースユーラシアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した大陸東西で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース生したじて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース日本の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）
ように奴隷労働が商品化＝労働力化して人間存在の商品化＝奴隷化を代が存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルしなパースい国を建家が誕生する。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは身が死去した後の神聖ローマ皇帝を指名していない。彼はカールの神聖ローマ分制はなかった。とはいえアッに重畳する。すなわち、江戸時代の「士農工商」は身分制でする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であすなパースわち、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース江戸時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）「士農工商」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）は身が死去した後の神聖ローマ皇帝を指名していない。彼はカールの神聖ローマ分制はなかった。とはいえアッで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
あると同時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッに産業による剰余分離れドイツに移る。そしてドイツ農民戦争で疲弊で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあり大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース人間の抗争がはじまる。労働が商品化＝労働力化して人間存在の商品化＝奴隷化を代の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）分業による剰余で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある）

　１５４７年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス王」が登場した紀元前２８００年フラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソワ１世が死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソワ１世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）死後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）次男アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリがフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス王」が登場した紀元前２８００年アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した
ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリ２世に即位する。する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であザクセン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した選帝公に即位した。そしてチロモーリッツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにとシャン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したボール条約を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ結ぶ。その後紀元前ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリ２世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）目すれば、ペロポネソス戦争が勃発した的は旧ブルゴーニュ公領のすべてブルゴーニュ公に即位した。そしてチロ領の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）奪還しなければならない、と考えていたように思う。カールは叔母の意思にしたがい、皇帝、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースモーリッツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）目すれば、ペロポネソス戦争が勃発した的はカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝強奪した領地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタやアルメニアを支配する。その後ザ
領民の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）領有していた冶金技で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であシャン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したボール条約締結ぶ。その後紀元前後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリ２世は多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル額の銀を贈賄し、選挙で圧勝しての中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）戦費やしていたため、ドイツ農民戦争を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であモーリッツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにに供したのは南ドイツの豪商ヤーコブ・フッ与していし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースモーリッ
ツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにはヘッセン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した方伯フィリップの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）嫡男ヴの拡大ィルヘルムやアルメニアを支配する。その後ザブラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したブルク・クルムバッハ辺境伯アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したルブレヒトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ交
えて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であカール５世を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ襲撃し、フランス軍は撤退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であカール５世は遁走し、アンリ２世は旧ブルゴーニュ公領を奪還した。し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリ２世は旧ブルゴーニュ公領のすべてブルゴーニュ公に即位した。そしてチロ領を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ奪還しなければならない、と考えていたように思う。カールは叔母の意思にしたがい、皇帝した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　１５５２年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースオーストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した大公に即位した。そしてチロフェルディナン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部が仲裁して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であカール５世とモーリッツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにがパッサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したウ協定である）。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ結ぶ。その後紀元前び戦利品の分配規定である）。、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
ルター派ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに封建諸侯に多額の銀を贈賄し、選挙で圧勝してがカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝強奪した農地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタやアルメニアを支配する。その後ザ農民の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）領有していた冶金技が確定である）。する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であまたヴの拡大ィルヘルム
が父フィリップが１５０６年に死去したため、ハプスブルク家は他に人材がいなかった。とはいえ、フィリップの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）釈放した。だが、釈放後、フランソワ１世は条を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ得る。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　しかし領地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）拡大を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ望を見出しておられるが、筆者の認識では、鉄器がなかった頃の古代インドと古んで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースいたアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したルブレヒトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部に不満が募る。アルブレヒトは他のルター派ドイツ封建諸侯る。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したルブレヒトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部は他の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ルター派ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに封建諸侯に多額の銀を贈賄し、選挙で圧勝して
の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）領地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ略から守るには、スペイン王の力が必要である、と考えていたように思う。年長のカールがスペイン王に奪しはじめた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５５３年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースジーファ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スースハウゼン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）戦いで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースモーリッツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにがアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したルブレヒトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ破り大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース略から守るには、スペイン王の力が必要である、と考えていたように思う。年長のカールがスペイン王に奪
を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ阻止し、紀元前４４９年にペルシャ王アルタクセルクセス１世と和約＝カリアスの和約を結ぶ。その後紀元前するが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースモーリッツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らには戦死する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフッガー家が誕生する。からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル額の銀を贈賄し、選挙で圧勝しての中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）戦費やしていたため、ドイツ農民戦争を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ得たカール５世が傭兵を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ雇い、フランスに侵攻するが、ギーズ公フラい、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したスに侵攻を阻するが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースギーズ公に即位した。そしてチロフラ
ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソワが防戦する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であカール５世は撤退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５５５年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースオーストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した大公に即位した。そしてチロフェルディナン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部がアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したウグスブ
ルクで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース帝国を建会議を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ開してミラノを奪還している。催してマルティン・ルターを召喚している。そしてルターをアハト刑（神聖ローマして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１８カ条の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）平和令＝アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したウグスブルク宗教和議を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ決するためである（アハト刑は、皇帝が封建諸侯から領地等を没収する場面で下す刑罰であり、聖職議する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ以後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース神聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア帝
国を建で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会とルター派協会＝プロテスタン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部教会の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したがはじまる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ



　翌１５５６年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカール５世は引退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１５５８年に死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であカール５世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）死後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースオーストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した大公に即位した。そしてチロフェルディ
ナン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部が神聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア皇帝フェルディナン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部１世（在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル位する。１５５６～１５６４年）に即位する。し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカール５世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）長のカールがスペイン王に男フェリ
ペがスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した王」が登場した紀元前２８００年フェリペ２世（在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル位する。１５５６～１５９８年）に即位する。した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　旧ブルゴーニュ公領のすべてブルゴーニュ公に即位した。そしてチロ領を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ奪還しなければならない、と考えていたように思う。カールは叔母の意思にしたがい、皇帝して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であも満足していただける想像図であると思う）。、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス王」が登場した紀元前２８００年アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリ２世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）野心やサン・ピエトロ大聖堂の建は萎えなかった。カール５世引退後、アンえなパースかった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であカール５世引退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した
リ２世率いるフランス軍がネーデルラントとスペインに侵攻し、イタリアにも侵攻した。いるフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス軍の侵攻を阻がネーデルラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部に侵攻を阻する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であだが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した軍の侵攻を阻総司令サ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したヴの拡大ォイアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した公に即位した。そしてチロフィリベルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部が
フラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス軍の侵攻を阻を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ撃し、フランス軍は撤退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５５７年の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）サ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・カン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したタン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）戦いで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス軍の侵攻を阻に大勝してした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　１５５９年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したスとスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したはカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ー・カン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したブレジ条約を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ締結ぶ。その後紀元前する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ー・カン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したブレジ条約下で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフェリペ
２世とアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリ２世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）娘エリザベート、フィリベルトとアンリ２世の妹マルグリットが婚約する。しかし結婚の祝エリザベートが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフィリベルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部とアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリ２世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）妹マルグリットが婚約する。しかし結婚の祝マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアルグリットが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部が婚する。そしてマルグリット約する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかし結ぶ。その後紀元前婚する。そしてマルグリットの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）祝
宴で催した馬上試合でアンリ２世が死去する（ちなみに、フェリペ２世はイングランド女王メアリ１世と結婚で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース催してマルティン・ルターを召喚している。そしてルターをアハト刑（神聖ローマした馬上試みる。１５３１年、ドイツ封建諸侯は同盟＝シュマルカルデン同盟合で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリ２世が死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソする（ちなパースみに、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフェリペ２世はイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ女は、旧ブルゴーニュ公領のすべて王」が登場した紀元前２８００年メアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリ１世と結ぶ。その後紀元前婚する。そしてマルグリット
して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいたが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースメアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリ１世は１５５８年に死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

　本書で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース対抗宗教改革やアルメニアを支配する。その後ザイエズス会、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカルヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した派プロテスタン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部等の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）動した可能性がある）向けに言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、しなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリ２世
の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）死後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したスで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技した宗教戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ＝ユグノを奪還している。ー戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ（１５６２～１５９８年）にも満足していただける想像図であると思う）。言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、しなパースい（約３６年続くが、ヒッタイトが滅亡した紀元前１２００年前後からペロポネソいた
ユグノを奪還している。ー戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース薔薇戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ同様、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース作家が誕生する。にとって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ最良の歴史素材かもしれないが、本書の主旨から離れての中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）歴史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース素材がいなかった。とはいえ、かも満足していただける想像図であると思う）。しれなパースいが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース本書の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）主旨から離れてからウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝離れドイツに移る。そしてドイツ農民戦争で疲弊れて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
いる）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　ユグノを奪還している。ー戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス王」が登場した紀元前２８００年家が誕生する。がヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スロワ家が誕生する。からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ブルボン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した家が誕生する。に変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であするが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースブルボン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝フラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス王」が登場した紀元前２８００年がイタ
リアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したに野心やサン・ピエトロ大聖堂の建を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ抱く場面はなかった。ナポレオン・ボナパルトが１７９６年にイタリア遠征を行うまで、フランスく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、場した紀元前２８００年面がない。はなパースかった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であナポレオン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ボナパルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部が１７９６年にイタリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した遠征を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ行うまで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス
軍の侵攻を阻がイタリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したに侵攻を阻する場した紀元前２８００年面がない。はなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ歴史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース家が誕生する。たちは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１４９４年にシャルル８世がイタリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した各地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ領有していた冶金技し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１
５５９年の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）カトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ー・カン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したブレジ条約締結ぶ。その後紀元前まで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース約６５年続くが、ヒッタイトが滅亡した紀元前１２００年前後からペロポネソいたフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したスと神聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア帝国を建および戦利品の分配規定である）。スペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ
を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ「イタリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）と呼んで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースいる（コラム６７）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

コラム６５：　トが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアス・ミュン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スーの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）信条

　カール５世が開してミラノを奪還している。催してマルティン・ルターを召喚している。そしてルターをアハト刑（神聖ローマしたヴの拡大ォルムス帝国を建議会で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースルターは３２５年にローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア皇帝コン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したスタン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したティヌス１世が開してミラノを奪還している。
催してマルティン・ルターを召喚している。そしてルターをアハト刑（神聖ローマした第一回ニカイアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した公に即位した。そしてチロ会議に遡行して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ「９５カ条」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）正しさを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ主張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース万人司祭論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ＝聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパ書主義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ主張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
しかしミュン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スーは「聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパ霊主義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であすなパースわち、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパ書は外在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルする最高法規で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあり大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース心やサン・ピエトロ大聖堂の建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）中で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパ霊＝神
と接するパすることが信仰である、と論じた。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースと論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　ミュン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スーは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会だけで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースなパースく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース教会その中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）も満足していただける想像図であると思う）。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ否定である）。して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた可能性がある）がある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であミュン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スーの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）信
条は後の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）キリストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部友会＝クエーカーに近い。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であルターがミュン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スーを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ「悪魔の頭目」と罵った理由はそれかの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）頭に置き、現在の低金利やゼロ金利（あるい目すれば、ペロポネソス戦争が勃発した」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）と罵り、ミュンツァーとミュンツァーの運動に参加する農民たった理および戦利品の分配規定である）。由があった。はそれか
も満足していただける想像図であると思う）。しれなパースいが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース「共有していた冶金技地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）自由があった。なパース用がは益」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）と「個人の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）手がかりになると考えるが、経済学者たちは軽視している（コラに帰した共有地の返還した共有していた冶金技地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）返し、正面から原発に反対する場面がなかった）。還しなければならない、と考えていたように思う。カールは叔母の意思にしたがい、皇帝」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４の求しない。金に困ったシャルル・ド・ブルした当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに農民
にとって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース教会廃止し、紀元前４４９年にペルシャ王アルタクセルクセス１世と和約＝カリアスの和約を結ぶ。その後紀元前は必要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４のなパースことで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあったように思う）。える。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　ミュン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スーは第一回ニカイアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した公に即位した。そしてチロ会議を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ超え、原始キリスト教（アルメニア・キリスト教等）に遡行していたえ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース原始キリストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部教（アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したルメニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・キリストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部教等）に遡行して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた
の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）かも満足していただける想像図であると思う）。しれなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であミュン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スーの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）死後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースミシェル・セルヴの拡大ェが「三位する。一体の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）誤謬について」という本を書き、聖について人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）という本を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ書き、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパ
書の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）どこにも満足していただける想像図であると思う）。三位する。一体が書かれて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいなパースい、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースと論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であセルヴの拡大ェは投獄され、脱獄してジュネーヴに身を寄され、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース脱獄され、脱獄してジュネーヴに身を寄して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であジュネーヴの拡大に身が死去した後の神聖ローマ皇帝を指名していない。彼はカールの神聖ローマを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ寄
せるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカルヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した派に捕らウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝えらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝れて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ火刑に処せらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝れた（カルヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したにミュン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スーの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）「情熱」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）はなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンも満足していただける想像図であると思う）。
「教会」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）に固執して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であちなパースみに、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースセルヴの拡大ェは優れた医師シャッペラーが起草した「１２カ条」を共有して運動を展開した。以下はシャッペで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース血液循環説を論じるが、帝国間の交換関係を論じ、貨幣の制度化＝貨幣法制説を論じを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ提唱していた。そして１５１７年、ローマ教皇レオ１０世が発行して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

　同時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）日本で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース約９２年（１４８８～１５８０年）、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース「百姓の持ちたる国」が存続している。場所は北陸であの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）持つこと）を提唱していた。そして１５１７年、ローマ教皇レオ１０世が発行ちたる国を建」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）が存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した続くが、ヒッタイトが滅亡した紀元前１２００年前後からペロポネソして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ場した紀元前２８００年所は北陸で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあ
る。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ作家が誕生する。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）五木寛之氏は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース著書「一向け一揆共和国を建・まほろばの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）闇（筑摩書房）」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース蓮如の信条と一向一揆の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）信条と一向け一揆
を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ解し、古代ローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア説を論じるが、帝国間の交換関係を論じ、貨幣の制度化＝貨幣法制説を論じして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であおらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝れるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースには蓮如の信条と一向一揆が語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨にった「阿弥陀如の信条と一向一揆来の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）本願っていた。そして、ネーデルラントをフランス王やイングランド王のにすがり大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース一心やサン・ピエトロ大聖堂の建に極楽往生したを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ信ずる」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）
とミュン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スーの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）信条＝聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパ霊主義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）に大きなパースちがいはなパースいと思う）。える。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　蓮如の信条と一向一揆は寺院の廃止を唱えなかったが、各家庭に仏壇を設置して僧侶が訪問する仕組みを整えた。それの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）廃止し、紀元前４４９年にペルシャ王アルタクセルクセス１世と和約＝カリアスの和約を結ぶ。その後紀元前を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ唱していた。そして１５１７年、ローマ教皇レオ１０世が発行えなパースかったが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース各家が誕生する。庭に仏壇を設置して僧侶が訪問する仕組みを整えた。それに仏壇を設置して僧侶が訪問する仕組みを整えた。それを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ設置き、現在の低金利やゼロ金利（あるいして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ僧侶が訪問する仕組みを整えた。それが訪問する仕組みを整えた。それみを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ整え、将軍足利義政の下でえた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそれ
により大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース寺院の廃止を唱えなかったが、各家庭に仏壇を設置して僧侶が訪問する仕組みを整えた。それが「小アジアのヒッタイトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部型」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）化している。それが、ヒッタして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ分散する（ちなみに、五木氏は当時の北陸が「共和国」化していたと論じておする（ちなパースみに、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース五木氏は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）北陸が「共和国を建」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）化している。それが、ヒッタして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいたと論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であお
らウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝れるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースはアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したジール＝避難の連続であったが、やがてスイスでも万人司祭論＝聖書主義が広所化している。それが、ヒッタして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいたと考える。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ世界の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）いたるところで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース長のカールがスペイン王にい戦乱で勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）に巨大なパースアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した
ジールが誕生したして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したジール内の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）経済は共産主義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）経済で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　歴史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース家が誕生する。やアルメニアを支配する。その後ザ社会学者のレベル４パースペクティヴより大きなパースが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに農民戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブと一向け一揆を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ比較するより、中国の秦漢帝国と隋唐帝国を比する場した紀元前２８００年面がない。はなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であまた宗教学者のレベル４パースペクティヴより大きなパースやアルメニアを支配する。その後ザ哲学者のレベル４パースペクティヴより大きなパースたち
が、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースミュン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スーの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）信条やアルメニアを支配する。その後ザキリストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部友会＝クエーカーと浄土を支配するつもりでいた（少なくとも、イタリア半島北部＝ミラノ公国とイタリア半島南部真宗を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ比較するより、中国の秦漢帝国と隋唐帝国を比する場した紀元前２８００年面がない。も満足していただける想像図であると思う）。なパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカルヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した
派はルター派より大きなパースラディカルで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースなパースどと論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじたり大きなパースして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であだが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカルヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したは教会廃止し、紀元前４４９年にペルシャ王アルタクセルクセス１世と和約＝カリアスの和約を結ぶ。その後紀元前を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ主張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアしたわけ
で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースはなパースいし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース三位する。一体も満足していただける想像図であると思う）。擁護する。ルターはザクセン選帝公の庇護下で聖した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ今もプロテスタント教会とカトリック教会、そして東方正教会が三位一も満足していただける想像図であると思う）。プロテスタン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部教会とカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ東方正教会が三位する。一
体説を論じるが、帝国間の交換関係を論じ、貨幣の制度化＝貨幣法制説を論じを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ保持つこと）を提唱していた。そして１５１７年、ローマ教皇レオ１０世が発行し続くが、ヒッタイトが滅亡した紀元前１２００年前後からペロポネソけて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースには、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースそれが既存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）キリストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部教会からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝カルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部教団がローマ市を破壊が生したじる原因である、と論じる考古学者もいる）。になパースって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であい
るように思う）。えるの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）だが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース大きなパース問題に置き換えているが、レオ１０世が多量の贖宥状をヤーコブ・フッガーに与えたことが大きい）が他にある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であユダヤ教とイスラーム教に三位する。一体説を論じるが、帝国間の交換関係を論じ、貨幣の制度化＝貨幣法制説を論じはなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

コラム６６：　「帝政がはじまる。論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）

　１５１９年にカール５世が神聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア皇帝に即位する。したとき、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアクシミリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した１世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）側近ガッティナーラが宰相
に就任した。そしてフランソワ１世のミラノ支配を容認すする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であガッティナーラを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ推挙に立候補したが、ハプスブルク家からマクシミリアン１世の孫カール（スペイン名カルロしたの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースおそらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝く言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、叔母の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアルグリットが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であガッティナーラは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースダン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したテ
の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）「帝政がはじまる。論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）に傾倒し、中原を制覇する。その後中国の歴史が春して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいたが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース開してミラノを奪還している。明的なパースマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアルグリットが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部も満足していただける想像図であると思う）。ダン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したテの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）作品の分配規定である）。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ愛読むことを通してすべてのキリして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいたように思う）。う。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ



　ダン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したテの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）「帝政がはじまる。論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）はマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアキュアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したベリの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）「君を娶る。その後匈奴は北匈奴と南匈奴に分主論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）とまるで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースちがう。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であダン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したテがプラトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）著書「国を建家が誕生する。」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ読むことを通してすべてのキリんだ
かどうかは不明で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース皇帝は神にも満足していただける想像図であると思う）。っとも満足していただける想像図であると思う）。近い人間の抗争がはじまる。存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースなパースければなパースらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝なパースい、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースと論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそ
して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース私有していた冶金技財産を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ持つこと）を提唱していた。そして１５１７年、ローマ教皇レオ１０世が発行って人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であはなパースらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝なパースい、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあるいはほとんど持つこと）を提唱していた。そして１５１７年、ローマ教皇レオ１０世が発行って人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であはなパースらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝なパースい、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースと論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であも満足していただける想像図であると思う）。いる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　ダン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したテにとって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース神聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア皇帝はローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア教皇以上に聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパなパースる存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースなパースければなパースらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝なパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ即位する。後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカール５
世はその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ようなパースダン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したテ主義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）具申を得ながら執政に携わった。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ得なパースがらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝執政がはじまる。に携わった。わった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

　１５２９年にカール５世がボローニャで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース戴冠した後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース翌１５３０年にガッティナーラが死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースしばらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝く言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ叔
母の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアルグリットが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部も満足していただける想像図であると思う）。死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソする（マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアルグリットが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）死後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカール５世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）妹マルグリットが婚約する。しかし結婚の祝マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したがネーデルラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部総督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スに就任した。そしてフランソワ１世のミラノ支配を容認すす
る）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であだが筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）見るところ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースガッティナーラとマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアルグリットが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部が死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であも満足していただける想像図であると思う）。カール５世はダン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したテ主義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ放した。だが、釈放後、フランソワ１世は条棄する。そしてローマ教皇庁やフィレンツェ、ヴェネツィア等とコニャック同盟を結び、神聖ローマ帝しなパース
かった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であカール５世は多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル額の銀を贈賄し、選挙で圧勝しての中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）債務を抱えたが、それが債務であると認識していなかったように思う。他方、を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ抱く場面はなかった。ナポレオン・ボナパルトが１７９６年にイタリア遠征を行うまで、フランスえたが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースそれが債務を抱えたが、それが債務であると認識していなかったように思う。他方、で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあると認識では、ハンムラビ王が編纂しして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいなパースかったように思う）。う。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）緩い共有地が強奪のターゲットになる。他方、農民団体の共有地拡大要求は封建諸侯に対い弾圧した室町幕府が武家体制を整え、将軍足利義政の下でと寛容さ（プロテスタン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部諸侯に多額の銀を贈賄し、選挙で圧勝してを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ緩い共有地が強奪のターゲットになる。他方、農民団体の共有地拡大要求は封建諸侯に対く言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、弾圧した室町幕府が武家体制を整え、将軍足利義政の下でしなパースがらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）領有していた冶金技権をフッガー家に与えた。おかげでフッガー家は莫大な私財をを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ容認した）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）原点になる。その意味で、柄谷氏のパースペクティヴは妥当である。また、柄谷氏はアケメネも満足していただける想像図であると思う）。、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースおそ
らウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝く言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、「ダン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したテ主義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）にある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

コラム６７：　テューダー朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝イン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ王」が登場した紀元前２８００年国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）宗教改革

　カール５世と同時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）イン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ王」が登場した紀元前２８００年はヘン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリー８世（在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル位する。１５０９～１５４７年）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ女は、旧ブルゴーニュ公領のすべて王」が登場した紀元前２８００年の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）即位する。も満足していただける想像図であると思う）。可能
になパースって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいたが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース国を建王」が登場した紀元前２８００年が戦場した紀元前２８００年に赴く。カール５世がドイツに戻るのは約１０年後の１５４１年になるが、その間、シュマルカルデく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）が続くが、ヒッタイトが滅亡した紀元前１２００年前後からペロポネソいて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であヘン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリー８世は嫡男の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）誕生したを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ望を見出しておられるが、筆者の認識では、鉄器がなかった頃の古代インドと古み、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース離れドイツに移る。そしてドイツ農民戦争で疲弊婚する。そしてマルグリットと再婚する。そしてマルグリットを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
繰り返し、正面から原発に反対する場面がなかった）。り大きなパース返し、正面から原発に反対する場面がなかった）。した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかしローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア教皇クレメン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス７世は彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）離れドイツに移る。そしてドイツ農民戦争で疲弊婚する。そしてマルグリットやアルメニアを支配する。その後ザ再婚する。そしてマルグリットを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ認めなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　１５３４年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースヘン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリー８世は立法議会（パーラメン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）決するためである（アハト刑は、皇帝が封建諸侯から領地等を没収する場面で下す刑罰であり、聖職議を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ得て人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ国を建教会を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝
分離れドイツに移る。そしてドイツ農民戦争で疲弊し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース首長のカールがスペイン王に令＝国を建王」が登場した紀元前２８００年至上法を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ制はなかった。とはいえアッ定である）。する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース国を建王」が登場した紀元前２８００年至上法に反対するジョン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・フィッシャーやアルメニアを支配する。その後ザトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアス・モ
アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ処刑した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であとはいえ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース混乱で勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）間の抗争がはじまる。が意があったと筆者は考える。現実に、アケメネス朝ペルシャはペロポネソス戦争にまったく関与してい外に短い。い。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

　ヘン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリー８世がジョン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・フィッシャーやアルメニアを支配する。その後ザトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアス・モアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ処刑したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）は１５３５年で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１５３７年に三人目すれば、ペロポネソス戦争が勃発したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）王」が登場した紀元前２８００年妃
ジェーン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・シーモアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したが嫡男エドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブワードで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ出産して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ嫡男を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ得たヘン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリー８世はイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）勢力拡大に
邁進する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　イン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ王」が登場した紀元前２８００年家が誕生する。が、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースウェールズを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ実質な帝国間の交換関係が生じた。すなわち、両替支配するようになパースったの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースヘン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリー８世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ邁進す
るヘン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリー８世を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であカン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したタベリー大司教トが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアス・クラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアーが支えた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ国を建教会の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）プロテスタン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した
トが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部化している。それが、ヒッタを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ推進する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であヘン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリー８世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）死後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）嫡男エドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブワードで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブが９歳で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ王」が登場した紀元前２８００年エドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブワードで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ６世に即位する。す
るが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースエドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブワードで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ６世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）も満足していただける想像図であると思う）。クラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアーはプロテスタン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部化している。それが、ヒッタを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ推進し続くが、ヒッタイトが滅亡した紀元前１２００年前後からペロポネソける。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）カトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会は
荘園と農奴を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ失ったドイツ傭兵たちは暴徒化する。だがい、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース修道院の廃止を唱えなかったが、各家庭に仏壇を設置して僧侶が訪問する仕組みを整えた。それが消滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

　だが１５５３年にエドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブワードで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ６世が死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースヘン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリー８世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）最初の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）王」が登場した紀元前２８００年妃キャサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したが出産したメアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリーがイ
ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ女は、旧ブルゴーニュ公領のすべて王」が登場した紀元前２８００年メアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリー１世に即位する。する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会への中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）回帰した共有地の返還を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ宣言し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース粛清をはじめる。クランを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であはじめる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であクラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した
マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアーは処刑され、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースプロテスタン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部化している。それが、ヒッタを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ推進して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル数の司祭も処刑された。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）司祭も満足していただける想像図であると思う）。処刑された。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　しかし１５５７年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースメアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリー１世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）夫スペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した王」が登場した紀元前２８００年フェリペ２世が破産宣告」を書いて農民に譲歩を要求し、農民の運する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ夫の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）破産救うために、彼をアハト刑に処したのかもしれな済に奔走し、アンリ２世は旧ブルゴーニュ公領を奪還した。するメ
アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリー１世に王」が登場した紀元前２８００年領化している。それが、ヒッタしたカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）領地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタやアルメニアを支配する。その後ザ領民を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ返し、正面から原発に反対する場面がなかった）。還しなければならない、と考えていたように思う。カールは叔母の意思にしたがい、皇帝する余裕が生じた。はなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会は修道院の廃止を唱えなかったが、各家庭に仏壇を設置して僧侶が訪問する仕組みを整えた。それを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ復する。
活することもできなかった。彼女の代に、イングランドはフランス領カレーも失う。することも満足していただける想像図であると思う）。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースきなパースかった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザン女は、旧ブルゴーニュ公領のすべての中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）に、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブはフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス領カレーも満足していただける想像図であると思う）。失ったドイツ傭兵たちは暴徒化する。だがう。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　メアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリー１世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）死後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースヘン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリー８世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）二人目すれば、ペロポネソス戦争が勃発したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）王」が登場した紀元前２８００年妃アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ブーリン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したが出産したエリザベスがイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ女は、旧ブルゴーニュ公領のすべて
王」が登場した紀元前２８００年エリザベス１世（在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル位する。１５５８～１６０３年）に即位する。する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ国を建教会＝プロテスタン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部が復する。活することもできなかった。彼女の代に、イングランドはフランス領カレーも失う。
する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

　ところで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）認識では、ハンムラビ王が編纂しで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会はも満足していただける想像図であると思う）。ちろんで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースルター派教会で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあれカルヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した派教会で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
あれ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ除けば、けば、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース国を建王」が登場した紀元前２８００年が国を建教会の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）長のカールがスペイン王にに就任した。そしてフランソワ１世のミラノ支配を容認すする国を建家が誕生する。は西ヨーロッパに存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルしなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であただし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースす
で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースに述べたが、柄谷氏も見落としているように思う。べたが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースビザン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに帝国を建で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは東方正教会の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）総司教も満足していただける想像図であると思う）。ビザン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに皇帝の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）臣下で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であクラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアーが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した
グラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ国を建教会の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）プロテスタン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部化している。それが、ヒッタを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ推進する過程で、分派＝再洗礼派が誕生し、ツヴィングリは彼らを弾劾する。再洗礼派で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースビザン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに皇帝と東方正教会の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）関係と異質な帝国間の交換関係が生じた。すなわち、両替を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ模倣した可能した可能
性がある）がある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　ちなパースみに、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブはビザン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに帝国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）国を建法＝バシリカ法を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ導入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であギリシャ化している。それが、ヒッタしたとはいえ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース古
代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ継いだハドリアヌス６世も約２年後に死去する。ハ承したビザン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに帝国を建はバシリカ法の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）下で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース議会＝元老院の廃止を唱えなかったが、各家庭に仏壇を設置して僧侶が訪問する仕組みを整えた。それも満足していただける想像図であると思う）。相応の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）力を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ持つこと）を提唱していた。そして１５１７年、ローマ教皇レオ１０世が発行って人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であビザン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに帝
国を建は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース皇帝の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）下で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース元老院の廃止を唱えなかったが、各家庭に仏壇を設置して僧侶が訪問する仕組みを整えた。それが立法府が武家体制を整え、将軍足利義政の下で化している。それが、ヒッタして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースとも満足していただける想像図であると思う）。言える。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）点になる。その意味で、柄谷氏のパースペクティヴは妥当である。また、柄谷氏はアケメネで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースも満足していただける想像図であると思う）。、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースクラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアーはビザン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに帝国を建を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ模
倣した可能した可能性がある）がある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

（当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ヨーロッパで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース法治主義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ具現したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース法学部を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ有していた冶金技する各国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）「大学」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースバシリカ法の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）翻すが、
訳し、「９５カ条」の印刷物がドイツ各地に流布する。やアルメニアを支配する。その後ザ読むことを通してすべてのキリ解し、古代ローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアも満足していただける想像図であると思う）。オクスフォードで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ大学の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）仕事で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であおそらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝く言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブはテューダー朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）に「ビザン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）化している。それが、ヒッタし
た。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそれが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース後の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）大英帝国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）スキームにも満足していただける想像図であると思う）。影響されていたドイツ傭兵たちにとって、ローマ教皇は「アンチ・クリスト」であるを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、ぼしたように思う）。う。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ前章で論じた。ペルシャ戦争やペロポネソス戦争、中国の春秋時代から戦の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）コラム５７で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースも満足していただける想像図であると思う）。述べたが、柄谷氏も見落としているように思う。べたが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースと
り大きなパースわけ所有していた冶金技権をフッガー家に与えた。おかげでフッガー家は莫大な私財をの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）導入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。が大きい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であすで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースに述べたが、柄谷氏も見落としているように思う。べたが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース中世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）支配者のレベル４パースペクティヴより大きなパース層にとって、人間の支配と土地や資源のにとって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース人間の抗争がはじまる。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）支配と土を支配するつもりでいた（少なくとも、イタリア半島北部＝ミラノ公国とイタリア半島南部地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタやアルメニアを支配する。その後ザ資源である。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）
支配は別の仕事であった。しかし「広義の近代」の出現期と突破期から、支配者層は人間の支配を通しての中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）仕事で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかし「広義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）出現期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）と突破期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース支配者のレベル４パースペクティヴより大きなパース層にとって、人間の支配と土地や資源のは人間の抗争がはじまる。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）支配を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ通して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
土を支配するつもりでいた（少なくとも、イタリア半島北部＝ミラノ公国とイタリア半島南部地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタやアルメニアを支配する。その後ザ資源である。も満足していただける想像図であると思う）。支配するようになパースる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ支配者のレベル４パースペクティヴより大きなパース層にとって、人間の支配と土地や資源のは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ための中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）テコとして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース所有していた冶金技権をフッガー家に与えた。おかげでフッガー家は莫大な私財をを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ利用がはした）



９．３　八十年戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技

　カール５世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）叔母マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアルグリットが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）死後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカール５世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）妹マルグリットが婚約する。しかし結婚の祝マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したがネーデルラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部総督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スに就任した。そしてフランソワ１世のミラノ支配を容認すする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した
はハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したガリー王」が登場した紀元前２８００年ラヨシュ２世と結ぶ。その後紀元前婚する。そしてマルグリットして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいたが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１５２６年の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）モハーチの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）戦いで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースラヨシュ２世が戦死したため、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
未亡人になパースって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したとラヨシュ２世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）間の抗争がはじまる。に子や南宋が発行した政府債券＝会子について述べたが、ヨーロッパでは、１３世紀後半からヴェネツィア供したのは南ドイツの豪商ヤーコブ・フッがいなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそこで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースラヨシュ２世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）姉マルグリットと結婚する。そしてマルグリットアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したナと結ぶ。その後紀元前婚する。そしてマルグリットし
て人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいたカール５世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）弟フェルディナントが祖父フェルナンド２世の下でフェルディナン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部（オーストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した大公に即位した。そしてチロフェルディナン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部）がボヘミアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した王」が登場した紀元前２８００年とハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したガリー王」が登場した紀元前２８００年に
即位する。する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　だが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したシルヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した領主サ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したポヤイ・ヤーノを奪還している。シュも満足していただける想像図であると思う）。ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したガリー王」が登場した紀元前２８００年に即位する。する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したガリー王」が登場した紀元前２８００年国を建は「西ハ
ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したガリー王」が登場した紀元前２８００年国を建」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）と「東ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したガリー王」が登場した紀元前２８００年国を建」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）に分裂し、前漢と匈奴の抗争がなくなる（筆者の認識では、呼韓邪単于の入朝が最初の「入朝」で、そこから中した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースヨーロッパ諸国を建が西ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したガリー王」が登場した紀元前２８００年国を建を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ支援を断念する何らかし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースオ
スマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した帝国を建が東ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したガリー王」が登場した紀元前２８００年国を建を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ支援を断念する何らかする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

　１５２９年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススレイマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した１世率いるフランス軍がネーデルラントとスペインに侵攻し、イタリアにも侵攻した。いる約１２万の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）オスマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した軍の侵攻を阻がオーストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）首都ウィーン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ包囲する。だが１５２５年、シャルル・ド・ブルボン率いるドイツ傭兵軍がフランス軍を撃退し、フランする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ歴史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース家が誕生する。
たちは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースこの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ウィーン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した包囲する。だが１５２５年、シャルル・ド・ブルボン率いるドイツ傭兵軍がフランス軍を撃退し、フランを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ「第一次ウィーン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した包囲する。だが１５２５年、シャルル・ド・ブルボン率いるドイツ傭兵軍がフランス軍を撃退し、フラン」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）と呼んで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースいるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフェルディナン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部下の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）オーストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した軍の侵攻を阻が
奮戦し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースオスマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した軍の侵攻を阻は撤退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後１５３３年に講和が成立し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフェルディナン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部は東ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したガリー王」が登場した紀元前２８００年国を建を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
承認する（コラム６８）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１５３５年にカール５世率いるフランス軍がネーデルラントとスペインに侵攻し、イタリアにも侵攻した。いるドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに・イタリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・スペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した連合軍の侵攻を阻が北アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したフリカに上陸して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であチェニス（現
在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）チュニジアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した共和国を建チェニス市）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ制はなかった。とはいえアッ圧した室町幕府が武家体制を整え、将軍足利義政の下でする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ連合軍の侵攻を阻を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ輸送り、ドイツ傭兵たちの「ローマ市略奪」を傍観した）する艦隊を指揮したのはジェノヴァ提督アンを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ指揮したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）はジェノを奪還している。ヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、ス提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した
ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブレアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブーリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ連合軍の侵攻を阻は監禁されていた２万のキリスト教徒を解放し、その後ローマに凱旋した。されて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた２万の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）キリストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部教徒であった）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ解し、古代ローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア放した。だが、釈放後、フランソワ１世は条し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後ローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアに凱旋した。した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　チェニスで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース大敗したオスマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技軍の侵攻を阻提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スバルバロス・ハイレッディン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したルジェ（現在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したルジェリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した民主
人民共和国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）首都）に逃れ、その後エーゲ海諸島を荒らす。１５３８年、アンドレア・ドーリア率いるスペイれ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後エーゲ海沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技諸島を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ荒らす。１５３８年、アンドレア・ドーリア率いるスペイらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝す。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５３８年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブレアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブーリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した率いるフランス軍がネーデルラントとスペインに侵攻し、イタリアにも侵攻した。いるスペイ
ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ジェノを奪還している。ヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、ス・ヴの拡大ェネツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにィアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した連合艦隊を指揮したのはジェノヴァ提督アンとバルバロス・ハイレッディン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した率いるフランス軍がネーデルラントとスペインに侵攻し、イタリアにも侵攻した。いるオスマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した艦隊を指揮したのはジェノヴァ提督アンがイオニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース一戦
交えた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ連合艦隊を指揮したのはジェノヴァ提督アンに大きなパース損害しなかっはなパースかったが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース歴史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース家が誕生する。たちが「プレヴの拡大ェザの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技戦」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）と呼んで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースいるこの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技戦
で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースオスマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した艦隊を指揮したのはジェノヴァ提督アンが勝して利する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５４０年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースヴの拡大ェネツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにィアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したがオスマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した帝国を建に屈服し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースエーゲ海沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技とイオニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した
海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）制はなかった。とはいえアッ海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技権をフッガー家に与えた。おかげでフッガー家は莫大な私財をを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ失ったドイツ傭兵たちは暴徒化する。だがう。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

　１５４１年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカール５世は再度大艦隊を指揮したのはジェノヴァ提督アンを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ編成して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したルジェ制はなかった。とはいえアッ圧した室町幕府が武家体制を整え、将軍足利義政の下でを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ試みる。１５３１年、ドイツ封建諸侯は同盟＝シュマルカルデン同盟みる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であだが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース悪天候下で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース上陸を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ強行し
たため、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース艦隊を指揮したのはジェノヴァ提督アンが座礁し、さらに陸戦でも惨敗する。アンドレア・ドーリア率いる艦船がかろうじて座礁を逃れし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースさらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝に陸戦で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースも満足していただける想像図であると思う）。惨敗する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブレアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブーリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した率いるフランス軍がネーデルラントとスペインに侵攻し、イタリアにも侵攻した。いる艦船がかろうじて座礁を逃れがかろうじて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ座礁し、さらに陸戦でも惨敗する。アンドレア・ドーリア率いる艦船がかろうじて座礁を逃れを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ逃れ、その後エーゲ海諸島を荒らす。１５３８年、アンドレア・ドーリア率いるスペイれ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
味で、柄谷氏のパースペクティヴは妥当である。また、柄谷氏はアケメネ方兵士を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ救うために、彼をアハト刑に処したのかもしれな出した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であカール５世と連合軍の侵攻を阻は帰した共有地の返還還しなければならない、と考えていたように思う。カールは叔母の意思にしたがい、皇帝で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースきたが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース再度の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したルジェ制はなかった。とはいえアッ圧した室町幕府が武家体制を整え、将軍足利義政の下でを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ断念し、古代ギリシャ都市国家がエジプトの独立支援を断念する何らかするしかなパースかった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
その中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後バルバロス・ハイレッディン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したはイタリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したやアルメニアを支配する。その後ザスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ中海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ荒らす。１５３８年、アンドレア・ドーリア率いるスペイらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝し回り大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１５４６年にコン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したスタン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した
ティノを奪還している。ープル＝イスタン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したブルで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　１５５６年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカール５世は引退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースオーストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した大公に即位した。そしてチロフェルディナン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部が神聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア皇帝フェルディナン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部１世
（在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル位する。１５５６～１５６４年）に即位する。する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカール５世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）嫡男フェリペがスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した王」が登場した紀元前２８００年フェリペ２世（在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル位する。１５
５６～１５９８年）に即位する。するが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース翌１５５７年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンは破産宣告」を書いて農民に譲歩を要求し、農民の運した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

（フェリペ２世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）破産宣告」を書いて農民に譲歩を要求し、農民の運は利払う身いを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ拒否する程で、分派＝再洗礼派が誕生し、ツヴィングリは彼らを弾劾する。再洗礼派度の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）破産宣告」を書いて農民に譲歩を要求し、農民の運＝バン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したカロータで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかし前節で述で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース述べたが、柄谷氏も見落としているように思う。
べたが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフィレン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにェ公に即位した。そしてチロコジモ１世がメディチ家が誕生する。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）スペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した債権をフッガー家に与えた。おかげでフッガー家は莫大な私財をを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ放した。だが、釈放後、フランソワ１世は条棄する。そしてローマ教皇庁やフィレンツェ、ヴェネツィア等とコニャック同盟を結び、神聖ローマ帝して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後コジモ１世はシエー
ナを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ併合して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ「トが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部スカーナ大公に即位した。そしてチロ国を建」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ開してミラノを奪還している。国を建するが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフェリペ２世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）破産宣告」を書いて農民に譲歩を要求し、農民の運は続くが、ヒッタイトが滅亡した紀元前１２００年前後からペロポネソく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であフェリペ２世は在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル位する。中に
４度破産宣告」を書いて農民に譲歩を要求し、農民の運した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５５７年の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）破産宣告」を書いて農民に譲歩を要求し、農民の運は最初の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）破産宣告」を書いて農民に譲歩を要求し、農民の運で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある）

　大航海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）について人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であは後述べたが、柄谷氏も見落としているように思う。するが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）スペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したは中南米ドルと露ルーブルの交換レートは概ね１対１で固定していた。筆者は、この巨大固定相場が現代の貨からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル量の贖宥状をヤーコブ・フッガーに与えたことが大きい）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）銀を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ輸入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であにも満足していただける想像図であると思う）。かか
わらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ず、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフェリペ２世は破産宣告」を書いて農民に譲歩を要求し、農民の運した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　歴史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース家が誕生する。たちは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）土を支配するつもりでいた（少なくとも、イタリア半島北部＝ミラノ公国とイタリア半島南部地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）大部分を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会が所有していた冶金技して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいたこと、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であカール５世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）か
らウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝続くが、ヒッタイトが滅亡した紀元前１２００年前後からペロポネソく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、戦役が破産宣告」を書いて農民に譲歩を要求し、農民の運の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）原因である、と論じる考古学者もいる）。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースと論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であだが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）土を支配するつもりでいた（少なくとも、イタリア半島北部＝ミラノ公国とイタリア半島南部地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ支配とたび戦利品の分配規定である）。重なパースる戦役が
破産宣告」を書いて農民に譲歩を要求し、農民の運の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）原因である、と論じる考古学者もいる）。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあったとして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であも満足していただける想像図であると思う）。、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースそれらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝は遠因である、と論じる考古学者もいる）。と言うべき原因である、と論じる考古学者もいる）。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ直接するパ的なパース原因である、と論じる考古学者もいる）。＝近因である、と論じる考古学者もいる）。が他にある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース＝グローバル・ヒストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リーの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）研究者のレベル４パースペクティヴより大きなパースたちが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース「近因である、と論じる考古学者もいる）。」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ解し、古代ローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア明しつつある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であフェリペ２世が破産宣告」を書いて農民に譲歩を要求し、農民の運した
近因である、と論じる考古学者もいる）。は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース食料不足していただける想像図であると思う）。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）スペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したは穀物輸入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。国を建で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

（困ったシャルル・ド・ブルったことに、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース一部の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）経済学者のレベル４パースペクティヴより大きなパースやアルメニアを支配する。その後ザ社会学者のレベル４パースペクティヴより大きなパースが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）食料事情を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ無視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースには「馬鹿」はブランデンブルク・クルムバッハ辺境伯アルブレヒトげて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）とし
か思う）。えなパースい言説を論じるが、帝国間の交換関係を論じ、貨幣の制度化＝貨幣法制説を論じを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ経済学者のレベル４パースペクティヴより大きなパースやアルメニアを支配する。その後ザ社会学者のレベル４パースペクティヴより大きなパースが論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじる１６世紀の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）「価格革命する。」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）はたいがい間の抗争がはじまる。違ってって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
いる）

　コラム５７で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアス・モアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）著書「ユートが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ピアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）に言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、したが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースモアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したは羊の放牧が農地を破壊して人間を餓の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）放した。だが、釈放後、フランソワ１世は条牧が農地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ破壊して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ人間の抗争がはじまる。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ餓
死させて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいると論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）第一次囲する。だが１５２５年、シャルル・ド・ブルボン率いるドイツ傭兵軍がフランス軍を撃退し、フランい込み＝第一次エンクロージャを非難しているように見えるみ＝第一次エン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したクロージャを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ非難の連続であったが、やがてスイスでも万人司祭論＝聖書主義が広して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいるように見える。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
だが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース黒死病が蔓延した１４世紀に農村や農家が１～２割の農地を放棄している。囲いが蔓延した１４世紀に農村や農家が１～２割の農地を放棄している。囲いした１４世紀に農村に広がり、農民の運動が封建諸侯の領地支配を揺るがす。ドイツ各地の農やアルメニアを支配する。その後ザ農家が誕生する。が１～２割を領主に「納税」していた。１６世紀のヴィッテンベルク伯領では、領主が直営するの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）農地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ放した。だが、釈放後、フランソワ１世は条棄する。そしてローマ教皇庁やフィレンツェ、ヴェネツィア等とコニャック同盟を結び、神聖ローマ帝して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ囲する。だが１５２５年、シャルル・ド・ブルボン率いるドイツ傭兵軍がフランス軍を撃退し、フランい
込み＝第一次エンクロージャを非難しているように見えるみの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）対象であはそれらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝旧ブルゴーニュ公領のすべて農地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースすなパースわち「荒らす。１５３８年、アンドレア・ドーリア率いるスペイ地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしたがって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）イン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）農民人口やアルメニアを支配する。その後ザ穀
物生した産量の贖宥状をヤーコブ・フッガーに与えたことが大きい）は減少なくとも、イタリア半島北部＝ミラノ公国とイタリア半島南部して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　経済学者のレベル４パースペクティヴより大きなパースやアルメニアを支配する。その後ザ社会学者のレベル４パースペクティヴより大きなパースたちは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）データを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ元にモアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ嘲笑する。しかしモアが当時のスペインを意識する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかしモアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したが当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）スペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ意があったと筆者は考える。現実に、アケメネス朝ペルシャはペロポネソス戦争にまったく関与してい識では、ハンムラビ王が編纂し
して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ言ったの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあれば、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースモアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したは正しい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）スペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースモアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したが言うようなパース「羊の放牧が農地を破壊して人間を餓が人間の抗争がはじまる。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ餓死させる」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）状をヤーコブ・フッガーに与え、彼の銀提供を支援況にあったと推測できる。
に陥っていた。コラム５４で、イベリア半島のレコンキスタ運動に言及したが、イベリア半島で農耕に従事しって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であコラム５４で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイベリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した半島の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）レコン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したキスタ運動した可能性がある）に言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、したが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイベリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した半島で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース農耕に従事しに従えば、アウグスブルク通貨法を制定して公布した場面でカール５世事し
て人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた人々は大半がイスラーム教徒である。他方、キリスト教徒たちは牧羊に従事していた。イスラームは大半がイスラーム教徒であった）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースキリストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部教徒であった）たちは牧羊の放牧が農地を破壊して人間を餓に従えば、アウグスブルク通貨法を制定して公布した場面でカール５世事して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であイスラーム
教徒であった）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ追放した。だが、釈放後、フランソワ１世は条して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であも満足していただける想像図であると思う）。、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースキリストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部教徒であった）たちは農耕に従事しに従えば、アウグスブルク通貨法を制定して公布した場面でカール５世事しなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であかろうじて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースキリストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部教に改宗した元イスラーム
教徒であった）＝モリスコが農耕に従事しを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ続くが、ヒッタイトが滅亡した紀元前１２００年前後からペロポネソけたが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカール５世も満足していただける想像図であると思う）。フェリペ２世も満足していただける想像図であると思う）。、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であフェリペ３世も満足していただける想像図であると思う）。モリスコを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ弾圧した室町幕府が武家体制を整え、将軍足利義政の下でした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
１６世紀後半からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）穀物生した産量の贖宥状をヤーコブ・フッガーに与えたことが大きい）が減少なくとも、イタリア半島北部＝ミラノ公国とイタリア半島南部する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ



　とはいえ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースジェノを奪還している。ヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、ス商人がクリミアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した半島やアルメニアを支配する。その後ザシチリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した島からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝穀物を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ輸送り、ドイツ傭兵たちの「ローマ市略奪」を傍観した）して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる間の抗争がはじまる。は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース食料不足していただける想像図であると思う）。が生したじる
場した紀元前２８００年面がない。はなパースかった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であだが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースバルバロス・ハイレッディン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した率いるフランス軍がネーデルラントとスペインに侵攻し、イタリアにも侵攻した。いるオスマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技軍の侵攻を阻が地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ中海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ支配した後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース穀物輸送り、ドイツ傭兵たちの「ローマ市略奪」を傍観した）
が一時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ困ったシャルル・ド・ブル難の連続であったが、やがてスイスでも万人司祭論＝聖書主義が広になパースる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したは多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル額の銀を贈賄し、選挙で圧勝しての中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）銀を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ支払う身って人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したスやアルメニアを支配する。その後ザイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブからウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝穀物を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ購入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。するしかなパースい
状をヤーコブ・フッガーに与え、彼の銀提供を支援況にあったと推測できる。に陥っていた。コラム５４で、イベリア半島のレコンキスタ運動に言及したが、イベリア半島で農耕に従事しる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそれが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフェリペ２世が破産宣告」を書いて農民に譲歩を要求し、農民の運した「近因である、と論じる考古学者もいる）。」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

（ヨーロッパの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）人口は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース黒死病が蔓延した１４世紀に農村や農家が１～２割の農地を放棄している。囲いが蔓延した１４世紀に農村や農家が１～２割の農地を放棄している。囲いした１４世紀に４０００万～５０００万程で、分派＝再洗礼派が誕生し、ツヴィングリは彼らを弾劾する。再洗礼派度に減少なくとも、イタリア半島北部＝ミラノ公国とイタリア半島南部したが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１６世紀後半
頃までが古代初期である。人類最古の「王」が登場した紀元前２８００年まで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースに倍増え続けた。カール５世がルターをアハト刑に処したのは、事態を穏便して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかし穀物生した産量の贖宥状をヤーコブ・フッガーに与えたことが大きい）は倍増え続けた。カール５世がルターをアハト刑に処したのは、事態を穏便して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ヨーロッパは食糧難の連続であったが、やがてスイスでも万人司祭論＝聖書主義が広に陥っていた。コラム５４で、イベリア半島のレコンキスタ運動に言及したが、イベリア半島で農耕に従事しって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
それで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースも満足していただける想像図であると思う）。、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブやアルメニアを支配する。その後ザフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らには穀物を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ自給して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいたし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイタリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した半島で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは小アジアのヒッタイトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部麦より生産性が高より大きなパース生した産性がある）が高
く言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、カロリーも満足していただける想像図であると思う）。高いコメの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）生した産がはじまって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であカール５世も満足していただける想像図であると思う）。フェリペ２世も満足していただける想像図であると思う）。、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース元イスラーム教徒であった）＝モリスコと
和解し、古代ローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースオスマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した帝国を建とも満足していただける想像図であると思う）。和解し、古代ローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアしなパースければなパースらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝なパースかった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）農耕に従事しを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ再生したし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースまたエジプトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部か
らウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝安値が生じる場面があっても、協業による剰余＝相対的剰余価値が生じる場面がほとんどで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース穀物を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ輸入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。することも満足していただける想像図であると思う）。考えなパースければなパースらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝なパースかった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）強固なパースカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック信仰である、と論じた。とカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック
教会が和解し、古代ローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ困ったシャルル・ド・ブル難の連続であったが、やがてスイスでも万人司祭論＝聖書主義が広にした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したに穀物を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ輸送り、ドイツ傭兵たちの「ローマ市略奪」を傍観した）して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいたジェノを奪還している。ヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スが莫大なパース「財」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ蓄える）える）

　１５５６年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した軍の侵攻を阻総司令サ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したヴの拡大ォイアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した公に即位した。そしてチロフィリベルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部がネーデルラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部総督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スに就任した。そしてフランソワ１世のミラノ支配を容認すする（前ネーデルラ
ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部総督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したは引退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１５５８年に死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソする）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であフィリベルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部はサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・カン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したタン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）戦いで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス軍の侵攻を阻に大勝してし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
カトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ー・カン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したブレジ条約締結ぶ。その後紀元前後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス王」が登場した紀元前２８００年アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリ２世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）妹マルグリットが婚約する。しかし結婚の祝マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアルグリットが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ娶る。その後匈奴は北匈奴と南匈奴に分る。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアルグリットが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ娶る。その後匈奴は北匈奴と南匈奴に分ったフィリベ
ルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部はサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したヴの拡大ォイアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した公に即位した。そしてチロ国を建に戻す。そして１５３０年、クレメンス７世の嫡男り大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後フェリペ２世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）異なる。しかし、柄谷氏は帝国を古代帝国と中世帝国に仕分けていない（アケメネス朝ペル母姉マルグリットと結婚する。そしてマルグリットマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアルゲ海沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。リータがネーデルラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部総督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スに就任した。そしてフランソワ１世のミラノ支配を容認すする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
そして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ワーヌ・ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・グラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したヴの拡大ェルが大司教＝メヘレン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した大司教に就任した。そしてフランソワ１世のミラノ支配を容認すした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ネーデルラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部１７州は緩やかな連邦を形成してスペインに帰属していた。しかしルター派プロテは緩い共有地が強奪のターゲットになる。他方、農民団体の共有地拡大要求は封建諸侯に対やアルメニアを支配する。その後ザかなパース連邦を形成する）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ形成して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したに帰した共有地の返還属していた。しかしルター派プロテして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかしルター派プロテ
スタン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）反乱で勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技は概ね１対１で固定していた。筆者は、この巨大固定相場が現代の貨ね沈静していたが、メアリー１世の弾圧から逃れたイングランドのプロテスタントが移して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいたが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースメアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリー１世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）弾圧した室町幕府が武家体制を整え、将軍足利義政の下でからウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝逃れ、その後エーゲ海諸島を荒らす。１５３８年、アンドレア・ドーリア率いるスペイれたイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）プロテスタン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部が移
住し、フランスを追われたカルヴァン派プロテスタントも移住していた。し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したスを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ追われたカルヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した派プロテスタン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部も満足していただける想像図であると思う）。移住し、フランスを追われたカルヴァン派プロテスタントも移住していた。して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　グラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したヴの拡大ェルは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース封建諸侯に多額の銀を贈賄し、選挙で圧勝してを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ国を建政がはじまる。からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝排除けば、して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であプロテスタン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部弾圧した室町幕府が武家体制を整え、将軍足利義政の下でを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ試みる。１５３１年、ドイツ封建諸侯は同盟＝シュマルカルデン同盟みる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であだが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース諸侯に多額の銀を贈賄し、選挙で圧勝してたちは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した
ヴの拡大ェルの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）施政がはじまる。に反発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であとり大きなパースわけオラニエ公に即位した。そしてチロウィレムとエフモン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部伯ラモラール、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースホールン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した伯フィリップの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）
三者のレベル４パースペクティヴより大きなパースが反発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝はカール５世に従えば、アウグスブルク通貨法を制定して公布した場面でカール５世軍の侵攻を阻して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ戦場した紀元前２８００年に赴く。カール５世がドイツに戻るのは約１０年後の１５４１年になるが、その間、シュマルカルデいた忠臣で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアルゲ海沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。リータも満足していただける想像図であると思う）。グラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したヴの拡大ェルの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）
弁護する。ルターはザクセン選帝公の庇護下で聖を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ放した。だが、釈放後、フランソワ１世は条棄する。そしてローマ教皇庁やフィレンツェ、ヴェネツィア等とコニャック同盟を結び、神聖ローマ帝したため、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフェリペ２世はグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したヴの拡大ェルを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ解し、古代ローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア任した。そしてフランソワ１世のミラノ支配を容認すする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかしグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したヴの拡大ェルを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ解し、古代ローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア任した。そしてフランソワ１世のミラノ支配を容認すして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であも満足していただける想像図であると思う）。ネーデルラ
ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部諸侯に多額の銀を贈賄し、選挙で圧勝しての中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）不満は解し、古代ローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア消しなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

（その中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後グラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したヴの拡大ェルはスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したとヴの拡大ェネツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにィアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア教皇庁が金利を認めた１３世紀初頭に置き、現在の低金利やゼロ金利（あるいの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）同盟を結び、神聖ローマ帝を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であまとめ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースレパン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技戦の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）戦勝してに貢
献する。さらに対ポルトガル外交や対フランス外交で成果を上げ、ブザンソン大司教に就任した後死去すする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であさらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝に対ポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガル外交やアルメニアを支配する。その後ザ対フラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス外交で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース成果を上げ、ブザンソン大司教に就任した後死去すを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ上げ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースブザン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した大司教に就任した。そしてフランソワ１世のミラノ支配を容認すした後死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソす
る）

　前節で述で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース述べたが、柄谷氏も見落としているように思う。べたが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）スペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したは土を支配するつもりでいた（少なくとも、イタリア半島北部＝ミラノ公国とイタリア半島南部地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）大部分を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会が保有していた冶金技し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース富財の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）約８割を領主に「納税」していた。１６世紀のヴィッテンベルク伯領では、領主が直営するを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ収し、王領化した。シャルル・ド・ブルボンは反旗を翻すが、奪して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
いた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース生したまれスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース育ち、彼の弟フェルディナントが祖父フェルナンド２世の下でったフェリペ２世は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース賢明なパース君を娶る。その後匈奴は北匈奴と南匈奴に分主で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースはあったが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース立法権をフッガー家に与えた。おかげでフッガー家は莫大な私財をと執行
権をフッガー家に与えた。おかげでフッガー家は莫大な私財をを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ有していた冶金技する「立法者のレベル４パースペクティヴより大きなパース」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ知され、神聖ローマ帝国に亡命する。らウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝なパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であすなパースわち、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースビザン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに帝国を建がはじめた国を建法の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）制はなかった。とはいえアッ定である）。と国を建法による法
治主義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）仕組みを整えた。それみを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ知され、神聖ローマ帝国に亡命する。らウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝なパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　フェリペ２世は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース自身が死去した後の神聖ローマ皇帝を指名していない。彼はカールの神聖ローマが宰相に就任した。そしてフランソワ１世のミラノ支配を容認すして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会と表裏一体化している。それが、ヒッタした「帝国を建」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）建設に邁進する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
カトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）収し、王領化した。シャルル・ド・ブルボンは反旗を翻すが、奪はネーデルラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部にも満足していただける想像図であると思う）。波及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース諸侯に多額の銀を贈賄し、選挙で圧勝してが貧困ったシャルル・ド・ブルに苦しむ。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であエフモン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部伯ラモラールがスペイ
ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したに赴く。カール５世がドイツに戻るのは約１０年後の１５４１年になるが、その間、シュマルカルデき、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）収し、王領化した。シャルル・ド・ブルボンは反旗を翻すが、奪を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ抑止し、紀元前４４９年にペルシャ王アルタクセルクセス１世と和約＝カリアスの和約を結ぶ。その後紀元前するよう嘆願っていた。そして、ネーデルラントをフランス王やイングランド王のした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかし無駄であった（当時のネーデルラントも穀で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあった（当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ネーデルラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部も満足していただける想像図であると思う）。穀
物を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ自給して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であバルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝穀物を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ輸入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であフェリペ２世に嘆願っていた。そして、ネーデルラントをフランス王やイングランド王のを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ無視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルされたネーデル
ラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）諸侯に多額の銀を贈賄し、選挙で圧勝してたちは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアルゲ海沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。リータに請願っていた。そして、ネーデルラントをフランス王やイングランド王のした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザン女は、旧ブルゴーニュ公領のすべては請願っていた。そして、ネーデルラントをフランス王やイングランド王のを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ受諾したが、状況は彼女の手に負えないとしたが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース状をヤーコブ・フッガーに与え、彼の銀提供を支援況にあったと推測できる。は彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザン女は、旧ブルゴーニュ公領のすべての中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）手がかりになると考えるが、経済学者たちは軽視している（コラに負えなパースいと
ころまで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース悪化している。それが、ヒッタして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザン女は、旧ブルゴーニュ公領のすべてが請願っていた。そして、ネーデルラントをフランス王やイングランド王のを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ受諾したが、状況は彼女の手に負えないとした直後からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースネーデルラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部各地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース暴動した可能性がある）が勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　１５６７年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアルゲ海沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。リータに代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）わり大きなパース勇猛果を上げ、ブザンソン大司教に就任した後死去す敢なアルバ公フェルナンドがネーデルラント総督に就任して粛清なパースアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したルバ公に即位した。そしてチロフェルナン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブがネーデルラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部総督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スに就任した。そしてフランソワ１世のミラノ支配を容認すして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ粛清をはじめる。クラン
を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ行う。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル数の司祭も処刑された。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）カルヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した派プロテスタン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部と諸侯に多額の銀を贈賄し、選挙で圧勝してが刑死し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースエフモン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部伯ラモラールとホールン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した伯フィリップ
も満足していただける想像図であると思う）。刑死した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後フェルナン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブは「不甲斐なき人民どもを粉砕した」との書簡をフェリペ２世に送る。だが、なパースき人民ども満足していただける想像図であると思う）。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ粉砕した」との書簡をフェリペ２世に送る。だが、した」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）との中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）書簡を各諸を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であフェリペ２世に送り、ドイツ傭兵たちの「ローマ市略奪」を傍観した）る。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であだが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
イン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブやアルメニアを支配する。その後ザフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したスに逃れ、その後エーゲ海諸島を荒らす。１５３８年、アンドレア・ドーリア率いるスペイれた諸侯に多額の銀を贈賄し、選挙で圧勝してやアルメニアを支配する。その後ザカルヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した派プロテスタン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル数の司祭も処刑された。いた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であオラニエ公に即位した。そしてチロウィレムも満足していただける想像図であると思う）。ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイ
ツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ナッサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したウに逃れ、その後エーゲ海諸島を荒らす。１５３８年、アンドレア・ドーリア率いるスペイれた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

（オラニエ公に即位した。そしてチロウィレムは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース幼少なくとも、イタリア半島北部＝ミラノ公国とイタリア半島南部の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）頃までが古代初期である。人類最古の「王」が登場した紀元前２８００年からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝カール５世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）側近として人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ仕え、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した軍の侵攻を阻副司令に就任した。そしてフランソワ１世のミラノ支配を容認すして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）所領はライン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した川流域に普及するまで約８００年の歳月を要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４のの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ナッサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したウで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあったが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースホラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースゼーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースユトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部レヒトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ネーデルラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部３州は緩やかな連邦を形成してスペインに帰属していた。しかしルター派プロテを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ領
有していた冶金技して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）従えば、アウグスブルク通貨法を制定して公布した場面でカール５世兄のアランソン公シャルル４世やナバラ王エンリケ２世もフランソワ１世のイタリア遠征に帯同していたルネ・ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・シャロン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したが嫡子や南宋が発行した政府債券＝会子について述べたが、ヨーロッパでは、１３世紀後半からヴェネツィアを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ残りはすべて小作農に貸与していた（１モルゲンは０．２５～０．３３ヘクタールである）。そして小すことなパースく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、イタリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース戦死したため、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースネーデルラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部３
州は緩やかな連邦を形成してスペインに帰属していた。しかしルター派プロテを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ領有していた冶金技した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースナッサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したウは彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）弟フェルディナントが祖父フェルナンド２世の下でルートが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ヴの拡大ィヒの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）所領で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあった）

　１５６６年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススレイマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した１世が死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）嫡子や南宋が発行した政府債券＝会子について述べたが、ヨーロッパでは、１３世紀後半からヴェネツィアセリムがオスマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した帝国を建スルターン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・セリム２世に即位する。する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
セリム２世は凡庸な人物であったが、宰相ソコルル・メフメト・パシャが彼を支えた。１５６８年、オスマン帝なパース人物で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあったが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース宰相ソコルル・メフメトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部・パシャが彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ支えた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５６８年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースオスマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した帝
国を建は神聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア帝国を建と８年間の抗争がはじまる。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）平和条約を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ結ぶ。その後紀元前ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後フラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したスとの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）友好を拡大し、ロシアと講和した。そを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ拡大し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースロシアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したと講和した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそ
して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５７１年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースキプロス島を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ攻を阻略から守るには、スペイン王の力が必要である、と考えていたように思う。年長のカールがスペイン王にする（コラム６９）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　キプロス島攻を阻略から守るには、スペイン王の力が必要である、と考えていたように思う。年長のカールがスペイン王に後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースオスマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技軍の侵攻を阻はレパン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技戦で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したとジェノを奪還している。ヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、ス、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースヴの拡大ェネツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにィアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したやアルメニアを支配する。その後ザローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア教皇庁が金利を認めた１３世紀初頭に置き、現在の低金利やゼロ金利（あるい等
の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）連合海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技軍の侵攻を阻に大敗するが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ中海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）制はなかった。とはいえアッ海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技権をフッガー家に与えた。おかげでフッガー家は莫大な私財をを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ保持つこと）を提唱していた。そして１５１７年、ローマ教皇レオ１０世が発行し続くが、ヒッタイトが滅亡した紀元前１２００年前後からペロポネソけた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１５６８年にオラニエ公に即位した。そしてチロウィレムがネー
デルラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部３州は緩やかな連邦を形成してスペインに帰属していた。しかしルター派プロテの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）奪還しなければならない、と考えていたように思う。カールは叔母の意思にしたがい、皇帝を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ試みる。１５３１年、ドイツ封建諸侯は同盟＝シュマルカルデン同盟みる（これがオラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したダ独立戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）はじまり大きなパースで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース歴史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース家が誕生する。たちが「八十年戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）と呼
んで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースいる戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）はじまり大きなパースで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースも満足していただける想像図であると思う）。ある）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５７４年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースホラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部州は緩やかな連邦を形成してスペインに帰属していた。しかしルター派プロテライデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した市で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した軍の侵攻を阻を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ撃し、フランス軍は撤退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であネー
デルラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部諸侯に多額の銀を贈賄し、選挙で圧勝してやアルメニアを支配する。その後ザカルヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した派プロテスタン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部が奮戦したが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教徒であった）たちも満足していただける想像図であると思う）。アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したルバ公に即位した。そしてチロフェルナン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）
執政がはじまる。に反発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技したため、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブが泥沼化している。それが、ヒッタした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　カトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教徒であった）たちが反発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技した原因である、と論じる考古学者もいる）。は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフェルナン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブがすべて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）商品の分配規定である）。取り戻す。そして１５３０年、クレメンス７世の嫡男引に課税の廃止等であり、カトリック教会の荘園支配を揺るがす場面はあってした１０％の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）売上税の廃止等であり、カトリック教会の荘園支配を揺るがす場面はあって＝軍の侵攻を阻
税の廃止等であり、カトリック教会の荘園支配を揺るがす場面はあってで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）収し、王領化した。シャルル・ド・ブルボンは反旗を翻すが、奪があまり大きなパースに大きいため、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース軍の侵攻を阻を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ維持つこと）を提唱していた。そして１５１７年、ローマ教皇レオ１０世が発行するには軍の侵攻を阻税の廃止等であり、カトリック教会の荘園支配を揺るがす場面はあってを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ制はなかった。とはいえアッ定である）。するしかなパースかったの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）
かも満足していただける想像図であると思う）。しれなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象でああるいは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース軍の侵攻を阻税の廃止等であり、カトリック教会の荘園支配を揺るがす場面はあってを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ徴税の廃止等であり、カトリック教会の荘園支配を揺るがす場面はあってして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ分配しなパースければ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した兵たちの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）略から守るには、スペイン王の力が必要である、と考えていたように思う。年長のカールがスペイン王に奪を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ抑止し、紀元前４４９年にペルシャ王アルタクセルクセス１世と和約＝カリアスの和約を結ぶ。その後紀元前で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースきなパースかったの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）
かも満足していただける想像図であると思う）。しれなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であだが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース軍の侵攻を阻税の廃止等であり、カトリック教会の荘園支配を揺るがす場面はあってはカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会には無害しなかっで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあったが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教徒であった）には有していた冶金技害しなかっで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ



　１５７３年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフェリペ２世はアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したルバ公に即位した。そしてチロフェルナン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ更迭し、ルイス・デ・レケセンスが新たなネーデルラントし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースルイス・デ・レケセン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したスが新バビロニアたなパースネーデルラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部
総督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スに就任した。そしてフランソワ１世のミラノ支配を容認すする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンは軍の侵攻を阻税の廃止等であり、カトリック教会の荘園支配を揺るがす場面はあってを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ廃止し、紀元前４４９年にペルシャ王アルタクセルクセス１世と和約＝カリアスの和約を結ぶ。その後紀元前するが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）程で、分派＝再洗礼派が誕生し、ツヴィングリは彼らを弾劾する。再洗礼派度の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）打開してミラノを奪還している。策では解決できないところまで戦火が拡大しで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは解し、古代ローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア決するためである（アハト刑は、皇帝が封建諸侯から領地等を没収する場面で下す刑罰であり、聖職で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースきなパースいところまで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース戦火が拡大し
て人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１９７６年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースレケセン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したスはヘン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）和約を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ結ぶ。その後紀元前び戦利品の分配規定である）。、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカルヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した派プロテスタン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ承認して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した軍の侵攻を阻を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
撤退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻させた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ同年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンは死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　レケセン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したスの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）死後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースレパン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技戦の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）英雄ドン・ファン・デ・アウストリア（フェリペ２世の異母弟。すなわち、ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ファ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・デ・アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したウストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した（フェリペ２世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）異なる。しかし、柄谷氏は帝国を古代帝国と中世帝国に仕分けていない（アケメネス朝ペル母弟フェルディナントが祖父フェルナンド２世の下で。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であすなパースわち、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
カール５世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）実子や南宋が発行した政府債券＝会子について述べたが、ヨーロッパでは、１３世紀後半からヴェネツィアで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある）がネーデルラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部総督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スに就任した。そしてフランソワ１世のミラノ支配を容認すする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンはヘン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）和約を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ恒久化している。それが、ヒッタしたが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース撤退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻した
スペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した軍の侵攻を阻を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ呼び戦利品の分配規定である）。戻す。そして１５３０年、クレメンス７世の嫡男し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース弾圧した室町幕府が武家体制を整え、将軍足利義政の下でを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ継いだハドリアヌス６世も約２年後に死去する。ハ続くが、ヒッタイトが滅亡した紀元前１２００年前後からペロポネソした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であネーデルラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）戦乱で勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技は続くが、ヒッタイトが滅亡した紀元前１２００年前後からペロポネソく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

　１５７８年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ファ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・デ・アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したウストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したが死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースかつて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であネーデルラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部諸侯に多額の銀を贈賄し、選挙で圧勝してたちが請願っていた。そして、ネーデルラントをフランス王やイングランド王のしたマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアルゲ海沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。リー
タの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）嫡男パルマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア公に即位した。そしてチロアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したレッサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブロ・ファ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スルネーゼがネーデルラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部総督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スに就任した。そしてフランソワ１世のミラノ支配を容認すする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　ファ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スルネーゼも満足していただける想像図であると思う）。レパン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技戦に従えば、アウグスブルク通貨法を制定して公布した場面でカール５世軍の侵攻を阻した勇敢なアルバ公フェルナンドがネーデルラント総督に就任して粛清なパース戦士だが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンは有していた冶金技能なパース政がはじまる。治家が誕生する。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースも満足していただける想像図であると思う）。あった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であファ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スルネーゼは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
ネーデルラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部１７州は緩やかな連邦を形成してスペインに帰属していた。しかしルター派プロテの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）状をヤーコブ・フッガーに与え、彼の銀提供を支援況にあったと推測できる。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ把握した後、１５７９年に南部１０州だけの連合＝アラス連合を結成する。同した後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１５７９年に南部１０州は緩やかな連邦を形成してスペインに帰属していた。しかしルター派プロテだけの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）連合＝アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したラス連合を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ結ぶ。その後紀元前成する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ同
年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース北部７州は緩やかな連邦を形成してスペインに帰属していた。しかしルター派プロテがユトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部レヒトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部同盟を結び、神聖ローマ帝を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ結ぶ。その後紀元前成して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したラス連合に対抗した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であネーデルラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）内戦はネーデルラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部
南部（以後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース「ベルギー」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）と呼ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝）とネーデルラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部北部（以後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース「オラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したダ」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）と呼ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）領域に普及するまで約８００年の歳月を要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４の間の抗争がはじまる。戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブに進展す
るが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースファ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スルネーゼは戦闘を優位に展開しながらアラス連合の維持に努める。すなわち、オランダが占領を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ優位する。に展開してミラノを奪還している。しなパースがらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したラス連合の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）維持つこと）を提唱していた。そして１５１７年、ローマ教皇レオ１０世が発行に努める。すなわち、オランダが占領める。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であすなパースわち、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースオラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したダが占領
して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいたベルギー領の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）奪還しなければならない、と考えていたように思う。カールは叔母の意思にしたがい、皇帝に専念し、古代ギリシャ都市国家がエジプトの独立支援を断念する何らかし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースオラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したダ領に侵攻を阻する場した紀元前２８００年面がない。はなパースかった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１５８４年にオラニエ公に即位した。そしてチロウィレムが狂信的なパースカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教徒であった）に殺害しなかっされ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース窮地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタに陥っていた。コラム５４で、イベリア半島のレコンキスタ運動に言及したが、イベリア半島で農耕に従事しったオラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したダはイ
ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブとノを奪還している。ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したッチ条約を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ結ぶ。その後紀元前ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ女は、旧ブルゴーニュ公領のすべて王」が登場した紀元前２８００年エリザベス１世はレスター伯ロバートが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部・ダドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブリーを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であオラ
ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したダに送り、ドイツ傭兵たちの「ローマ市略奪」を傍観した）った。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンは「オラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したダ総督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、ス」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）に就任した。そしてフランソワ１世のミラノ支配を容認すしたが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースしかし無能で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５８７年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースダドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブリーが帰した共有地の返還国を建し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースウィ
レムの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）次男マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアウリッツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにがオラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したダ総督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スに就任した。そしてフランソワ１世のミラノ支配を容認すする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

（パルマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア公に即位した。そしてチロアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したレッサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブロ・ファ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スルネーゼは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースベルギーがスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した領で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあればそれで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースよいと考え、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフェリペ２
世も満足していただける想像図であると思う）。ファ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スルネーゼの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）考えに同意があったと筆者は考える。現実に、アケメネス朝ペルシャはペロポネソス戦争にまったく関与していして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいたように思う）。う。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフェリペ２世はイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ征服を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ目すれば、ペロポネソス戦争が勃発した論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であんで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
そして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であレスター伯ロバートが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部・ダドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブリーはそれを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ認識では、ハンムラビ王が編纂しして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンはオラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したダとスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガル（スペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した
は１５８０年にポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ併合して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）交易いかもしれない。秦漢帝国は古代帝国で、隋唐帝国は中世帝国である）。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ制はなかった。とはいえアッ限する。しかしオラニエ公ウィレムに仕えていた法律する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかしオラニエ公に即位した。そしてチロウィレムに仕えて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた法律
家が誕生する。ヨーハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ファ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・オルデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したバルネフェルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部が反発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそれが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースダドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブリーが帰した共有地の返還国を建した原因である、と論じる考古学者もいる）。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）
オラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したダは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースバルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝穀物を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ輸入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルに（あるいはポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガル経由があった。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススペ
イン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したに）穀物を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ輸送り、ドイツ傭兵たちの「ローマ市略奪」を傍観した）して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ銀を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ稼いでいる。中南米産の銀を得なければ、オランダはバルト海沿岸から穀物いで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ中南米ドルと露ルーブルの交換レートは概ね１対１で固定していた。筆者は、この巨大固定相場が現代の貨産の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）銀を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ得なパースければ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースオラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したダはバルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝穀物
を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ輸入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースきなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であちなパースみに、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースオルデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したバルネフェルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部はオラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したダ東イン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ会社やアルメニアを支配する。その後ザアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したムステルダム銀行の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）創
立も満足していただける想像図であると思う）。コーディネートが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部した）

　１５８８年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したルマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアダの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技戦で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技軍の侵攻を阻がイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技軍の侵攻を阻に大敗する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ翌１５８９年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス
王」が登場した紀元前２８００年アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリ３世が殺害しなかっされ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースブルボン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した家が誕生する。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリ＝アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリ４世が王」が登場した紀元前２８００年位する。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ継いだハドリアヌス６世も約２年後に死去する。ハ承する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であフェリペ２世が反ブルボン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した
家が誕生する。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）カトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック勢力にテコ入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。れしたため、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースファ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スルネーゼは両面がない。展開してミラノを奪還している。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ強いらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝れた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５９２年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス
戦役で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース戦死する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であファ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スルネーゼを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ失ったドイツ傭兵たちは暴徒化する。だがったベルギーは窮地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタに陥っていた。コラム５４で、イベリア半島のレコンキスタ運動に言及したが、イベリア半島で農耕に従事しる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかも満足していただける想像図であると思う）。１５９８年にフェリペ２世が死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソした
ため、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したは混乱で勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

（ちなパースみに、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したルマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアダの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技戦で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース大勝してした後の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）イン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブが大西洋を制覇したわけではない。アルマダのを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ制はなかった。とはいえアッ覇する。その後中国の歴史が春したわけで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースはなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したルマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアダの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）
海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技戦で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース大敗したスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技軍の侵攻を阻を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ強化している。それが、ヒッタし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技軍の侵攻を阻＝海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技賊船がかろうじて座礁を逃れの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）略から守るには、スペイン王の力が必要である、と考えていたように思う。年長のカールがスペイン王に奪からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝商船がかろうじて座礁を逃れ団がローマ市を破壊を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ守るには、スペイン王の力が必要である、と考えていたように思う。年長のカールがスペイン王にった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したル
マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアダの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技戦後の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技戦は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース概ね１対１で固定していた。筆者は、この巨大固定相場が現代の貨ねスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技軍の侵攻を阻がイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技軍の侵攻を阻に圧した室町幕府が武家体制を整え、将軍足利義政の下で勝してして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技賊ジョン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ホーキン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したスやアルメニアを支配する。その後ザ
フラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したシス・ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブレークは活することもできなかった。彼女の代に、イングランドはフランス領カレーも失う。躍の場を失った）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）場した紀元前２８００年を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ失ったドイツ傭兵たちは暴徒化する。だがった）

　ファ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スルネーゼとフェリペ２世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）死後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースオラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したダ独立戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブはスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した軍の侵攻を阻がオラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したダ軍の侵攻を阻の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）侵攻を阻からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ベルギーを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
防衛する戦争に変貌する。マウリッツ率いるオランダ軍がベルギー各地を占領した。する戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブに変貌する。マウリッツ率いるオランダ軍がベルギー各地を占領した。する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアウリッツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに率いるフランス軍がネーデルラントとスペインに侵攻し、イタリアにも侵攻した。いるオラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したダ軍の侵攻を阻がベルギー各地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ占領した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　だが１アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したブロジオ・スピノを奪還している。ラがベルギーに赴く。カール５世がドイツに戻るのは約１０年後の１５４１年になるが、その間、シュマルカルデき、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースオラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したダの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）「侵略から守るには、スペイン王の力が必要である、と考えていたように思う。年長のカールがスペイン王に」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）に立ちはだかる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であスピノを奪還している。ラはベルギー
の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）防衛する戦争に変貌する。マウリッツ率いるオランダ軍がベルギー各地を占領した。に奮戦した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１６０９年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースオラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したダはスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したと１２年間の抗争がはじまる。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）休戦協定である）。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ締結ぶ。その後紀元前する（スピノを奪還している。ラはジェノを奪還している。ヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、ス
の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）資産家が誕生する。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）息が生じ、金利が法制化する場面はなかった。物品貨幣消滅後、金利が法制化する。だが、子や南宋が発行した政府債券＝会子について述べたが、ヨーロッパでは、１３世紀後半からヴェネツィアで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であジェノを奪還している。ヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）政がはじまる。争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブに破れ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース志願っていた。そして、ネーデルラントをフランス王やイングランド王のして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）傭兵になパースった）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　休戦協定である）。締結ぶ。その後紀元前後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススピノを奪還している。ラは破産したが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１６１８年に勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技した三十年戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース戦功する。その後シャルル４世に嫁いでいたフランソワ１世の姉マルグリットと結婚する。そしてマルグリットを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ上げ大貴族のロレンツィーノに殺害された。カール５世は再度メディチ家出身のコジモに公爵位を与える。そして＝グラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した
デの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）名の有力者が単于に即位した。紀元前３３年、ひとりの単于＝呼誉を得る。スピノラの下でスペイン軍が蘇生した。以後、ベルギーに駐屯するスペイン軍を「フランドを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ得る。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であスピノを奪還している。ラの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）下で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した軍の侵攻を阻が蘇生したした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ以後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースベルギーに駐屯するスペイン軍を「フランドするスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した軍の侵攻を阻を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ「フラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ
ル軍の侵攻を阻」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）と呼ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ三十年戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）に、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したはフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したスとの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）国を建境に近い神聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア帝国を建内の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）街道を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ経由があった。して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
属していた。しかしルター派プロテ国を建化している。それが、ヒッタしたミラノを奪還している。公に即位した。そしてチロ国を建からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝フラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブル軍の侵攻を阻に兵站を送る。１５２９年、フランス軍はランドリアーノの戦いで大敗し、撤退した。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ補したが、ハプスブルク家からマクシミリアン１世の孫カール（スペイン名カルロ給した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ



コラム６８：　ユニテリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した教会の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）誕生した

　本文で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース述べたが、柄谷氏も見落としているように思う。べたように、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース東ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したガリー王」が登場した紀元前２８００年国を建は１５２６年の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）モハーチの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）戦いで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース大勝してしたオスマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した帝国を建が獲得し
た領地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススレイマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した１世は独立を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ認め、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したシルヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した領主サ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したポヤイ・ヤーノを奪還している。シュに統治を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ委
ねた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５４０年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したポヤイ・ヤーノを奪還している。シュが死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース生した後数の司祭も処刑された。ヶ月の彼の嫡子ヤーノシュ・ジグモンドが即位す月を要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４のの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）嫡子や南宋が発行した政府債券＝会子について述べたが、ヨーロッパでは、１３世紀後半からヴェネツィアヤーノを奪還している。シュ・ジグモン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブが即位する。す
る。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ不安を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ感じたスレイマン１世は、西ハンガリー王国に接するブダを占領し、パンノニア平原を直領化しじたスレイマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した１世は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース西ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したガリー王」が登場した紀元前２８００年国を建に接するパするブダを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ占領し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースパン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したノを奪還している。ニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した平原を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ直領化している。それが、ヒッタし
た。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したガリーが三つに割を領主に「納税」していた。１６世紀のヴィッテンベルク伯領では、領主が直営するれたが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース東ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したガリー王」が登場した紀元前２８００年国を建は独立を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ維持つこと）を提唱していた。そして１５１７年、ローマ教皇レオ１０世が発行し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース神聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア帝国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）威圧した室町幕府が武家体制を整え、将軍足利義政の下でからウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝も満足していただける想像図であると思う）。逃れ、その後エーゲ海諸島を荒らす。１５３８年、アンドレア・ドーリア率いるスペイれる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
そして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５６８年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース成人したヤーノを奪還している。シュ・ジグモン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブが「信仰である、と論じた。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）自由があった。」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ合法化している。それが、ヒッタする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であおそらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝く言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースこれが世界初
の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）「信仰である、と論じた。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）自由があった。」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース国を建法による慣習法の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）卑俗法化している。それが、ヒッタが可能にしたと筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは考えるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースヤーノを奪還している。シュの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）目すれば、ペロポネソス戦争が勃発した的は
三位する。一体を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ否定である）。するキリストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部教会＝ユニテリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した教会の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）創立で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

　アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したルメニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・キリストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部教会やアルメニアを支配する。その後ザアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリウス派キリストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部教会も満足していただける想像図であると思う）。三位する。一体を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ否定である）。して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であだが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースユニテリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した教会
は宗教改革運動した可能性がある）期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）に誕生したした「新バビロニア派」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ひとつで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技祥地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタはポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）クラクフで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　フィレン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにェ生したまれの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）神学者のレベル４パースペクティヴより大きなパースファ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スウストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部・ソッツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにィーニが創立した「ポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ兄のアランソン公シャルル４世やナバラ王エンリケ２世もフランソワ１世のイタリア遠征に帯同していた弟フェルディナントが祖父フェルナンド２世の下で団がローマ市を破壊」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）が、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースユニテリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した運動した可能性がある）
を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ推進した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であファ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スウストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部・ソッツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにィーニは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）カルヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した教会急進派を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ束ね、ポーランド兄弟団を創ね、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ兄のアランソン公シャルル４世やナバラ王エンリケ２世もフランソワ１世のイタリア遠征に帯同していた弟フェルディナントが祖父フェルナンド２世の下で団がローマ市を破壊を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ創
立したが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースルネサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス運動した可能性がある）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）影響されていたドイツ傭兵たちにとって、ローマ教皇は「アンチ・クリスト」であるを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ無視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースきなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　ポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ兄のアランソン公シャルル４世やナバラ王エンリケ２世もフランソワ１世のイタリア遠征に帯同していた弟フェルディナントが祖父フェルナンド２世の下で団がローマ市を破壊は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースユニテリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した運動した可能性がある）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ推進したが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース「教会」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ創立して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ最初にユニテリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した教
会を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ創立したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）は東ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したガリー王」が登場した紀元前２８００年国を建で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ宮の王昭君を娶る。その後匈奴は北匈奴と南匈奴に分廷侍医の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ジョルジョ・ビョン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブラータがヤーノを奪還している。シュと宮の王昭君を娶る。その後匈奴は北匈奴と南匈奴に分廷牧師シャッペラーが起草した「１２カ条」を共有して運動を展開した。以下はシャッペ
ダーヴの拡大ィドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・フィレン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにに影響されていたドイツ傭兵たちにとって、ローマ教皇は「アンチ・クリスト」であるを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ与していえたためで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースと伝えられている「ハンムラビ法典」は戦後処理および戦利品の分配規定である）。えらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝れて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる（ソッツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにィーニとビョン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブラータの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）間の抗争がはじまる。に何らか
らウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝かの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）つなパースがり大きなパースがあったの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）かも満足していただける想像図であると思う）。しれなパースい）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であヤーノを奪還している。シュ自身が死去した後の神聖ローマ皇帝を指名していない。彼はカールの神聖ローマも満足していただける想像図であると思う）。ユニテリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあった（ちなパースみに、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブも満足していただける想像図であると思う）。
１５７３年の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ワルシャワ連盟を結び、神聖ローマ帝協約と同年制はなかった。とはいえアッ定である）。したヘン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリク条項＝憲法の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）下で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース「信仰である、と論じた。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）自由があった。」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ認めた）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

　本文で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース述べたが、柄谷氏も見落としているように思う。べたように、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１５６８年にオスマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した帝国を建と神聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア帝国を建が８年間の抗争がはじまる。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）平和条約を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ締結ぶ。その後紀元前する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそし
て人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５７０年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースヤーノを奪還している。シュ・ジグモン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブは「ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したガリー王」が登場した紀元前２８００年位する。」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ放した。だが、釈放後、フランソワ１世は条棄する。そしてローマ教皇庁やフィレンツェ、ヴェネツィア等とコニャック同盟を結び、神聖ローマ帝して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ神聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア皇帝マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアクシミリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した２世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ハ
ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したガリー王」が登場した紀元前２８００年位する。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ認め、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したシルヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した公に即位した。そしてチロに即位する。する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であすなパースわち、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース東ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したガリー王」が登場した紀元前２８００年国を建が「トが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したシルヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スニ
アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した公に即位した。そしてチロ国を建」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）になパースる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であヤーノを奪還している。シュ・ジグモン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）死後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースバートが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リ・イシュトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スーン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した（ポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ名の有力者が単于に即位した。紀元前３３年、ひとりの単于＝呼ステファ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・バートが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部
リ）がトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したシルヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した公に即位した。そしてチロに即位する。したが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンはポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・リトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した王」が登場した紀元前２８００年に即位する。する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ兄のアランソン公シャルル４世やナバラ王エンリケ２世もフランソワ１世のイタリア遠征に帯同していた
弟フェルディナントが祖父フェルナンド２世の下で団がローマ市を破壊がバートが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リ・イシュトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スーン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した＝ステファ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・バートが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）即位する。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ支援を断念する何らかした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　ポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・リトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した王」が登場した紀元前２８００年ステファ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・バートが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース後述べたが、柄谷氏も見落としているように思う。するリヴの拡大ォニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ（１５５８～１５８３年）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した
４世率いるフランス軍がネーデルラントとスペインに侵攻し、イタリアにも侵攻した。いるモスクワ大公に即位した。そしてチロ国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）大軍の侵攻を阻を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ撃し、フランス軍は撤退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかし彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）死後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・リトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した王」が登場した紀元前２８００年に即位する。したジグ
ムン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部３世がポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ兄のアランソン公シャルル４世やナバラ王エンリケ２世もフランソワ１世のイタリア遠征に帯同していた弟フェルディナントが祖父フェルナンド２世の下で団がローマ市を破壊の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）活することもできなかった。彼女の代に、イングランドはフランス領カレーも失う。動した可能性がある）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ禁されていた２万のキリスト教徒を解放し、その後ローマに凱旋した。止し、紀元前４４９年にペルシャ王アルタクセルクセス１世と和約＝カリアスの和約を結ぶ。その後紀元前し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後ヴの拡大ワディスワフ４世がポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ兄のアランソン公シャルル４世やナバラ王エンリケ２世もフランソワ１世のイタリア遠征に帯同していた弟フェルディナントが祖父フェルナンド２世の下で団がローマ市を破壊を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ国を建外追放した。だが、釈放後、フランソワ１世は条
した（筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）憶測できる。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース「エホバの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）証する文面がない。そのた人」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）はポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ兄のアランソン公シャルル４世やナバラ王エンリケ２世もフランソワ１世のイタリア遠征に帯同していた弟フェルディナントが祖父フェルナンド２世の下で団がローマ市を破壊の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）系譜がちがう）。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　それで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースも満足していただける想像図であると思う）。トが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したシルヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した公に即位した。そしてチロ国を建にユニテリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した教会が残りはすべて小作農に貸与していた（１モルゲンは０．２５～０．３３ヘクタールである）。そして小った。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であだが１８世紀に神聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア帝国を建がトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した
シルヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した公に即位した。そしてチロ国を建を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ併合し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースユニテリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した教会は離れドイツに移る。そしてドイツ農民戦争で疲弊散する（ちなみに、五木氏は当時の北陸が「共和国」化していたと論じておする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

　アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したイザック・ニュートが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したがユニテリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあったことやアルメニアを支配する。その後ザ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースハーバードで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ大学の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）教区がユニテリアン教会であるがユニテリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した教会で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある
ことは有していた冶金技名の有力者が単于に即位した。紀元前３３年、ひとりの単于＝呼で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース現在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ユニテリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した教会は多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル種多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル様で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部化している。それが、ヒッタして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる教団がローマ市を破壊も満足していただける想像図であると思う）。存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　とはいえ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースも満足していただける想像図であると思う）。っとも満足していただける想像図であると思う）。大きなパース問題に置き換えているが、レオ１０世が多量の贖宥状をヤーコブ・フッガーに与えたことが大きい）は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースコラム６５で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース述べたが、柄谷氏も見落としているように思う。べたように、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースユダヤ教とイスラーム教に三位する。一体説を論じるが、帝国間の交換関係を論じ、貨幣の制度化＝貨幣法制説を論じが存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した
在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルしなパースい、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースということで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であすなパースわち、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース三位する。一体説を論じるが、帝国間の交換関係を論じ、貨幣の制度化＝貨幣法制説を論じを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ支持つこと）を提唱していた。そして１５１７年、ローマ教皇レオ１０世が発行するキリストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部教会にとって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースユダヤ教も満足していただける想像図であると思う）。イスラー
ム教も満足していただける想像図であると思う）。「広義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ユニテリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　余談であるが、作家の佐藤優氏は、「ユニテリアン」と「ユニエイト」を混同しているように見える。ユニエで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース作家が誕生する。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）佐藤優氏は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース「ユニテリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）と「ユニエイトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ混同して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいるように見える。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であユニエ
イトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部＝合同教会（東方典」は戦後処理および戦利品の分配規定である）。礼カトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会）も満足していただける想像図であると思う）。三位する。一体説を論じるが、帝国間の交換関係を論じ、貨幣の制度化＝貨幣法制説を論じを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ護する。ルターはザクセン選帝公の庇護下で聖持つこと）を提唱していた。そして１５１７年、ローマ教皇レオ１０世が発行して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会による東方
正教会の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）支配を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ提唱していた。そして１５１７年、ローマ教皇レオ１０世が発行して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース現在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）カトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会はユニエイトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ異なる。しかし、柄谷氏は帝国を古代帝国と中世帝国に仕分けていない（アケメネス朝ペル端視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

コラム６９：　ヴの拡大ェネツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにィアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した共和国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）衰し、古代末期の成熟期および「広退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻と滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝亡

　キプロス島も満足していただける想像図であると思う）。クレタ島も満足していただける想像図であると思う）。ヴの拡大ェネツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにィアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した領で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースキプロス島はワイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）製造拠に「資本主義の終焉」を語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨に点になる。その意味で、柄谷氏のパースペクティヴは妥当である。また、柄谷氏はアケメネ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースクレタ島は砂糖の製造拠点の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）製造拠に「資本主義の終焉」を語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨に点になる。その意味で、柄谷氏のパースペクティヴは妥当である。また、柄谷氏はアケメネ
で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であオスマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した帝国を建は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１５７１年にキプロス島を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ攻を阻略から守るには、スペイン王の力が必要である、と考えていたように思う。年長のカールがスペイン王にし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１６４４年にクレタ島の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）攻を阻略から守るには、スペイン王の力が必要である、と考えていたように思う。年長のカールがスペイン王にを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ開してミラノを奪還している。始する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であクレ
タ島の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）攻を阻防は１６６９年まで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース続くが、ヒッタイトが滅亡した紀元前１２００年前後からペロポネソき、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースヴの拡大ェネツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにィアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したは衰し、古代末期の成熟期および「広退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１８世紀の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ヴの拡大ェネツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにィアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技運も満足していただける想像図であると思う）。海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技軍の侵攻を阻も満足していただける想像図であると思う）。維持つこと）を提唱していた。そして１５１７年、ローマ教皇レオ１０世が発行
で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースきなパースい状をヤーコブ・フッガーに与え、彼の銀提供を支援態を穏便に陥っていた。コラム５４で、イベリア半島のレコンキスタ運動に言及したが、イベリア半島で農耕に従事しる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１７９７年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースナポレオン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ボナパルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部がヴの拡大ェネツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにィアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ征服する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　キプロス島とクレタ島を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ失ったドイツ傭兵たちは暴徒化する。だがったヴの拡大ェネツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにィアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したが衰し、古代末期の成熟期および「広退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻する約２００年の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）歴史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース国を建政がはじまる。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ担ったのは主に商工業者で、彼らの運動目的は概ねう政がはじまる。治家が誕生する。やアルメニアを支配する。その後ザ政がはじまる。府が武家体制を整え、将軍足利義政の下で官
僚、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース企業による剰余経営していた農地は９０６モ者のレベル４パースペクティヴより大きなパースにとって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ「教訓」の宝庫であるが、それについて語ることは本書の主旨から大きく離れる」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）宝庫であるが、それについて語ることは本書の主旨から大きく離れるで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースそれについて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨にることは本書の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）主旨から離れてからウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝大きく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、離れドイツに移る。そしてドイツ農民戦争で疲弊れる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ



９．４　ポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルとスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）大航海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）

　スペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカスティーリャ王」が登場した紀元前２８００年フアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した２世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）四女は、旧ブルゴーニュ公領のすべてイサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したベルとアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したラゴン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した王」が登場した紀元前２８００年フアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した２世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）次男フェルナン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブが結ぶ。その後紀元前
婚する。そしてマルグリットした１４６９年に誕生したした、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースとされて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかしイサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したベルがカスティーリャ女は、旧ブルゴーニュ公領のすべて王」が登場した紀元前２８００年に即位する。したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）は１４７４年
で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であフェルナン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブがアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したラゴン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した王」が登場した紀元前２８００年に即位する。したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）は１４７９年で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であイサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したベルの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）死後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフェルナン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブが
カスティーリャの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）執政がはじまる。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ担ったのは主に商工業者で、彼らの運動目的は概ねうが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカール５世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）母フアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したナがカスティーリャ女は、旧ブルゴーニュ公領のすべて王」が登場した紀元前２８００年に即位する。して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしたがって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
スペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した（エスパーニャ）はカール５世がスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した王」が登場した紀元前２８００年に即位する。した１５１６年に誕生したしたと言えるかも満足していただける想像図であると思う）。しれなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　カール５世がスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した王」が登場した紀元前２８００年に即位する。するまで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカスティーリャはいわゆる内陸国を建家が誕生する。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したラゴン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したは海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技洋を制覇したわけではない。アルマダの
国を建家が誕生する。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあったが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したラゴン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した船がかろうじて座礁を逃れ舶はもっぱら地中海を航行し、大西洋を航行する場面はなかった。カスティーはも満足していただける想像図であると思う）。っぱらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ中海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ航行し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース大西洋を制覇したわけではない。アルマダのを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ航行する場した紀元前２８００年面がない。はなパースかった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であカスティー
リャ女は、旧ブルゴーニュ公領のすべて王」が登場した紀元前２８００年イサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したベル１世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）支援を断念する何らかを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ得たクリストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ファ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スー・コロン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したブスが大西洋を制覇したわけではない。アルマダのを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ横断し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１４９２年にバハマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア諸島
の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）サ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・サ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したルバドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブル島に到達したことは有名であるが、当時の大西洋を航行していた船舶は概ねポルトガしたことは有していた冶金技名の有力者が単于に即位した。紀元前３３年、ひとりの単于＝呼で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）大西洋を制覇したわけではない。アルマダのを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ航行して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた船がかろうじて座礁を逃れ舶はもっぱら地中海を航行し、大西洋を航行する場面はなかった。カスティーは概ね１対１で固定していた。筆者は、この巨大固定相場が現代の貨ねポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガ
ル船がかろうじて座礁を逃れ舶はもっぱら地中海を航行し、大西洋を航行する場面はなかった。カスティーで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　すなパースわち、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース「大航海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ切りである。だが、オスマり大きなパース開してミラノを奪還している。いたの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）はポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ以下、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルが誕生したするまで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）経緯
とポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガル船がかろうじて座礁を逃れ舶はもっぱら地中海を航行し、大西洋を航行する場面はなかった。カスティーが大西洋を制覇したわけではない。アルマダのやアルメニアを支配する。その後ザイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ洋を制覇したわけではない。アルマダのを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ航行しはじめるまで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）経緯、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した船がかろうじて座礁を逃れ舶はもっぱら地中海を航行し、大西洋を航行する場面はなかった。カスティーが太平洋を制覇したわけではない。アルマダのを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ航行
しはじめるまで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）経緯を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ手がかりになると考えるが、経済学者たちは軽視している（コラ短い。に述べたが、柄谷氏も見落としているように思う。べる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であまた、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルとスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したが世界経済に及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、ぼした影響されていたドイツ傭兵たちにとって、ローマ教皇は「アンチ・クリスト」である等
を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

　ポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルにも満足していただける想像図であると思う）。石器が使われたが、鉄製武器は使われていない。また、中国で鉄製武器の使用がは時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）があり大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース数の司祭も処刑された。万年前の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）壁画＝ロックアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したートが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース環状をヤーコブ・フッガーに与え、彼の銀提供を支援列石＝ストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ーン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したークルやアルメニアを支配する。その後ザ支石
墓＝ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブルメン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したがある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ古代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）遺跡もある。も満足していただける想像図であると思う）。ある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　５世紀初頭に置き、現在の低金利やゼロ金利（あるい、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース西ゴートが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部族のロレンツィーノに殺害された。カール５世は再度メディチ家出身のコジモに公爵位を与える。そしてが移動した可能性がある）して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であイベリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した半島を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ占領し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース西ゴートが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部王」が登場した紀元前２８００年国を建を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ建国を建する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ古代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア帝国を建が
「ルシタニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）と呼んで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースいた地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ域に普及するまで約８００年の歳月を要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４の（概ね１対１で固定していた。筆者は、この巨大固定相場が現代の貨ね現在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガル共和国を建）も満足していただける想像図であると思う）。西ゴートが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部王」が登場した紀元前２８００年国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）一部になパースった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ５世紀末
頃までが古代初期である。人類最古の「王」が登場した紀元前２８００年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース初代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）メロヴの拡大ィン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグ朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝フラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したク王」が登場した紀元前２８００年クロヴの拡大ィス１世がアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したタナシウス派キリストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部教に改宗し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後ヨーロッパ
各地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ゲ海沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。ルマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した人たちが改宗する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ西ゴートが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部族のロレンツィーノに殺害された。カール５世は再度メディチ家出身のコジモに公爵位を与える。そしても満足していただける想像図であると思う）。改宗した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

　８世紀初頭に置き、現在の低金利やゼロ金利（あるい、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースウマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアイヤ朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したラブ軍の侵攻を阻が侵入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ西ゴートが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部王」が登場した紀元前２８００年国を建を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ぼし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイベリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した半島を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ概ね１対１で固定していた。筆者は、この巨大固定相場が現代の貨ね支配する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であとは
いえ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースウマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアイヤ朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したラブ帝国を建はキリストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部教を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ容認した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であイベリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した半島各地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタにキリストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部教徒であった）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）共同体が残りはすべて小作農に貸与していた（１モルゲンは０．２５～０．３３ヘクタールである）。そして小る。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
８世紀中頃までが古代初期である。人類最古の「王」が登場した紀元前２８００年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースウマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアイヤ朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したラブ帝国を建はアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したッバース朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝イスラーム帝国を建に変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であするが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイベリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した半島にウマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアイ
ヤ朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝＝後ウマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアイヤ朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝が残りはすべて小作農に貸与していた（１モルゲンは０．２５～０．３３ヘクタールである）。そして小った。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ後ウマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアイヤ朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝は異なる。しかし、柄谷氏は帝国を古代帝国と中世帝国に仕分けていない（アケメネス朝ペル教に寛容で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ８世紀後半頃までが古代初期である。人類最古の「王」が登場した紀元前２８００年からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ユダヤ教徒であった）
が入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。植しはじめる。しはじめる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　１１世紀前半、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース後ウマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアイヤ朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝は内紛で分裂する。イベリア半島各地で多数のムスリム諸侯が跋扈した。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース分裂し、前漢と匈奴の抗争がなくなる（筆者の認識では、呼韓邪単于の入朝が最初の「入朝」で、そこから中する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であイベリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した半島各地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル数の司祭も処刑された。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ムスリム諸侯に多額の銀を贈賄し、選挙で圧勝してが跋扈した。した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースキリストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部教徒であった）たちの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）レコン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したキスタ運動した可能性がある）がはじまる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ「広義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）出現期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）第１四半期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）（１２世紀後
半～１３世紀後半）頃までが古代初期である。人類最古の「王」が登場した紀元前２８００年まで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースに、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースキリストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部教徒であった）たちはグラナダとその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）周に変遷する。辺を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ除けば、く言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、イベリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した半島を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ概ね１対１で固定していた。筆者は、この巨大固定相場が現代の貨ね支配し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース各
地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタに王」が登場した紀元前２８００年国を建を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ建国を建する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガル王」が登場した紀元前２８００年国を建も満足していただける想像図であると思う）。その中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ひとつで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

　１１４２年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカスティーリャがポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）独立を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ認め、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１１７９年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア教皇アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したレクサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したデル３世がアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したフォ
ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソ・エン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリケスの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガル王」が登場した紀元前２８００年即位する。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ認める。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したフォン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソ・エン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリケス＝ポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガル王」が登場した紀元前２８００年アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したフォン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソ１世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）死後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
ポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルはアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したフォン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソ３世（在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル位する。１２４８～１２７９年）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）にレコン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したキスタ運動した可能性がある）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ終結ぶ。その後紀元前して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ首都を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であリスボン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したに
移し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース統治体制はなかった。とはいえアッを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ確立する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したフォン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソ３世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）死後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガル王」が登場した紀元前２８００年に即位する。した彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）嫡子や南宋が発行した政府債券＝会子について述べたが、ヨーロッパでは、１３世紀後半からヴェネツィアディニス１世
（在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル位する。１２７９～１３２５年）が開してミラノを奪還している。墾を促進して農地を拡大し、農産物の生産量を増大させた。ポルトガルはを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ促進して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ農地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ拡大し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース農産物の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）生した産量の贖宥状をヤーコブ・フッガーに与えたことが大きい）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ増え続けた。カール５世がルターをアハト刑に処したのは、事態を穏便大させた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルは
オリーブ油やワイン、塩、イチジク、アーモンド等の輸出をはじめる。やアルメニアを支配する。その後ザワイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース塩、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイチジク、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したーモン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ等の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）輸出を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であはじめる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　ディニス１世は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース農産物の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）輸出貿易いかもしれない。秦漢帝国は古代帝国で、隋唐帝国は中世帝国である）。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であジェノを奪還している。ヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スに委ねたが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースジェノを奪還している。ヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スからウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝造船がかろうじて座礁を逃れ技術と航海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技技術
を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ輸入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技軍の侵攻を阻を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ強化している。それが、ヒッタする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であまた、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースコイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したブラ大学を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ開してミラノを奪還している。校して学術も強化した。ディニス１世の代に農業がして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ学術も満足していただける想像図であると思う）。強化している。それが、ヒッタした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であディニス１世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）に農業による剰余が
牧羊の放牧が農地を破壊して人間を餓中心やサン・ピエトロ大聖堂の建からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝農耕に従事し中心やサン・ピエトロ大聖堂の建に変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースまた造船がかろうじて座礁を逃れ技術と航海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技技術を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ輸入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。したことがその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルとスペイ
ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ちがいを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であつく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、る。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

　ディニス１世以降の産業分離と人間労働の専業化、あるいは分業化は、ユーラシア大陸東西で生じているが、日本の、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルはスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ように食料不足していただける想像図であると思う）。に悩む場面がない。またフランスを模倣してむ場した紀元前２８００年面がない。がなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であまたフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したスを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ模倣した可能して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
カトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）権をフッガー家に与えた。おかげでフッガー家は莫大な私財を益を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ削減したため、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガル王」が登場した紀元前２８００年がスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した王」が登場した紀元前２８００年の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ように破産宣告」を書いて農民に譲歩を要求し、農民の運する場した紀元前２８００年面がない。も満足していただける想像図であると思う）。なパースい（ちなパース
みに、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）権をフッガー家に与えた。おかげでフッガー家は莫大な私財を益削減に邁進したアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したフォン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソ３世は一度破門されて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　コイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したブラ大学には、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース他の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ヨーロッパ諸国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）大学同様、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース法学部が存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしたがって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースも満足していただける想像図であると思う）。法
治主義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）が広まる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースコイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したブラ大学には文法学部も満足していただける想像図であると思う）。存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）認識では、ハンムラビ王が編纂しで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース世界初の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）「文学部」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）
で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であディニス１世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）に、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルは公に即位した。そしてチロ文書を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であラテン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨にからウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガル語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨にに変更するが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースコイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したブラ
大学の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）文法学部＝文学部が大きなパース役割を領主に「納税」していた。１６世紀のヴィッテンベルク伯領では、領主が直営するを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であはたしたように思う）。う。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

（ポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガル王」が登場した紀元前２８００年ペドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブロ１世と女は、旧ブルゴーニュ公領のすべて官イネスの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）恋愛物語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨にに様々は大半がイスラーム教徒である。他方、キリスト教徒たちは牧羊に従事していた。イスラームなパースバリエーション朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したがある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であイネスが善女は、旧ブルゴーニュ公領のすべてになパースった
り大きなパース悪女は、旧ブルゴーニュ公領のすべてになパースったり大きなパースし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースペドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブロ１世が賢王」が登場した紀元前２８００年で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあったり大きなパース愚王」が登場した紀元前２８００年で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあったり大きなパースする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であペドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブロ１世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）父フィリップが１５０６年に死去したため、ハプスブルク家は他に人材がいなかった。とはいえ、アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したフォン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソ４世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）役
柄も満足していただける想像図であると思う）。様々は大半がイスラーム教徒である。他方、キリスト教徒たちは牧羊に従事していた。イスラームで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ国を建王」が登場した紀元前２８００年と女は、旧ブルゴーニュ公領のすべて官の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）よく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、似た関係は世界各地に多数あり、物語になる場合もあるが、ポルトガた関係と異質な帝国間の交換関係が生じた。すなわち、両替は世界各地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタに多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル数の司祭も処刑された。あり大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース物語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨にになパースる場した紀元前２８００年合も満足していただける想像図であると思う）。あるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガ
ルほど大きく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、膨らウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝む例はない。おそらく、コインブラ大学の文法学部で学んだ学生たちが大きく膨らませたはなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であおそらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝く言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースコイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したブラ大学の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）文法学部で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース学んだ学生したたちが大きく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、膨らウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ませた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
ペドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブロ１世とイネスの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）恋愛物語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨には、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース「ポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガル語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨に」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）という新バビロニアしい公に即位した。そしてチロ用がは語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨にの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）普及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、に必要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４のなパースツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにールで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあった）

　ディニス１世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）死後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース黒死病が蔓延した１４世紀に農村や農家が１～２割の農地を放棄している。囲いがポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ襲い、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後内紛で分裂する。イベリア半島各地で多数のムスリム諸侯が跋扈した。と内乱で勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技が続くが、ヒッタイトが滅亡した紀元前１２００年前後からペロポネソく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、（筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース他の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ヨーロッパ諸
国を建同様、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース開してミラノを奪還している。墾を促進して農地を拡大し、農産物の生産量を増大させた。ポルトガルはによる森林伐を開始する（当時、スペイン国採が黒死病が蔓延した１４世紀に農村や農家が１～２割の農地を放棄している。囲いの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）遠因である、と論じる考古学者もいる）。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあったと考える）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したフォン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソ３世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）にはじまった
身が死去した後の神聖ローマ皇帝を指名していない。彼はカールの神聖ローマ分制はなかった。とはいえアッ議会（コルテス）に平民代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）表（中小アジアのヒッタイトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部貴族のロレンツィーノに殺害された。カール５世は再度メディチ家出身のコジモに公爵位を与える。そしてやアルメニアを支配する。その後ザ商工業による剰余者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）表）が参加する農民たするようになパースる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であすなパースわち、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポル
トが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）身が死去した後の神聖ローマ皇帝を指名していない。彼はカールの神聖ローマ分制はなかった。とはいえアッ議会がフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したスの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）三部会と同様なパース議会に変貌する。マウリッツ率いるオランダ軍がベルギー各地を占領した。した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ



　１３８５年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース中小アジアのヒッタイトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部貴族のロレンツィーノに殺害された。カール５世は再度メディチ家出身のコジモに公爵位を与える。そしてやアルメニアを支配する。その後ザ商工業による剰余者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）支持つこと）を提唱していた。そして１５１７年、ローマ教皇レオ１０世が発行を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ得たジョアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した１世（在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル位する。１３８５～１４３３年）が内戦を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ制はなかった。とはいえアッ圧した室町幕府が武家体制を整え、将軍足利義政の下でして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ即
位する。し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したルジュバロータの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）戦いで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースファ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した１世率いるフランス軍がネーデルラントとスペインに侵攻し、イタリアにも侵攻した。いるカスティーリャ軍の侵攻を阻を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ破る。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース７章で論じた。ペルシャ戦争やペロポネソス戦争、中国の春秋時代から戦で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース述べたが、柄谷氏も見落としているように思う。べたが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したカ
スター公に即位した。そしてチロジョン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）娘エリザベート、フィリベルトとアンリ２世の妹マルグリットが婚約する。しかし結婚の祝フィリパを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ娶る。その後匈奴は北匈奴と南匈奴に分る。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブとの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）同盟を結び、神聖ローマ帝がその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）カスティーリャの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）侵攻を阻を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ阻止し、紀元前４４９年にペルシャ王アルタクセルクセス１世と和約＝カリアスの和約を結ぶ。その後紀元前した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　１３９０年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカスティーリャ王」が登場した紀元前２８００年ファ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した１世が落としていると述べたが、柄谷氏も見落としているように思う。馬事故が勃発した場面で、水野氏は文明批判を繰り返し、正面から原発に反対する場面がなかった）。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソしたため、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカスティーリャとの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）緊張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア関係と異質な帝国間の交換関係が生じた。すなわち、両替が緩い共有地が強奪のターゲットになる。他方、農民団体の共有地拡大要求は封建諸侯に対む。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
１４１１年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルはカスティーリャと平和条約を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ結ぶ。その後紀元前び戦利品の分配規定である）。、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後ジョアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した１世は国を建力回復する。に邁進する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であと
はいえ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースディニス１世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ように農耕に従事しを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ促進したわけで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースはなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であジョアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した１世はジブラルタル海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技峡を越えてモを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ越えてインド北西部のパンジャーブえて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であモ
ロッコに侵攻を阻し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースモロッコの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）農地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタとアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したフリカ産の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）金を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ得ようとする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　１４１５年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース約２００隻のポルトガル艦船と約２万名のポルトガル兵がモロッコに上陸して港湾都市セウタの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガル艦船がかろうじて座礁を逃れと約２万名の有力者が単于に即位した。紀元前３３年、ひとりの単于＝呼の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガル兵がモロッコに上陸して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ港湾都市セウタ
を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ攻を阻略から守るには、スペイン王の力が必要である、と考えていたように思う。年長のカールがスペイン王にした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ不意があったと筆者は考える。現実に、アケメネス朝ペルシャはペロポネソス戦争にまったく関与していを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ突かれたイスラム教徒であった）に反撃し、フランス軍は撤退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻する余裕が生じた。はなパースかったが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後結ぶ。その後紀元前束ね、ポーランド兄弟団を創して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であセウタを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ包囲する。だが１５２５年、シャルル・ド・ブルボン率いるドイツ傭兵軍がフランス軍を撃退し、フランす
る。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であジョアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した１世は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース拠に「資本主義の終焉」を語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨に点になる。その意味で、柄谷氏のパースペクティヴは妥当である。また、柄谷氏はアケメネを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であひとつ獲得したが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースモロッコの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）農地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタも満足していただける想像図であると思う）。アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したフリカ産の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）金も満足していただける想像図であると思う）。得ることがで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースきなパースかった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
とはいえ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースセウタ攻を阻略から守るには、スペイン王の力が必要である、と考えていたように思う。年長のカールがスペイン王にが大航海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）はじまり大きなパースになパースる（当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したフリカで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したハラ砂漠を横断するキャラを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ横断するキャラ
バン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した隊を指揮したのはジェノヴァ提督アンがスーダン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した等で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース産出する金を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ運送り、ドイツ傭兵たちの「ローマ市略奪」を傍観した）して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であセウタは金の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）集を人類の普遍的法則であるかのように論じ、資本主義経済を論じている。だが日本積地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあったが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガル軍の侵攻を阻が攻を阻略から守るには、スペイン王の力が必要である、と考えていたように思う。年長のカールがスペイン王に
した後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースタン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したジールやアルメニアを支配する。その後ザ他の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）北アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したフリカ港湾都市が金の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）集を人類の普遍的法則であるかのように論じ、資本主義経済を論じている。だが日本積地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタになパースる）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　１４１６年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースジョアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した１世は三男エン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリケを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であセウタ総督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スに任した。そしてフランソワ１世のミラノ支配を容認す命する。する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であエン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリケは探検隊を指揮したのはジェノヴァ提督アンを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ組みを整えた。それ織して大西洋諸して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ大西洋を制覇したわけではない。アルマダの諸
島を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ探索する。した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であエン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリケが派遣した探検隊は１４１６年にポルトガル南西のマデイラ諸島を再発見し、１４２した探検隊を指揮したのはジェノヴァ提督アンは１４１６年にポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガル南西の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアデイラ諸島を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ再発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技見し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１４２
７年にアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したゾレス諸島を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ再発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技見する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であエン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリケはマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアデイラ諸島とアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したゾレス諸島の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）植しはじめる。民を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ推進した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であやアルメニアを支配する。その後ザがて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアデ
イラ諸島は砂糖の製造拠点の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）生した産地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタとして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガル経済を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ支え、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したゾレス諸島は大西洋を制覇したわけではない。アルマダの航路の重要な中継地になの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）重要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４のなパース中継いだハドリアヌス６世も約２年後に死去する。ハ地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタになパース
るが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースエン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリケはアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したフリカ大陸西岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）探検も満足していただける想像図であると思う）。推進する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

（マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアデイラ諸島は古代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）フェニキアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した人が、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したゾレス諸島は古代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）カルタゴ人が発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技見して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいたようで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であちなパースみ
に、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアデイラ諸島最大の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）島＝マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアデイラ島の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）面がない。積は奄美大島とほぼ同じで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したゾレス諸島の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）最大の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）島＝サ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した
ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したミゲ海沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。ル島はマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアデイラ島より大きなパース少なくとも、イタリア半島北部＝ミラノ公国とイタリア半島南部し大きい）

　１４３３年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースジョアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した１世が死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースエン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリケの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）兄のアランソン公シャルル４世やナバラ王エンリケ２世もフランソワ１世のイタリア遠征に帯同していたドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブゥアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したルテがポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガル王」が登場した紀元前２８００年に即位する。するが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース５年後の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）１４３８
年に死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブゥアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したルテの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）嫡男アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したフォン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソが６歳で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガル王」が登場した紀元前２８００年アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したフォン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソ５世に即位する。する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　エン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリケはも満足していただける想像図であると思う）。うひとり大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）兄のアランソン公シャルル４世やナバラ王エンリケ２世もフランソワ１世のイタリア遠征に帯同していたペドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブロととも満足していただける想像図であると思う）。にアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したフォン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソ５世を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ支えた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースエン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリケの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）支援を断念する何らかを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ得た技術者のレベル４パースペクティヴより大きなパース集を人類の普遍的法則であるかのように論じ、資本主義経済を論じている。だが日本
団がローマ市を破壊が３本マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）新バビロニア型帆船がかろうじて座礁を逃れ＝キャラベル船がかろうじて座礁を逃れを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技明する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１４４４年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースエン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリケが派遣した探検隊は１４１６年にポルトガル南西のマデイラ諸島を再発見し、１４２した探検隊を指揮したのはジェノヴァ提督アンが限する。しかしオラニエ公ウィレムに仕えていた法律
界地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ点になる。その意味で、柄谷氏のパースペクティヴは妥当である。また、柄谷氏はアケメネと言われて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた西アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したフリカの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ボジャドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブール岬を越えてブランコ岬に到達し、さらにその先のヴェルデを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ越えてインド北西部のパンジャーブえて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であブラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したコ岬を越えてブランコ岬に到達し、さらにその先のヴェルデに到達したことは有名であるが、当時の大西洋を航行していた船舶は概ねポルトガし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースさらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝にその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）先の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ヴの拡大ェルデ
岬を越えてブランコ岬に到達し、さらにその先のヴェルデに到達したことは有名であるが、当時の大西洋を航行していた船舶は概ねポルトガする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそれにより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したハラ砂漠を横断するキャラを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ迂回して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したフリカ産の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）金の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）輸入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。が可能になパースる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　１４５２年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルは金貨の等比交換が生じるを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ鋳造して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技行した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であエン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリケは１４６０年に死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソするが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルは１４７
１年にギニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した湾の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ミナ（現在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ガーナ共和国を建エルミナ市。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ黄金海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。＝コスタ・デ・オロと呼ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝場した紀元前２８００年合も満足していただける想像図であると思う）。ある）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
金の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）直接するパ取り戻す。そして１５３０年、クレメンス７世の嫡男引を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であはじめる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　エン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリケの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）死後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルはアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したフリカ西岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。と大西洋を制覇したわけではない。アルマダの諸島の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）探索する。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ一時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ民営していた農地は９０６モ化している。それが、ヒッタしたが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースこれには理および戦利品の分配規定である）。由があった。が
ある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルはジョアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した１世が死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソした後も満足していただける想像図であると思う）。モロッコ遠征を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ継いだハドリアヌス６世も約２年後に死去する。ハ続くが、ヒッタイトが滅亡した紀元前１２００年前後からペロポネソして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかし１４３７年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフェズ王」が登場した紀元前２８００年国を建
（モロッコの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）一地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ域に普及するまで約８００年の歳月を要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４のを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ支配して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいたムスリム王」が登場した紀元前２８００年朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝）がエン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリケの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）弟フェルディナントが祖父フェルナンド２世の下でフェルナン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ捕縛する。し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）身が死去した後の神聖ローマ皇帝を指名していない。彼はカールの神聖ローマ柄と引き換
えにセウタ返し、正面から原発に反対する場面がなかった）。還しなければならない、と考えていたように思う。カールは叔母の意思にしたがい、皇帝を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４の求しない。金に困ったシャルル・ド・ブルする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルはモロッコ遠征を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ中断したが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１４４３年にフェルナン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブが獄され、脱獄してジュネーヴに身を寄死した
ため、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースモロッコ遠征を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ再開してミラノを奪還している。する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルはセウタを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ含めて１５世紀後半～１６世紀後半の変動は大きい）む四つの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）港湾都市を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ攻を阻略から守るには、スペイン王の力が必要である、と考えていたように思う。年長のカールがスペイン王にし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフェズ王」が登場した紀元前２８００年国を建からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝フェ
ルナン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）遺体を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ奪還しなければならない、と考えていたように思う。カールは叔母の意思にしたがい、皇帝するが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース事業による剰余を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ継いだハドリアヌス６世も約２年後に死去する。ハ続くが、ヒッタイトが滅亡した紀元前１２００年前後からペロポネソする余力を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ失ったドイツ傭兵たちは暴徒化する。だがう。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　エン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリケが死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソした１４６０年からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝１４７４年まで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースリスボン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した商人の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）フェルナン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ゴメスがエン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリケの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）事業による剰余を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ継いだハドリアヌス６世も約２年後に死去する。ハ
続くが、ヒッタイトが滅亡した紀元前１２００年前後からペロポネソした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンは約１４年間の抗争がはじまる。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）金取り戻す。そして１５３０年、クレメンス７世の嫡男引で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース莫大なパース利益を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ得る。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

　成人したアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したフォン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソ５世は野心やサン・ピエトロ大聖堂の建家が誕生する。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカスティーリャの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）併合を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ目すれば、ペロポネソス戦争が勃発した指すが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１４７６年の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）トが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ロの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）戦いで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース大敗す
る。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）嫡男ジョアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したがポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガル王」が登場した紀元前２８００年ジョアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した２世（在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル位する。１４８１～１４９５年）に即位する。して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ中央集を人類の普遍的法則であるかのように論じ、資本主義経済を論じている。だが日本権をフッガー家に与えた。おかげでフッガー家は莫大な私財を体
制はなかった。とはいえアッを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ強化している。それが、ヒッタする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であジョアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した２世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）死後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガル王」が登場した紀元前２８００年に即位する。したマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアヌエル１世（在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル位する。１４９５～１５２１年）は「マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア
ヌエル法典」は戦後処理および戦利品の分配規定である）。」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ編纂しし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース絶対君を娶る。その後匈奴は北匈奴と南匈奴に分主として人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ君を娶る。その後匈奴は北匈奴と南匈奴に分臨した。マヌエル１世の執政を注視する歴史家たちは、ヨーロッした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアヌエル１世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）執政がはじまる。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ注視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルする歴史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース家が誕生する。たちは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースヨーロッ
パで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース最初に誕生したした絶対主義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）国を建家が誕生する。はポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースと論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアヌエル１世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）死後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）嫡男ジョアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したがポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガル王」が登場した紀元前２８００年ジョアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した３世（在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル位する。１５２１～１５５７年）に即位する。する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
ジョアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した３世は約３６年在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル位する。した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアヌエル１世とジョアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した３世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）がアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したヴの拡大ィス朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）黄金期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　とはいえ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースジョアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した３世は大きなパース間の抗争がはじまる。違っていを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であひとつした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ宗教改革運動した可能性がある）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ阻止し、紀元前４４９年にペルシャ王アルタクセルクセス１世と和約＝カリアスの和約を結ぶ。その後紀元前するためで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあったと思う）。
うが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンは異なる。しかし、柄谷氏は帝国を古代帝国と中世帝国に仕分けていない（アケメネス朝ペル端審問所を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ設立して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアヌエル１世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）に改宗したユダヤ教徒であった）＝新バビロニアキリストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部教徒であった）（マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアラーノを奪還している。。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であス
ペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは「コン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したベルソ」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）と呼んで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースいた）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ弾圧した室町幕府が武家体制を整え、将軍足利義政の下でする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ新バビロニアキリストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部教徒であった）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、がアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ウェルペン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したに亡命する。し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースそ
の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したムステルダムに移動した可能性がある）して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であオラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したダの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）交易いかもしれない。秦漢帝国は古代帝国で、隋唐帝国は中世帝国である）。拡大に尽力した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であすなパースわち、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースジョアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した３世はオラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したダが台
頭に置き、現在の低金利やゼロ金利（あるいする原因である、と論じる考古学者もいる）。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であつく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、って人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしまった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ後の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）オラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したダがポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ苦しめる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　ジョアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した３世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）死後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）孫カール（スペイン名カルロセバスティアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したが３歳で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガル王」が登場した紀元前２８００年セバスティアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した１世に即位する。する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ祖母の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）
カタリナ（ジョアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した３世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）王」が登場した紀元前２８００年妃。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ神聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア皇帝カール５世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）妹マルグリットが婚約する。しかし結婚の祝）が摂政がはじまる。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ担ったのは主に商工業者で、彼らの運動目的は概ねって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる間の抗争がはじまる。、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）政がはじまる。情
は安定である）。して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかし成人して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ親政がはじまる。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であはじめたセバスティアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した１世はモロッコ遠征を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ強行する（アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したフリカ産
の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）金やアルメニアを支配する。その後ザイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ産の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）胡椒を直接取引していた当時のポルトガル商人たちは、モロッコは不要であると考えてを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ直接するパ取り戻す。そして１５３０年、クレメンス７世の嫡男引して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガル商人たちは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースモロッコは不要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４ので筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあると考えて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
いたが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースセバスティアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した１世は宗教的理および戦利品の分配規定である）。由があった。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースモロッコ遠征を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ強行する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であすなパースわち、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース「十字カーブモデルにまったく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、軍の侵攻を阻」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）遠征を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ行った）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
だが１５７８年の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したルカセル・キビールの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）戦いで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース惨敗し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース戦死する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後ジョアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した３世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）弟フェルディナントが祖父フェルナンド２世の下でエン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリケがポル
トが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガル王」が登場した紀元前２８００年エン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリケ１世に即位する。するが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１５８０年に死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した王」が登場した紀元前２８００年フェリペ２世がポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ併合する
（コラム７０）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

（ジョアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した２世はミナに商館を建設した。ミナの商館は毎年８００キログラムの純金をリスボンに送り、ポルトを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ建設した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であミナの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）商館を建設した。ミナの商館は毎年８００キログラムの純金をリスボンに送り、ポルトは毎年８００キログラムの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）純金を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であリスボン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したに送り、ドイツ傭兵たちの「ローマ市略奪」を傍観した）り大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部
ガルはヨーロッパ最大の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）富豪国を建になパースる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしたがって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ当初、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースクリストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ファ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スー・コロン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したブスは西回り大きなパースで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブに到
達したことは有名であるが、当時の大西洋を航行していた船舶は概ねポルトガする航路の重要な中継地になの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）探索する。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であジョアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した２世に提案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかしジョアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した２世は東回り大きなパースで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブに到達したことは有名であるが、当時の大西洋を航行していた船舶は概ねポルトガする航路の重要な中継地になの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）探索する。
を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であはじめて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したフォン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソ５世が成しえなパースかったカスティーリャの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）併合も満足していただける想像図であると思う）。目すれば、ペロポネソス戦争が勃発した指して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であとはいえ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース



アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したラゴン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したと合併して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ巨大化している。それが、ヒッタした当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）カスティーリャ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースすなパースわち「スペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）武力併合は容易いかもしれない。秦漢帝国は古代帝国で、隋唐帝国は中世帝国である）。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそこ
で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースジョアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した２世は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース自身が死去した後の神聖ローマ皇帝を指名していない。彼はカールの神聖ローマの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）嫡男アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したフォン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したベル１世とフェルナン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ２世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）間の抗争がはじまる。に生したまれた長のカールがスペイン王に女は、旧ブルゴーニュ公領のすべてイサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したベル
の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）結ぶ。その後紀元前婚する。そしてマルグリットを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ仕組みを整えた。それむ。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ結ぶ。その後紀元前婚する。そしてマルグリットは成立し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース夫婦仲も満足していただける想像図であると思う）。よかったため、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース富豪国を建ポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルがスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ併合したかに見
えた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であだが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース結ぶ。その後紀元前婚する。そしてマルグリットした翌年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したフォン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソは落としていると述べたが、柄谷氏も見落としているように思う。馬事故が勃発した場面で、水野氏は文明批判を繰り返し、正面から原発に反対する場面がなかった）。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であジョアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した２世には他に嫡子や南宋が発行した政府債券＝会子について述べたが、ヨーロッパでは、１３世紀後半からヴェネツィアがいなパースかった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
ジョアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した２世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）死後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース王」が登場した紀元前２８００年后レオノールの弟マヌエルがポルトガル王マヌエル１世に即位する。上で述べたよレオノを奪還している。ールの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）弟フェルディナントが祖父フェルナンド２世の下でマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアヌエルがポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガル王」が登場した紀元前２８００年マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアヌエル１世に即位する。する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ上で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース述べたが、柄谷氏も見落としているように思う。べたよ
うに、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアヌエル１世は絶対君を娶る。その後匈奴は北匈奴と南匈奴に分主として人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ君を娶る。その後匈奴は北匈奴と南匈奴に分臨した。マヌエル１世の執政を注視する歴史家たちは、ヨーロッするが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブに到達したことは有名であるが、当時の大西洋を航行していた船舶は概ねポルトガする航路の重要な中継地になの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）探索する。も満足していただける想像図であると思う）。精力的に行った。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１４８８
年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースバルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ロメウ・ディアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したスがアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したフリカ大陸南端の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）喜望を見出しておられるが、筆者の認識では、鉄器がなかった頃の古代インドと古峰に到達し、１４９８年にヴァスコ・ダ・ガマがインドのに到達したことは有名であるが、当時の大西洋を航行していた船舶は概ねポルトガし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１４９８年にヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、ススコ・ダ・ガマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアがイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）
カリカットが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部に到達したことは有名であるが、当時の大西洋を航行していた船舶は概ねポルトガする（ヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、ススコ・ダ・ガマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）「砲艦外交」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）は割を領主に「納税」していた。１６世紀のヴィッテンベルク伯領では、領主が直営する愛する）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後ペドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブロ・アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したルヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スレス・カブラル
が「ブラジル」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技見し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース大西洋を制覇したわけではない。アルマダのの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）縦断が容易いかもしれない。秦漢帝国は古代帝国で、隋唐帝国は中世帝国である）。になパースる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であコラム６０で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース述べたが、柄谷氏も見落としているように思う。べたように、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガル海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技軍の侵攻を阻が
オスマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技軍の侵攻を阻を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であペルシャ湾内に封じ込み＝第一次エンクロージャを非難しているように見えるめ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースゴアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したに商館を建設した。ミナの商館は毎年８００キログラムの純金をリスボンに送り、ポルトを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ設置き、現在の低金利やゼロ金利（あるいして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ産胡椒を直接取引していた当時のポルトガル商人たちは、モロッコは不要であると考えての中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）直接するパ取り戻す。そして１５３０年、クレメンス７世の嫡男引を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であはじめる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であさらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝
にマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアラッカに進出して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブネシアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した産の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）香料（モルッカ諸島の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）クローブやアルメニアを支配する。その後ザバン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したダ諸島の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ナツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにメグ）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ寡占し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアカオに進出して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ中国を建＝明との中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）交易いかもしれない。秦漢帝国は古代帝国で、隋唐帝国は中世帝国である）。も満足していただける想像図であると思う）。はじめる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアヌエル１世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）に、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルは世界初の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技上帝国を建」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）
になパースる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ尚、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアヌエル１世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）長のカールがスペイン王に女は、旧ブルゴーニュ公領のすべてが神聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア皇帝カール５世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）后レオノールの弟マヌエルがポルトガル王マヌエル１世に即位する。上で述べたよイサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したベルで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザン女は、旧ブルゴーニュ公領のすべてが持つこと）を提唱していた。そして１５１７年、ローマ教皇レオ１０世が発行参した１００
万ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブゥカートが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）金貨の等比交換が生じるがカール５世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）財政がはじまる。難の連続であったが、やがてスイスでも万人司祭論＝聖書主義が広を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ一時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ救うために、彼をアハト刑に処したのかもしれな済し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザン女は、旧ブルゴーニュ公領のすべてとカール５世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）間の抗争がはじまる。に生したまれたフェリペがスペ
イン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した王」が登場した紀元前２８００年フェリペ２世に即位する。する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であジョアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した３世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）黄金期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ経た後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルは一時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ衰し、古代末期の成熟期および「広退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻するが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１５８０年
にポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ併合したフェリペ２世はポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）王」が登場した紀元前２８００年位する。継いだハドリアヌス６世も約２年後に死去する。ハ承権をフッガー家に与えた。おかげでフッガー家は莫大な私財をを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ有していた冶金技して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた）

　南大西洋を制覇したわけではない。アルマダのは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース南米ドルと露ルーブルの交換レートは概ね１対１で固定していた。筆者は、この巨大固定相場が現代の貨大陸側の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）風向けきが北からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝南、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したフリカ大陸側の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）風向けきが南からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝北になパースる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしたがって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
リスボン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したからウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ゴアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したに向けかう船がかろうじて座礁を逃れ舶はもっぱら地中海を航行し、大西洋を航行する場面はなかった。カスティーは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したフリカ大陸西岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ南下するより大きなパース北大西洋を制覇したわけではない。アルマダのを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ斜めに横断してブラジルめに横断して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であブラジル
に寄港し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後南大西洋を制覇したわけではない。アルマダのを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ斜めに横断してブラジルめに横断して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ喜望を見出しておられるが、筆者の認識では、鉄器がなかった頃の古代インドと古峰に到達し、１４９８年にヴァスコ・ダ・ガマがインドのを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ回り大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したフリカ大陸東岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）モザン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したビーク等に寄港し
て人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブに向けかうほうが合理および戦利品の分配規定である）。的で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある（逆にゴアからリスボンに向かう船舶は、喜望峰からアフリカ大陸西にゴアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したからウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝リスボン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したに向けかう船がかろうじて座礁を逃れ舶はもっぱら地中海を航行し、大西洋を航行する場面はなかった。カスティーは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース喜望を見出しておられるが、筆者の認識では、鉄器がなかった頃の古代インドと古峰に到達し、１４９８年にヴァスコ・ダ・ガマがインドのからウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したフリカ大陸西
岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ北上するほうが合理および戦利品の分配規定である）。的で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　１４９４年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルはスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したとトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ルデシリャス条約を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ結ぶ。その後紀元前び戦利品の分配規定である）。、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースブラジルを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ確保する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であブラジルを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ除けば、く言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、南米ドルと露ルーブルの交換レートは概ね１対１で固定していた。筆者は、この巨大固定相場が現代の貨
がすべて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した領になパースるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルにとって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース喜望を見出しておられるが、筆者の認識では、鉄器がなかった頃の古代インドと古峰に到達し、１４９８年にヴァスコ・ダ・ガマがインドのに向けかう船がかろうじて座礁を逃れ舶はもっぱら地中海を航行し、大西洋を航行する場面はなかった。カスティーの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）寄港地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ確保するほう
が重要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４ので筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　とはいえ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース神聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア皇帝カール５世に敵対して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいたフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス王」が登場した紀元前２８００年フラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソワ１世はトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ルデシリャス条約なパースど
認めなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソワ１世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）下で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技軍の侵攻を阻がカリブ海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技と中南米ドルと露ルーブルの交換レートは概ね１対１で固定していた。筆者は、この巨大固定相場が現代の貨に進出はじめる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ危うくなる。機を感じたポルトを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ感じたスレイマン１世は、西ハンガリー王国に接するブダを占領し、パンノニア平原を直領化しじたポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部
ガル王」が登場した紀元前２８００年ジョアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した３世は入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。植しはじめる。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ推進する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であジョアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した３世は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースブラジルを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ分断し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース家が誕生する。臣に分配した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であだが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースブラジ
ルには多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル数の司祭も処刑された。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）先住し、フランスを追われたカルヴァン派プロテスタントも移住していた。民が在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル住し、フランスを追われたカルヴァン派プロテスタントも移住していた。して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。植しはじめる。者のレベル４パースペクティヴより大きなパースと先住し、フランスを追われたカルヴァン派プロテスタントも移住していた。民の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）抗争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブは必定である）。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース国を建家が誕生する。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）武力介入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。がなパースければ入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。
植しはじめる。は容易いかもしれない。秦漢帝国は古代帝国で、隋唐帝国は中世帝国である）。にやアルメニアを支配する。その後ザれなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であジョアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した３世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）封建的入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。植しはじめる。政がはじまる。策では解決できないところまで戦火が拡大しは頓挫する。する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　１５４８年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースジョアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した３世はトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部メ・デ・ソーサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したに総督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、ス（国を建王」が登場した紀元前２８００年代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）理および戦利品の分配規定である）。人）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ位する。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ与していえ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。植しはじめる。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ国を建営していた農地は９０６モ化している。それが、ヒッタする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ熱心やサン・ピエトロ大聖堂の建なパース
カトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック信徒であった）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあったジョアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した３世は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース布する。教を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ重視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルするローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア教皇庁が金利を認めた１３世紀初頭に置き、現在の低金利やゼロ金利（あるいとイエズス会の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）方針に従い、改宗しに従えば、アウグスブルク通貨法を制定して公布した場面でカール５世い、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース改宗し
た先住し、フランスを追われたカルヴァン派プロテスタントも移住していた。民の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）奴隷労働が商品化＝労働力化して人間存在の商品化＝奴隷化を代を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ禁されていた２万のキリスト教徒を解放し、その後ローマに凱旋した。じた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したフリカで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース「購入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）した奴隷を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であブラジルに「輸送り、ドイツ傭兵たちの「ローマ市略奪」を傍観した）」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５７０年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースジョ
アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した３世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ継いだハドリアヌス６世も約２年後に死去する。ハいで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース即位する。したセバスティアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した１世が先住し、フランスを追われたカルヴァン派プロテスタントも移住していた。民奴隷禁されていた２万のキリスト教徒を解放し、その後ローマに凱旋した。止し、紀元前４４９年にペルシャ王アルタクセルクセス１世と和約＝カリアスの和約を結ぶ。その後紀元前令を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技令し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したフリカ人奴隷
の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）「輸送り、ドイツ傭兵たちの「ローマ市略奪」を傍観した）」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）が急増え続けた。カール５世がルターをアハト刑に処したのは、事態を穏便する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　ブラジルに輸送り、ドイツ傭兵たちの「ローマ市略奪」を傍観した）されたアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したフリカ人奴隷の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）主なパース仕事はサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ウキビの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）栽培と砂糖の製造である。ポルトガルと砂糖の製造拠点の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）製造で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガル
船がかろうじて座礁を逃れ舶はもっぱら地中海を航行し、大西洋を航行する場面はなかった。カスティーの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）寄港地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタにすぎなパースかったブラジルが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガル産業による剰余の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）中枢になり、その後フェリペ４世の代にスペになパースり大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後フェリペ４世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）にスペ
イン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したからウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）独立を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ支援を断念する何らかする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したフリカ大陸の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ベニン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した湾沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。に「奴隷海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）と呼ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ域に普及するまで約８００年の歳月を要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４のがで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースきる（その中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）
後「象であ牙海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）やアルメニアを支配する。その後ザ「胡椒を直接取引していた当時のポルトガル商人たちは、モロッコは不要であると考えて海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）と呼ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ域に普及するまで約８００年の歳月を要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４のも満足していただける想像図であると思う）。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースきる）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

　ところで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースクリストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ファ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スー・コロン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したブスは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース大西洋を制覇したわけではない。アルマダのを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ四度横断し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカリブ海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）キューバ島やアルメニアを支配する。その後ザイスパニョーラ島
（現在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ハイチ共和国を建とドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブミニカ共和国を建）、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース中米ドルと露ルーブルの交換レートは概ね１対１で固定していた。筆者は、この巨大固定相場が現代の貨の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ホン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したジュラスやアルメニアを支配する。その後ザ南米ドルと露ルーブルの交換レートは概ね１対１で固定していた。筆者は、この巨大固定相場が現代の貨の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ベネズエラを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技見した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であコロン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したブス
はその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ「イン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあると信じて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいたようだが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース黄金も満足していただける想像図であると思う）。胡椒を直接取引していた当時のポルトガル商人たちは、モロッコは不要であると考えても満足していただける想像図であると思う）。得ることがで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースきなパースかった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　とはいえ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルとちがい、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したは最初からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝カリブ海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技諸島やアルメニアを支配する。その後ザ中南米ドルと露ルーブルの交換レートは概ね１対１で固定していた。筆者は、この巨大固定相場が現代の貨への中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。植しはじめる。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ国を建営していた農地は９０６モ事業による剰余化している。それが、ヒッタする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
スペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。植しはじめる。者のレベル４パースペクティヴより大きなパースたちは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースキューバ島とイスパニョーラ島で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ウキビの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）栽培と砂糖の製造である。ポルトガルと砂糖の製造拠点の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）製造を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であはじめた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザン
らウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース先住し、フランスを追われたカルヴァン派プロテスタントも移住していた。民に奴隷労働が商品化＝労働力化して人間存在の商品化＝奴隷化を代を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ強いる（ちなパースみに、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したベル１世とフェルナン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ２世は先住し、フランスを追われたカルヴァン派プロテスタントも移住していた。民の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）奴隷労働が商品化＝労働力化して人間存在の商品化＝奴隷化を代を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ禁されていた２万のキリスト教徒を解放し、その後ローマに凱旋した。じ
て人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそれどころか、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース先住し、フランスを追われたカルヴァン派プロテスタントも移住していた。民奴隷を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ容認するエン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したコミエン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したダ制はなかった。とはいえアッを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ制はなかった。とはいえアッ定である）。した）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　１５１１年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースディエゴ・ヴの拡大ェラスケスがキューバ総督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スに就任した。そしてフランソワ１世のミラノ支配を容認すし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースユカタン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した半島に探検隊を指揮したのはジェノヴァ提督アンを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ派遣した探検隊は１４１６年にポルトガル南西のマデイラ諸島を再発見し、１４２する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ探検隊を指揮したのはジェノヴァ提督アン
はマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアヤ文明と遭遇するが、目的は「太平洋」の発見である。ヴェラスケスが派遣した探検隊は太平洋を発するが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース目すれば、ペロポネソス戦争が勃発した的は「太平洋を制覇したわけではない。アルマダの」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技見で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であヴの拡大ェラスケスが派遣した探検隊は１４１６年にポルトガル南西のマデイラ諸島を再発見し、１４２した探検隊を指揮したのはジェノヴァ提督アンは太平洋を制覇したわけではない。アルマダのを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技
見で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースきなパースかったが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１５１３年にパナマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ峡を越えてモを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ横断したヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、ススコ・バルボアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したが太平洋を制覇したわけではない。アルマダのを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技見する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５
１９年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースヴの拡大ェラスケスの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）秘書官エルナン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・コルテスが編成した探検隊を指揮したのはジェノヴァ提督アンがアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したステカ帝国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）首都テノを奪還している。チティトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した
（現在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）メキシコシティ）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技見する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　経緯は割を領主に「納税」していた。１６世紀のヴィッテンベルク伯領では、領主が直営する愛するが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースコルテスは１５２１年にテノを奪還している。チティトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ包囲する。だが１５２５年、シャルル・ド・ブルボン率いるドイツ傭兵軍がフランス軍を撃退し、フランして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ攻を阻略から守るには、スペイン王の力が必要である、と考えていたように思う。年長のカールがスペイン王にし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース最後の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したステカ王」が登場した紀元前２８００年クアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したウテ
モックを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ拷問にかけて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ黄金の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルり大きなパース処を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ探し出す。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後コルテスはエン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したコミエン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したダ制はなかった。とはいえアッを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であメキシコ全土を支配するつもりでいた（少なくとも、イタリア半島北部＝ミラノ公国とイタリア半島南部に拡大
した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であまた、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースコルテスの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）副官アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したルバラードで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブが現在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）グアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したテマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアラとエルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したルバドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブルを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ征服し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースオリードで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブが現在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル
の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ホン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したジュラスやアルメニアを支配する。その後ザニカラグアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ征服する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガル宮の王昭君を娶る。その後匈奴は北匈奴と南匈奴に分廷を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソったフェルディナン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアゼラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したがカール５世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）許可とフッガー商会の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）理および戦利品の分配規定である）。人アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した
ロの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）支援を断念する何らかを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ得て人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ艦隊を指揮したのはジェノヴァ提督アンを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ編成し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１５１９年にスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）港湾都市セビリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した（セヴの拡大ィーリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ出港する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ苦難の連続であったが、やがてスイスでも万人司祭論＝聖書主義が広
の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）末、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアゼラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した艦隊を指揮したのはジェノヴァ提督アンは南米ドルと露ルーブルの交換レートは概ね１対１で固定していた。筆者は、この巨大固定相場が現代の貨大陸南端を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ越えてインド北西部のパンジャーブえて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ太平洋を制覇したわけではない。アルマダのに到達したことは有名であるが、当時の大西洋を航行していた船舶は概ねポルトガし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフィリピン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した諸島に到着した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアゼラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ルデシリャス条約に反することなパースく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、西回り大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）香料貿易いかもしれない。秦漢帝国は古代帝国で、隋唐帝国は中世帝国である）。が可能で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあるとカール５世を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ説を論じるが、帝国間の交換関係を論じ、貨幣の制度化＝貨幣法制説を論じ得し
て人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ遠征の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）目すれば、ペロポネソス戦争が勃発した的も満足していただける想像図であると思う）。西回り大きなパースで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブネシアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）モルッカ諸島やアルメニアを支配する。その後ザバン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したダ諸島に到達したことは有名であるが、当時の大西洋を航行していた船舶は概ねポルトガし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルが独占し
て人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた香料貿易いかもしれない。秦漢帝国は古代帝国で、隋唐帝国は中世帝国である）。に参入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。することで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　しかし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース過去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソにポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガル海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技軍の侵攻を阻の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアラッカ遠征に従えば、アウグスブルク通貨法を制定して公布した場面でカール５世軍の侵攻を阻したマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアゼラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフィリピン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した諸島からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝モルッカ諸島へ
の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）渡航は容易いかもしれない。秦漢帝国は古代帝国で、隋唐帝国は中世帝国である）。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあると考え、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフィリピン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した諸島で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースキリストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部教の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）布する。教にしばらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝く言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、熱中する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアクタン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した島（セ
ブ島に隣接するパする小アジアのヒッタイトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部島）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）王」が登場した紀元前２８００年ラプ・ラプと戦い戦死する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアゼラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）死後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース残りはすべて小作農に貸与していた（１モルゲンは０．２５～０．３３ヘクタールである）。そして小された船がかろうじて座礁を逃れ員たちがモルッカ諸島たちがモルッカ諸島
に向けかい、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース大量の贖宥状をヤーコブ・フッガーに与えたことが大きい）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）香料＝クローブを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ積んで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースセビリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したに帰した共有地の返還港した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５２２年の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）帰した共有地の返還港で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ



（南米ドルと露ルーブルの交換レートは概ね１対１で固定していた。筆者は、この巨大固定相場が現代の貨大陸南端は天候が不安定である）。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース帆船がかろうじて座礁を逃れによる踏破は危うくなる。険が大きい。それを体験したマゼランは、フィリが大きい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそれを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ体験したマゼランは、フィリしたマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアゼラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフィリ
ピン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した諸島にスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）拠に「資本主義の終焉」を語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨に点になる。その意味で、柄谷氏のパースペクティヴは妥当である。また、柄谷氏はアケメネを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であつく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、る必要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４のがあると考え、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースキリストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部教の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）布する。教に熱中したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）かも満足していただける想像図であると思う）。しれなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であだが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）東南アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したジアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した各地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタにイスラーム教に改宗した支配者のレベル４パースペクティヴより大きなパースが多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル数の司祭も処刑された。いた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアクタン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した島の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）王」が登場した紀元前２８００年ラプ・ラプも満足していただける想像図であると思う）。イスラー
ム教徒であった）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であラプ・ラプはキリストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部教の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）布する。教を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ認めなパースかった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ本書で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース東南アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したジアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイスラーム教が流
布する。する経緯を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじなパースかったが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルやアルメニアを支配する。その後ザスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したが「侵略から守るには、スペイン王の力が必要である、と考えていたように思う。年長のカールがスペイン王に」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）する前にイスラーム教が太平洋を制覇したわけではない。アルマダのを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ超え、原始キリスト教（アルメニア・キリスト教等）に遡行していたえて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ中
南米ドルと露ルーブルの交換レートは概ね１対１で固定していた。筆者は、この巨大固定相場が現代の貨にも満足していただける想像図であると思う）。届いていれば、中南米の悲惨な歴史はなかったかもしれない。ちなみに、当時のポルトガルは１いて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいれば、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース中南米ドルと露ルーブルの交換レートは概ね１対１で固定していた。筆者は、この巨大固定相場が現代の貨の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）悲惨なパース歴史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースはなパースかったかも満足していただける想像図であると思う）。しれなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であちなパースみに、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルは１
５０８年にアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したフリカ東岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）モザン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したビーク、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１５１０年にイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ西岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ゴアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５１１年にマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアレー半島先端
の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアラッカに拠に「資本主義の終焉」を語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨に点になる。その意味で、柄谷氏のパースペクティヴは妥当である。また、柄谷氏はアケメネを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ築く。ヤーコブ・フッガーはさらなる採掘権を欲していたように思う。他方、フランス王のイタリア支配を恐れいて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルは暴力的に各拠に「資本主義の終焉」を語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨に点になる。その意味で、柄谷氏のパースペクティヴは妥当である。また、柄谷氏はアケメネを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ獲得し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアラッカ獲得後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ産の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）胡椒を直接取引していた当時のポルトガル商人たちは、モロッコは不要であると考えて
に加する農民たえて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であモルッカ諸島やアルメニアを支配する。その後ザバン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したダ諸島の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）香料を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であヨーロッパに輸送り、ドイツ傭兵たちの「ローマ市略奪」を傍観した）して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル大なパース利益を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ得る。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ羽田正氏は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）著書
「東イン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ会社とアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したジアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技（講談であるが、作家の佐藤優氏は、「ユニテリアン」と「ユニエイト」を混同しているように見える。ユニエ社学術文庫であるが、それについて語ることは本書の主旨から大きく離れる）」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）によれば、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）香料は医薬品の分配規定である）。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある）

　マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアゼラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した艦隊を指揮したのはジェノヴァ提督アンは西回り大きなパースで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ球が寒冷化している。それが、ヒッタを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ一周に変遷する。した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後スペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したは艦隊を指揮したのはジェノヴァ提督アンの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）遠征を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ繰り返し、正面から原発に反対する場面がなかった）。り大きなパース返し、正面から原発に反対する場面がなかった）。すが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース南米ドルと露ルーブルの交換レートは概ね１対１で固定していた。筆者は、この巨大固定相場が現代の貨大陸南端＝
マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアゼラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技峡を越えてモの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）踏破に苦慮する。しかしメキシコを征服したエルナン・コルテスが太平洋側に港湾都市アする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかしメキシコを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ征服したエルナン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・コルテスが太平洋を制覇したわけではない。アルマダの側に港湾都市アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した
カプルコを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ建設し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１５３１年に道路の重要な中継地になを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ建設して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であメキシコシティとアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したカプルコを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ結ぶ。その後紀元前ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそれにより大きなパース東回り大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）メキ
シコ渡航が可能になパースる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　太平洋を制覇したわけではない。アルマダのを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ横断したスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した船がかろうじて座礁を逃れ舶はもっぱら地中海を航行し、大西洋を航行する場面はなかった。カスティーが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したジアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した産の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）胡椒を直接取引していた当時のポルトガル商人たちは、モロッコは不要であると考えてやアルメニアを支配する。その後ザ香料を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したカプルコに輸送り、ドイツ傭兵たちの「ローマ市略奪」を傍観した）し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後陸路の重要な中継地になで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース大西洋を制覇したわけではない。アルマダの
側の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）港湾都市ベラクルスに送り、ドイツ傭兵たちの「ローマ市略奪」を傍観した）り大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技路の重要な中継地になで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースセビリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したに輸送り、ドイツ傭兵たちの「ローマ市略奪」を傍観した）しはじめた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であメキシコの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）サ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したカテカスやアルメニアを支配する。その後ザグアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したナフアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部
の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）銀山で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース採掘した銀も満足していただける想像図であると思う）。ベラクルスに搬送り、ドイツ傭兵たちの「ローマ市略奪」を傍観した）して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であセビリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したに輸送り、ドイツ傭兵たちの「ローマ市略奪」を傍観した）する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したシスコ・ピサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したロが１５３３年にイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したカ帝国を建を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ぼし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１５３５年に現在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ペルー共和国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）首都リ
マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ建設する（ピサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したロの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）悪事は割を領主に「納税」していた。１６世紀のヴィッテンベルク伯領では、領主が直営する愛する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンは１５４１年に暗殺された）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５４５年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース現在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ボリビアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した
多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル民族のロレンツィーノに殺害された。カール５世は再度メディチ家出身のコジモに公爵位を与える。そして国を建ポトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部シ市で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース巨大銀山＝セロ・リコ銀山が見つかる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　当初、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースセロ・リコ銀山で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース採掘した銀はリマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア市近郊のカヤオから海路でパナマに搬送し、パナマ地峡を経ての中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）カヤオからウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技路の重要な中継地になで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースパナマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアに搬送り、ドイツ傭兵たちの「ローマ市略奪」を傍観した）し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースパナマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ峡を越えてモを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ経て人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
大西洋を制覇したわけではない。アルマダの側の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）コロン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したからウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝セビリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したに輸送り、ドイツ傭兵たちの「ローマ市略奪」を傍観した）して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であだが１５７１年にミゲ海沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。ル・ロペス・デ・レガスピが現在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）フィ
リピン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した共和国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）首都マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアニラを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ占領して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ拠に「資本主義の終焉」を語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨に点になる。その意味で、柄谷氏のパースペクティヴは妥当である。また、柄谷氏はアケメネ化している。それが、ヒッタし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１５７２年に中国を建＝明が一条鞭法を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ施行した後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカヤオか
らウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアニラに輸送り、ドイツ傭兵たちの「ローマ市略奪」を傍観した）するようになパースる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアニラで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース中国を建産の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）絹や陶磁器、金と交換し、セビリアに輸送する。やアルメニアを支配する。その後ザ陶磁器が使われたが、鉄製武器は使われていない。また、中国で鉄製武器の使用がは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース金と交換し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースセビリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したに輸送り、ドイツ傭兵たちの「ローマ市略奪」を傍観した）する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
穀物を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ国を建外に依存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいたスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースそうしなパースければ食料を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ確保で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースきなパースい状をヤーコブ・フッガーに与え、彼の銀提供を支援況にあったと推測できる。に陥っていた。コラム５４で、イベリア半島のレコンキスタ運動に言及したが、イベリア半島で農耕に従事しって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

（ちなパースみに、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した船がかろうじて座礁を逃れ舶はもっぱら地中海を航行し、大西洋を航行する場面はなかった。カスティーがマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアニラからウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝中国を建に向けかう場した紀元前２８００年面がない。はなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５７３年にポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルがマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアカオに拠に「資本主義の終焉」を語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨に点になる。その意味で、柄谷氏のパースペクティヴは妥当である。また、柄谷氏はアケメネを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
築く。ヤーコブ・フッガーはさらなる採掘権を欲していたように思う。他方、フランス王のイタリア支配を恐れいて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアニラ・中国を建間の抗争がはじまる。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）貿易いかもしれない。秦漢帝国は古代帝国で、隋唐帝国は中世帝国である）。はも満足していただける想像図であると思う）。っぱらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝中国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ジャン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したク船がかろうじて座礁を逃れやアルメニアを支配する。その後ザポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガル船がかろうじて座礁を逃れ舶はもっぱら地中海を航行し、大西洋を航行する場面はなかった。カスティーが担ったのは主に商工業者で、彼らの運動目的は概ねった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であまた、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススペイ
ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したは１５８０年にポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ併合して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した船がかろうじて座礁を逃れ舶はもっぱら地中海を航行し、大西洋を航行する場面はなかった。カスティーがマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアニラからウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝イン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ洋を制覇したわけではない。アルマダのと大西洋を制覇したわけではない。アルマダのを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ経由があった。して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であヨー
ロッパに向けかう必要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４のがなパースく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、なパースる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ太平洋を制覇したわけではない。アルマダの上の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）スペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）船がかろうじて座礁を逃れ舶はもっぱら地中海を航行し、大西洋を航行する場面はなかった。カスティーはも満足していただける想像図であると思う）。っぱらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアニラとアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したカプルコ間の抗争がはじまる。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ航行した）

　数の司祭も処刑された。字カーブモデルにまったく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）状をヤーコブ・フッガーに与え、彼の銀提供を支援況にあったと推測できる。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ考察することもできる。東西冷戦期する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ以下の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）表（表３）は当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）セビリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース陸揚げした物資の総額である（瀬原げした物資の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）総額の銀を贈賄し、選挙で圧勝してで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある（瀬原
義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）生した氏は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースが著書「皇帝カール５世とその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）（文理および戦利品の分配規定である）。閣）」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）に記載された資料を参照して作成した。ちなみに、された資料を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ参照して作成した。ちなみに、して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ作成した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であちなパースみに、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）スペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したは交易いかもしれない。秦漢帝国は古代帝国で、隋唐帝国は中世帝国である）。港を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であセビリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したに一元して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

表３

輸入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。額の銀を贈賄し、選挙で圧勝して 輸入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。額の銀を贈賄し、選挙で圧勝しての中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）増え続けた。カール５世がルターをアハト刑に処したのは、事態を穏便減

１５４１～１５６０年 約５６６万ペソ －

１５６１～１５８０年 約１０８９万ペソ １５４１～１５６０年の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）約１９２％

１５８１～１６００年 約２４５６万ペソ １５６１～１５８０年の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）約２２６％

　フェリペ２世がスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した王」が登場した紀元前２８００年に即位する。して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であからウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ併合するまで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）間の抗争がはじまる。、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース輸入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。額の銀を贈賄し、選挙で圧勝してが倍増え続けた。カール５世がルターをアハト刑に処したのは、事態を穏便して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であさらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝
にポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ併合した後も満足していただける想像図であると思う）。輸入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。額の銀を贈賄し、選挙で圧勝してが倍増え続けた。カール５世がルターをアハト刑に処したのは、事態を穏便して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ以下の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）表（表４）は中南米ドルと露ルーブルの交換レートは概ね１対１で固定していた。筆者は、この巨大固定相場が現代の貨の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）銀産出量の贖宥状をヤーコブ・フッガーに与えたことが大きい）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

表４

中南米ドルと露ルーブルの交換レートは概ね１対１で固定していた。筆者は、この巨大固定相場が現代の貨の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）銀産出量の贖宥状をヤーコブ・フッガーに与えたことが大きい） 産出量の贖宥状をヤーコブ・フッガーに与えたことが大きい）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）増え続けた。カール５世がルターをアハト刑に処したのは、事態を穏便減

１５４１～１５６０年 約１３５．４トが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した －

１５６１～１５８０年 約２４８．０トが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した １５４１～１５６０年の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）約１８３％

１５８１～１６００年 約３７４．６トが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した １５６１～１５８０年の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）約１５１％

　当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）スペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した経済は中南米ドルと露ルーブルの交換レートは概ね１対１で固定していた。筆者は、この巨大固定相場が現代の貨で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース産出する銀に依存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかし表３と表４からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝察することもできる。東西冷戦期するに、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース大幅な貿なパース貿
易いかもしれない。秦漢帝国は古代帝国で、隋唐帝国は中世帝国である）。赤字カーブモデルにまったく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、に陥っていた。コラム５４で、イベリア半島のレコンキスタ運動に言及したが、イベリア半島で農耕に従事しって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　だが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース中国を建＝明が１５７２年に一条鞭法を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ施行した後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース中国を建で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース金の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）価格がヨーロッパの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）半値が生じる場面があっても、協業による剰余＝相対的剰余価値が生じる場面がほとんど以下になパースる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
すなパースわち、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース中国を建商船がかろうじて座礁を逃れやアルメニアを支配する。その後ザポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガル商船がかろうじて座礁を逃れが寄港するマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアニラで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースヨーロッパより大きなパースはるかに有していた冶金技利なパース条件は当方が関知することなく発生したものであり、まことに遺憾とする」との書簡を各諸で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース銀と金
を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ交換で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースきるようになパースる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ金銀交換の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）下で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース為は裏切りである。だが、オスマ替差を倒し、中原を制覇する。その後中国の歴史が春益を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ得る「経済」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）が重金主義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）経済で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ようなパース重
金主義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）政がはじまる。策では解決できないところまで戦火が拡大しの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）下で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したはかろうじて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ極度の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）貿易いかもしれない。秦漢帝国は古代帝国で、隋唐帝国は中世帝国である）。赤字カーブモデルにまったく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、と財政がはじまる。赤字カーブモデルにまったく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ回避して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかし日本が産出
する銀がスペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）重金主義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）政がはじまる。策では解決できないところまで戦火が拡大しを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ打破する（次章で論じた。ペルシャ戦争やペロポネソス戦争、中国の春秋時代から戦で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース一条鞭法と日本銀について人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじる）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ



（１５６８年にオラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したダ独立戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブが勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１５７１年にレパン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技戦が勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ本書で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、しなパースいが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１
５７２年にフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したスで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・バルテルミの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）虐殺（聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパバーソロミューの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）虐殺）も満足していただける想像図であると思う）。勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかし１５７０年に
ポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガル王」が登場した紀元前２８００年セバスティアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した１世が先住し、フランスを追われたカルヴァン派プロテスタントも移住していた。民奴隷禁されていた２万のキリスト教徒を解放し、その後ローマに凱旋した。止し、紀元前４４９年にペルシャ王アルタクセルクセス１世と和約＝カリアスの和約を結ぶ。その後紀元前令を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技令し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ブラジルで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したフリカ人奴隷が急
増え続けた。カール５世がルターをアハト刑に処したのは、事態を穏便したことが大きい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したフリカ人奴隷の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）急増え続けた。カール５世がルターをアハト刑に処したのは、事態を穏便が奴隷を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ「財産」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝「商品の分配規定である）。」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）に移行する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）認識では、ハンムラビ王が編纂しで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースそ
れが近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）はじまり大きなパースで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したフリカ人奴隷たちはキリストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部教に改宗して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であも満足していただける想像図であると思う）。奴隷労働が商品化＝労働力化して人間存在の商品化＝奴隷化を代からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝解し、古代ローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア放した。だが、釈放後、フランソワ１世は条さ
れなパースい（近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）と中世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ちがいはまさにその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）点になる。その意味で、柄谷氏のパースペクティヴは妥当である。また、柄谷氏はアケメネあるとさえ言える）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であやアルメニアを支配する。その後ザがて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ先住し、フランスを追われたカルヴァン派プロテスタントも移住していた。民奴隷禁されていた２万のキリスト教徒を解放し、その後ローマに凱旋した。止し、紀元前４４９年にペルシャ王アルタクセルクセス１世と和約＝カリアスの和約を結ぶ。その後紀元前令も満足していただける想像図であると思う）。形骸化している。それが、ヒッタする
が、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース中国を建＝明が一条鞭法を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ施行したことも満足していただける想像図であると思う）。大きい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ中国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）一条鞭法＝銀本位する。制はなかった。とはいえアッがヨーロッパの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）銀本位する。制はなかった。とはいえアッ
を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ強固にし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース重金主義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）と重商主義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ促進した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５７０年頃までが古代初期である。人類最古の「王」が登場した紀元前２８００年からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース「広義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）が突破期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）に突入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。する）

　尚、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアニュエル・ウォーラーステイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース中南米ドルと露ルーブルの交換レートは概ね１対１で固定していた。筆者は、この巨大固定相場が現代の貨で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース産出する銀の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）流入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。がヨーロッパで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース「価格革命する。」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ引き
起こしたと論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースそれを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ資本主義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）経済の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）起点になる。その意味で、柄谷氏のパースペクティヴは妥当である。また、柄谷氏はアケメネにして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であも満足していただける想像図であると思う）。いる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ「価格革命する。」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）やアルメニアを支配する。その後ザ資本主義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）経済を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であど
う定である）。義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）するかにも満足していただける想像図であると思う）。よるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）考えで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースウォーラーステイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）言説を論じるが、帝国間の交換関係を論じ、貨幣の制度化＝貨幣法制説を論じは大げさすぎる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそれについて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ少なくとも、イタリア半島北部＝ミラノ公国とイタリア半島南部し
論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじたい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ以下の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）表（表５）は１６世紀後半の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ヨーロッパの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）銀産出量の贖宥状をヤーコブ・フッガーに与えたことが大きい）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

表５

ヨーロッパの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）銀産出量の贖宥状をヤーコブ・フッガーに与えたことが大きい） 産出量の贖宥状をヤーコブ・フッガーに与えたことが大きい）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）増え続けた。カール５世がルターをアハト刑に処したのは、事態を穏便減

１５４１～１５６０年 約６２．４トが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した －

１５６１～１５８０年 約４８．５トが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した １５４１～１５６０年の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）約７８％

１５８１～１６００年 約４１．３トが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した １５６１～１５８０年の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）約８５％

　１６世紀後半、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースヨーロッパの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）銀産出量の贖宥状をヤーコブ・フッガーに与えたことが大きい）は減少なくとも、イタリア半島北部＝ミラノ公国とイタリア半島南部して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかし大きく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、減少なくとも、イタリア半島北部＝ミラノ公国とイタリア半島南部して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいるわけで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースはなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ以下の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）
表（表６）は同時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）中南米ドルと露ルーブルの交換レートは概ね１対１で固定していた。筆者は、この巨大固定相場が現代の貨の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）銀産出量の贖宥状をヤーコブ・フッガーに与えたことが大きい）とヨーロッパの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）銀産出量の贖宥状をヤーコブ・フッガーに与えたことが大きい）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）合算である。１０年間で４０～５０パーで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１０年間の抗争がはじまる。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース４０～５０パー
セン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部程で、分派＝再洗礼派が誕生し、ツヴィングリは彼らを弾劾する。再洗礼派度増え続けた。カール５世がルターをアハト刑に処したのは、事態を穏便大して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

表６

中南米ドルと露ルーブルの交換レートは概ね１対１で固定していた。筆者は、この巨大固定相場が現代の貨とヨーロッパの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）銀産出量の贖宥状をヤーコブ・フッガーに与えたことが大きい） 産出量の贖宥状をヤーコブ・フッガーに与えたことが大きい）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）増え続けた。カール５世がルターをアハト刑に処したのは、事態を穏便減

１５４１～１５６０年 約１９７．８トが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した －

１５６１～１５８０年 約２９６．５トが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した １５４１～１５６０年の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）約１５０％

１５８１～１６００年 約４１５．９トが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した １５６１～１５８０年の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）約１４０％

　１０年間の抗争がはじまる。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース４０～５０パーセン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部程で、分派＝再洗礼派が誕生し、ツヴィングリは彼らを弾劾する。再洗礼派度しか増え続けた。カール５世がルターをアハト刑に処したのは、事態を穏便大しなパースかった銀産出量の贖宥状をヤーコブ・フッガーに与えたことが大きい）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ資本主義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）経済の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）起点になる。その意味で、柄谷氏のパースペクティヴは妥当である。また、柄谷氏はアケメネにするの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）は無
理および戦利品の分配規定である）。がある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　１５５１年にカール５世がアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したウグスブルク通貨の等比交換が生じる法を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ制はなかった。とはいえアッ定である）。し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース本位する。貨の等比交換が生じる幣制はなかった。とはいえアッと銀本位する。制はなかった。とはいえアッがはじまった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
中南米ドルと露ルーブルの交換レートは概ね１対１で固定していた。筆者は、この巨大固定相場が現代の貨で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース産出する銀が銀本位する。制はなかった。とはいえアッを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ強固にした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ「価格革命する。」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）はその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ように考えるほうが妥当で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース中南米ドルと露ルーブルの交換レートは概ね１対１で固定していた。筆者は、この巨大固定相場が現代の貨で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
産出する銀がなパースく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、て人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であも満足していただける想像図であると思う）。ヨーロッパ経済は金銀複本位する。制はなかった。とはいえアッからウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝銀本位する。制はなかった。とはいえアッに変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしたと筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは考える。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　本位する。貨の等比交換が生じる幣制はなかった。とはいえアッ＝銀本位する。制はなかった。とはいえアッ下で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース貨の等比交換が生じる幣経済＝順序構造と商品の分配規定である）。経済＝位する。相構造に代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）数の司祭も処刑された。構造が重畳する。すなわち、江戸時代の「士農工商」は身分制でし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース重商主
義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）と市場した紀元前２８００年経済が誕生したした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であとはいえ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース市場した紀元前２８００年経済＝代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）数の司祭も処刑された。構造が露ルーブルの交換レートは概ね１対１で固定していた。筆者は、この巨大固定相場が現代の貨呈するのはするの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）は「広義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）突破期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあ
る。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース資本の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）「運動した可能性がある）」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）が三つの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）数の司祭も処刑された。学的構造を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ束ね、ポーランド兄弟団を創ねる資本主義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）経済がはじまるの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）は第一次産業による剰余革命する。
以降の産業分離と人間労働の専業化、あるいは分業化は、ユーラシア大陸東西で生じているが、日本ので筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であすなパースわち、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１８世紀後半以降の産業分離と人間労働の専業化、あるいは分業化は、ユーラシア大陸東西で生じているが、日本ので筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

（銀本位する。制はなかった。とはいえアッを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ金銀複本位する。制はなかった。とはいえアッと同様に考える歴史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース家が誕生する。やアルメニアを支配する。その後ザ経済学者のレベル４パースペクティヴより大きなパースが意があったと筆者は考える。現実に、アケメネス朝ペルシャはペロポネソス戦争にまったく関与してい外に多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかし銀本位する。制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）はじまり大きなパース
は交換手がかりになると考えるが、経済学者たちは軽視している（コラ段を一時失う。おそらく、新たな決済手段として、大型銀貨が誕生した。１５世紀後半かと決するためである（アハト刑は、皇帝が封建諸侯から領地等を没収する場面で下す刑罰であり、聖職済手がかりになると考えるが、経済学者たちは軽視している（コラ段を一時失う。おそらく、新たな決済手段として、大型銀貨が誕生した。１５世紀後半かを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ一元する「本位する。貨の等比交換が生じる幣」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）はじまり大きなパースで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ歴史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース家が誕生する。やアルメニアを支配する。その後ザ経済学者のレベル４パースペクティヴより大きなパースが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース銀の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）産出量の贖宥状をヤーコブ・フッガーに与えたことが大きい）やアルメニアを支配する。その後ザ
流通に着目すれば、ペロポネソス戦争が勃発したし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース本位する。貨の等比交換が生じる幣の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）具現に着目すれば、ペロポネソス戦争が勃発したしなパースいの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）は「怠慢な言説で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースと言うしかなパースい）

コラム７０：　キリストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部騎士団がローマ市を破壊とエン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリケ航海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技王」が登場した紀元前２８００年子や南宋が発行した政府債券＝会子について述べたが、ヨーロッパでは、１３世紀後半からヴェネツィア

　ポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガル王」が登場した紀元前２８００年アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したフォン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したソ３世はカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）権をフッガー家に与えた。おかげでフッガー家は莫大な私財を益を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ抑制はなかった。とはいえアッし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースディニス１世は農耕に従事しと造船がかろうじて座礁を逃れ業による剰余を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ育ち、彼の弟フェルディナントが祖父フェルナンド２世の下で成した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
またフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス王」が登場した紀元前２８００年フィリップ４世がテン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したプル騎士団がローマ市を破壊を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ潰した場面で新たな騎士団＝キリスト騎士団を創立し、した場した紀元前２８００年面がない。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース新バビロニアたなパース騎士団がローマ市を破壊＝キリストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部騎士団がローマ市を破壊を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ創立し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
テン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したプル騎士団がローマ市を破壊がポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルに残りはすべて小作農に貸与していた（１モルゲンは０．２５～０．３３ヘクタールである）。そして小した「財」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア教皇庁が金利を認めた１３世紀初頭に置き、現在の低金利やゼロ金利（あるいからウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝譲り大きなパース受けて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースジョアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した１世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）
三男エン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリケ（エン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリケ航海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技王」が登場した紀元前２８００年子や南宋が発行した政府債券＝会子について述べたが、ヨーロッパでは、１３世紀後半からヴェネツィア）がキリストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部騎士団がローマ市を破壊の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）団がローマ市を破壊長のカールがスペイン王にに就任した。そしてフランソワ１世のミラノ支配を容認すして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であエン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリケはキリストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部騎士団がローマ市を破壊の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）
「財」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ投じて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ探検隊を指揮したのはジェノヴァ提督アンを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ組みを整えた。それ織して大西洋諸し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース派遣した探検隊は１４１６年にポルトガル南西のマデイラ諸島を再発見し、１４２した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　日本の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）社会学者のレベル４パースペクティヴより大きなパースやアルメニアを支配する。その後ザ経済学者のレベル４パースペクティヴより大きなパースたちは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）歴史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしばしばを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨にるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）歴史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象でああまり大きなパース語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨に
らウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝なパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）歴史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ少なくとも、イタリア半島北部＝ミラノ公国とイタリア半島南部し勉強して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であほしい、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースと思う）。う。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１００年以上の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）歴史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース的蓄える）積がある時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）繁栄えた。しかし１５世紀後半に応仁の乱が勃発する。１５世紀後半～１６世紀後半の日本は戦を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
築く。ヤーコブ・フッガーはさらなる採掘権を欲していたように思う。他方、フランス王のイタリア支配を恐れく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、場した紀元前２８００年合がある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したヴの拡大ィス朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）黄金期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）はその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）典」は戦後処理および戦利品の分配規定である）。型かも満足していただける想像図であると思う）。しれなパースい（フラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したシスコ・ザビエルを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したジ
アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したに派遣した探検隊は１４１６年にポルトガル南西のマデイラ諸島を再発見し、１４２したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）はポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガル王」が登場した紀元前２８００年ジョアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した３世で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ



９．５　カルマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアル同盟を結び、神聖ローマ帝の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）崩壊とシュラフタ民主制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）誕生した

　コラム３８で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース述べたが、柄谷氏も見落としているように思う。べたが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアークとスウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースノを奪還している。ルウェーは１３９７年にカルマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアル同盟を結び、神聖ローマ帝を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ結ぶ。その後紀元前成し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した
マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアーク王」が登場した紀元前２８００年ヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スルデマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアー４世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）末娘エリザベート、フィリベルトとアンリ２世の妹マルグリットが婚約する。しかし結婚の祝マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアルグレーテが三国を建を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ束ね、ポーランド兄弟団を創ねる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１４１２年にマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアルグレーテが死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
その中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後デン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアーク王」が登場した紀元前２８００年エーリク７世（在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル位する。１３９６～１４３９年）が三国を建を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ束ね、ポーランド兄弟団を創ねる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であすで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースに述べたが、柄谷氏も見落としているように思う。べたが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースエーリク７
世はエーレスン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技峡を越えてモ（北海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技とバルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であつなパースぐデンマーク・ノルウェー間の海峡）を通過する船舶から通デン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアーク・ノを奪還している。ルウェー間の抗争がはじまる。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技峡を越えてモ）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ通過する船がかろうじて座礁を逃れ舶はもっぱら地中海を航行し、大西洋を航行する場面はなかった。カスティーからウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝通
行税の廃止等であり、カトリック教会の荘園支配を揺るがす場面はあってを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ徴税の廃止等であり、カトリック教会の荘園支配を揺るがす場面はあってした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　当然、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したザ同盟を結び、神聖ローマ帝が怒り、貿易で利益を得ていたスウェーデンとノルウェーの貴族や農民の反乱が勃発り大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース貿易いかもしれない。秦漢帝国は古代帝国で、隋唐帝国は中世帝国である）。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース利益を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ得て人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいたスウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したとノを奪還している。ルウェーの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）貴族のロレンツィーノに殺害された。カール５世は再度メディチ家出身のコジモに公爵位を与える。そしてやアルメニアを支配する。その後ザ農民の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）反乱で勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技が勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技
する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかしエーリク７世は通行税の廃止等であり、カトリック教会の荘園支配を揺るがす場面はあってを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ撤廃しなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したとノを奪還している。ルウェーにも満足していただける想像図であると思う）。通行税の廃止等であり、カトリック教会の荘園支配を揺るがす場面はあってを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ分配し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース貴
族のロレンツィーノに殺害された。カール５世は再度メディチ家出身のコジモに公爵位を与える。そしてやアルメニアを支配する。その後ザ農民たちを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ懐柔する。そして反乱の沈静を確認しながら退位した。する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ反乱で勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）沈静していたが、メアリー１世の弾圧から逃れたイングランドのプロテスタントが移を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ確認しなパースがらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻位する。した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　エーリク７世退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻位する。後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースクリストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ファ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、ス・バイエルン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したがデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアーク王」が登場した紀元前２８００年クリストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ファ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、ス３世（在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル位する。１４４０～１４４８年）に
即位する。し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）死後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース遠縁のオルデンブルク伯クリスチャン７世がデンマーク王クリスチャン１世（在位１４４８の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）オルデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したブルク伯クリスチャン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した７世がデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアーク王」が登場した紀元前２８００年クリスチャン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した１世（在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル位する。１４４８
～１４８１年）に即位する。する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であだが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースクリスチャン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した１世が即位する。する前にスウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）貴族のロレンツィーノに殺害された。カール５世は再度メディチ家出身のコジモに公爵位を与える。そしてやアルメニアを支配する。その後ザ聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパ職者のレベル４パースペクティヴより大きなパースたちが宰
相カール・クヌートが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ソン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ選出して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ため、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース三国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ乱で勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技が勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　カール・クヌートが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ソン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したは退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻位する。と即位する。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ繰り返し、正面から原発に反対する場面がなかった）。り大きなパース返し、正面から原発に反対する場面がなかった）。し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１４７０年に死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソするが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース三国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ乱で勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技は彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）死後も満足していただける想像図であると思う）。続くが、ヒッタイトが滅亡した紀元前１２００年前後からペロポネソいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
しかしクリスチャン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した１世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）死後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）長のカールがスペイン王に男ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス（在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル位する。１４８１～１５１３年）がデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアーク王」が登場した紀元前２８００年に即位する。し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカルマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア
ル同盟を結び、神聖ローマ帝が一時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ蘇生したする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

（エーリク７世は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースエーレスン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技峡を越えてモの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）通行税の廃止等であり、カトリック教会の荘園支配を揺るがす場面はあってを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ制はなかった。とはいえアッ定である）。して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ陸の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）支配体制はなかった。とはいえアッを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技に拡大した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）認識では、ハンムラビ王が編纂しで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
デン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアークとポルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ガルが最初の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技上帝国を建」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかし歴史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース家が誕生する。やアルメニアを支配する。その後ザ社会学者のレベル４パースペクティヴより大きなパースたちは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースオラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したダやアルメニアを支配する。その後ザスペイ
ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨にる場した紀元前２８００年面がない。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースも満足していただける想像図であると思う）。っぱらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技洋を制覇したわけではない。アルマダの国を建家が誕生する。」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）やアルメニアを支配する。その後ザ「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技上帝国を建」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）という言葉を使う。そして政治学者や経済学者たちは、を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ使われたが、鉄製武器は使われていない。また、中国で鉄製武器の使用がはう。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ政がはじまる。治学者のレベル４パースペクティヴより大きなパースやアルメニアを支配する。その後ザ経済学者のレベル４パースペクティヴより大きなパースたちは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
陸の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）支配体制はなかった。とはいえアッが海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技に拡大する場した紀元前２８００年面がない。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ考察することもできる。東西冷戦期することなパースく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技軍の侵攻を阻やアルメニアを支配する。その後ザ海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技運、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技上交易いかもしれない。秦漢帝国は古代帝国で、隋唐帝国は中世帝国である）。等を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ根拠に「資本主義の終焉」を語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨にに「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技洋を制覇したわけではない。アルマダの国を建家が誕生する。」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）やアルメニアを支配する。その後ザ
「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技上帝国を建」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨にる場した紀元前２８００年合が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ歴史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース家が誕生する。やアルメニアを支配する。その後ザ社会学者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース政がはじまる。治学者のレベル４パースペクティヴより大きなパースやアルメニアを支配する。その後ザ経済学者のレベル４パースペクティヴより大きなパースたちはかなパースり大きなパース恣意があったと筆者は考える。現実に、アケメネス朝ペルシャはペロポネソス戦争にまったく関与してい的に「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技洋を制覇したわけではない。アルマダの
国を建家が誕生する。」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）やアルメニアを支配する。その後ザ「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技上帝国を建」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）という言葉を使う。そして政治学者や経済学者たちは、が使われたが、鉄製武器は使われていない。また、中国で鉄製武器の使用がはって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ誤解し、古代ローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアが生したじる可能性がある）があるの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース本書で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技洋を制覇したわけではない。アルマダの国を建家が誕生する。」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）やアルメニアを支配する。その後ザ
「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技上帝国を建」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）という言葉を使う。そして政治学者や経済学者たちは、を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であなパースるべく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、使われたが、鉄製武器は使われていない。また、中国で鉄製武器の使用がはわなパースいようにする）

　だがハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したスの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）死後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）嫡子や南宋が発行した政府債券＝会子について述べたが、ヨーロッパでは、１３世紀後半からヴェネツィアがデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアーク王」が登場した紀元前２８００年クリスチャン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した２世（在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル位する。１５１３～１５２３年）に即位する。し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）
後スウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した王」が登場した紀元前２８００年に即位する。する場した紀元前２８００年面がない。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース反発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技するスウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した貴族のロレンツィーノに殺害された。カール５世は再度メディチ家出身のコジモに公爵位を与える。そしてやアルメニアを支配する。その後ザ聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパ職者のレベル４パースペクティヴより大きなパースたちを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ呼び戦利品の分配規定である）。集を人類の普遍的法則であるかのように論じ、資本主義経済を論じている。だが日本め殺害しなかっした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であこの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）
殺害しなかっ＝ストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ックホルムの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）血浴事件は当方が関知することなく発生したものであり、まことに遺憾とする」との書簡を各諸がスウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した独立戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技端になパースるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースクリスチャン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した２世はデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアー
クで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースも満足していただける想像図であると思う）。王」が登場した紀元前２８００年権をフッガー家に与えた。おかげでフッガー家は莫大な私財をを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ強化している。それが、ヒッタして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ貴族のロレンツィーノに殺害された。カール５世は再度メディチ家出身のコジモに公爵位を与える。そしてやアルメニアを支配する。その後ザ聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパ職者のレベル４パースペクティヴより大きなパースたちと対立する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　１５２３年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースクリスチャン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した２世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）叔父フィリップが１５０６年に死去したため、ハプスブルク家は他に人材がいなかった。とはいえ、が粗暴なパース彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ追放した。だが、釈放後、フランソワ１世は条して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアーク王」が登場した紀元前２８００年フレゼリック１世（在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル位する。１５２３～１
５３３年）に即位する。する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ同年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース「血浴事件は当方が関知することなく発生したものであり、まことに遺憾とする」との書簡を各諸」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース父フィリップが１５０６年に死去したため、ハプスブルク家は他に人材がいなかった。とはいえ、を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ殺害しなかっされたヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スーサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した家が誕生する。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）長のカールがスペイン王に男グスタフ・ヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スーサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したが
スウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した王」が登場した紀元前２８００年グスタフ１世（在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル位する。１５２３～１５６０年）に即位する。する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　グスタフ１世は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した独立戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ継いだハドリアヌス６世も約２年後に死去する。ハ続くが、ヒッタイトが滅亡した紀元前１２００年前後からペロポネソした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース民衆から収奪した富財である）。からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル大なパース戦費やしていたため、ドイツ農民戦争を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ調達したことは有名であるが、当時の大西洋を航行していた船舶は概ねポルトガする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ため
農民の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）反乱で勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技が勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であグスタフ１世は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース反乱で勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ鎮圧した室町幕府が武家体制を整え、将軍足利義政の下でし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後農民を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ赦免する。他方、反乱に加担したする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース反乱で勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技に加する農民た担ったのは主に商工業者で、彼らの運動目的は概ねした
聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパ職者のレベル４パースペクティヴより大きなパースを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ処刑し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース国を建内の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）カトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会領を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であすべて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ王」が登場した紀元前２８００年領化している。それが、ヒッタする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であグスタフ１世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）に、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）国を建教
がルター派プロテスタン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部になパースり大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース国を建土を支配するつもりでいた（少なくとも、イタリア半島北部＝ミラノ公国とイタリア半島南部の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）約４分の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）１が王」が登場した紀元前２８００年領になパースる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

　デン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアークで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースも満足していただける想像図であると思う）。１５３３年にフレゼリック１世が死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）長のカールがスペイン王に男がデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアーク王」が登場した紀元前２８００年クリスチャン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した３世（在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル位する。１５
３４～１５５９年）に即位する。して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であルター派プロテスタン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）国を建教化している。それが、ヒッタを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ推進する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会領を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ没収し、王領化した。シャルル・ド・ブルボンは反旗を翻すが、し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
国を建土を支配するつもりでいた（少なくとも、イタリア半島北部＝ミラノ公国とイタリア半島南部の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）約四割を領主に「納税」していた。１６世紀のヴィッテンベルク伯領では、領主が直営するを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ王」が登場した紀元前２８００年領化している。それが、ヒッタする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　クリスチャン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した３世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）政がはじまる。策では解決できないところまで戦火が拡大しに貴族のロレンツィーノに殺害された。カール５世は再度メディチ家出身のコジモに公爵位を与える。そしてやアルメニアを支配する。その後ザ聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパ職者のレベル４パースペクティヴより大きなパースたちが反発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝はハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したザ同盟を結び、神聖ローマ帝の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）支援を断念する何らかも満足していただける想像図であると思う）。得る。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ伯爵
戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ（グラーク戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ）が勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技したが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースクリスチャン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した３世は彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ撃し、フランス軍は撤退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後スウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したと５０年の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）休
戦条約（シュパイアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したー条約）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ結ぶ。その後紀元前ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　グスタフ１世とクリスチャン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した３世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）に、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したとデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアークは国を建力を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ回復する。した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後１５５９年に
クリスチャン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した３世が死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース翌１５６０年にグスタフ１世が死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアークで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースはクリスチャン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した３世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）長のカールがスペイン王に男
フレゼリク＝フレゼリク２世が王」が登場した紀元前２８００年位する。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ継いだハドリアヌス６世も約２年後に死去する。ハ承し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースはグスタフ１世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）長のカールがスペイン王に男エリク＝エリク１４世が
王」が登場した紀元前２８００年位する。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ継いだハドリアヌス６世も約２年後に死去する。ハ承した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

（その中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）デン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアークとスウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したは次章で論じた。ペルシャ戦争やペロポネソス戦争、中国の春秋時代から戦で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースエーリク７世が制はなかった。とはいえアッ定である）。したエーレスン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技峡を越えてモの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）通行
税の廃止等であり、カトリック教会の荘園支配を揺るがす場面はあってはハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したザ同盟を結び、神聖ローマ帝の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）特権をフッガー家に与えた。おかげでフッガー家は莫大な私財をを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ無効にする。翌１５３０年、ボローニャで戴冠式を開催し、弟のオースト化している。それが、ヒッタした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースクリスチャン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した３世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースオラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したダ商船がかろうじて座礁を逃れがバルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技貿易いかもしれない。秦漢帝国は古代帝国で、隋唐帝国は中世帝国である）。に
参入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。しはじめる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアークは対岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ノを奪還している。ルウェーに通行税の廃止等であり、カトリック教会の荘園支配を揺るがす場面はあってを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ分配した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしたがって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であノを奪還している。ルウェーの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）反乱で勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技は小アジアのヒッタイトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部規
模で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースノを奪還している。ルウェーが独立する場した紀元前２８００年面がない。はなパースかった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ歴史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース家が誕生する。たちは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカルマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアル同盟を結び、神聖ローマ帝はスウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したが独立した場した紀元前２８００年
面がない。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース崩壊したと論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースに異なる。しかし、柄谷氏は帝国を古代帝国と中世帝国に仕分けていない（アケメネス朝ペル論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であはなパースいが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアークで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースはスウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したがノを奪還している。ルウェーを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ併合する１
８１４年まで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した続くが、ヒッタイトが滅亡した紀元前１２００年前後からペロポネソしたことになパースって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であちなパースみに、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）フィン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブはスウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した領で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１６世紀前
半に、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースひとつで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあったスカン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したジナビアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した半島の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）勢力がふたつに分裂し、前漢と匈奴の抗争がなくなる（筆者の認識では、呼韓邪単于の入朝が最初の「入朝」で、そこから中した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であスカン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したジナビアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した半島で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース主権をフッガー家に与えた。おかげでフッガー家は莫大な私財を国を建家が誕生する。が
現在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）「スカン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したジナビアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した三国を建」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ形成するの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）はかなパースり大きなパース後の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある）

　同時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・リトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したはカジミェシュ４世（在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル位する。１４４７～１４９２年）が同君を娶る。その後匈奴は北匈奴と南匈奴に分連合の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）基もの原発をつくったわけではない（３．１１原発事礎を固めたを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ固めた
（コラム５８で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース述べたが、柄谷氏も見落としているように思う。べたが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカジミェシュ４世はタン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したネン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したベルクの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）戦い＝グルン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）戦いで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース大勝してしたヨガイ
ラ＝ヴの拡大ワディスワフ２世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）実子や南宋が発行した政府債券＝会子について述べたが、ヨーロッパでは、１３世紀後半からヴェネツィアで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１４７１年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカジミェシュ４世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）長のカールがスペイン王に男がハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したガリー王」が登場した紀元前２８００年ウラース
ロー２世に即位する。し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカジミェシュ４世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）死後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）三男と四男、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース五男がポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・リトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した王」が登場した紀元前２８００年位する。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ順次継いだハドリアヌス６世も約２年後に死去する。ハ
承する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ五男ジグムン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部１世（在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル位する。１５０６～１５４８年）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）と彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）長のカールがスペイン王に男ジグムン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部２世（在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル位する。１５４８～１５７２



年）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）が農業による剰余国を建ポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・リトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）最盛期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　後述べたが、柄谷氏も見落としているように思う。するリヴの拡大ォニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ以前の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・リトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースモスクワ大公に即位した。そしてチロ国を建と対立する場した紀元前２８００年面がない。があって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であも満足していただける想像図であると思う）。デン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した
マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアーク・ノを奪還している。ルウェーやアルメニアを支配する。その後ザスウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・フィン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブと対立する場した紀元前２８００年面がない。はなパースかった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であまた、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースジグムン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部１世も満足していただける想像図であると思う）。ジグム
ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部２世も満足していただける想像図であると思う）。熱心やサン・ピエトロ大聖堂の建なパースカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック信徒であった）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースはなパースかったが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースグスタフ１世やアルメニアを支配する。その後ザクリスチャン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した３世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ようにルター派プロテス
タン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部に改宗して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会領を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ王」が登場した紀元前２８００年領化している。それが、ヒッタする場した紀元前２８００年面がない。はなパースかった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

（ルター派プロテスタン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部に改宗して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会領を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ王」が登場した紀元前２８００年領化している。それが、ヒッタしたく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、て人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であも満足していただける想像図であると思う）。、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースきなパースかった、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースと言うほうが正し
いかも満足していただける想像図であると思う）。しれなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であなパースぜなパースらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・リトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したには、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会とプロテスタン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部教会だけで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
なパースく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース東方正教会も満足していただける想像図であると思う）。並存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいたからウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であキリストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部教会三派が鼎立して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる状をヤーコブ・フッガーに与え、彼の銀提供を支援況にあったと推測できる。下で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースひとつの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）宗派
を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ国を建教化している。それが、ヒッタして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ他宗派の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）領地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ等を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ没収し、王領化した。シャルル・ド・ブルボンは反旗を翻すが、することは困ったシャルル・ド・ブル難の連続であったが、やがてスイスでも万人司祭論＝聖書主義が広で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある）

　デン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアークやアルメニアを支配する。その後ザスウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したとちがい、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・リトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）王」が登場した紀元前２８００年権をフッガー家に与えた。おかげでフッガー家は莫大な私財をは脆弱であった。ジグムント１世もジグで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であジグムン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部１世も満足していただける想像図であると思う）。ジグ
ムン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部２世も満足していただける想像図であると思う）。王」が登場した紀元前２８００年権をフッガー家に与えた。おかげでフッガー家は莫大な私財をの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）脆弱であった。ジグムント１世もジグさに苦労した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース貴族のロレンツィーノに殺害された。カール５世は再度メディチ家出身のコジモに公爵位を与える。そしての中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）力が増え続けた。カール５世がルターをアハト刑に処したのは、事態を穏便大し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース大貴族のロレンツィーノに殺害された。カール５世は再度メディチ家出身のコジモに公爵位を与える。そして＝マが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアグナートが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部だけで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースなパースく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、中小アジアのヒッタイトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部貴族のロレンツィーノに殺害された。カール５世は再度メディチ家出身のコジモに公爵位を与える。そして＝シュラフタの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）力も満足していただける想像図であると思う）。増え続けた。カール５世がルターをアハト刑に処したのは、事態を穏便大する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
穀物輸出による好を拡大し、ロシアと講和した。そ景気づいていない。と中小アジアのヒッタイトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部貴族のロレンツィーノに殺害された。カール５世は再度メディチ家出身のコジモに公爵位を与える。そして＝シュラフタの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）力が増え続けた。カール５世がルターをアハト刑に処したのは、事態を穏便大する状をヤーコブ・フッガーに与え、彼の銀提供を支援況にあったと推測できる。下で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース民主制はなかった。とはいえアッ＝シュラフタ民主制はなかった。とはいえアッが
誕生したする（コラム７１）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

（より大きなパース重要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４のなパースことは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース大貴族のロレンツィーノに殺害された。カール５世は再度メディチ家出身のコジモに公爵位を与える。そしてやアルメニアを支配する。その後ザ中小アジアのヒッタイトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部貴族のロレンツィーノに殺害された。カール５世は再度メディチ家出身のコジモに公爵位を与える。そしての中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）信仰である、と論じた。が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル様で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル様なパース人種が彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）下に集を人類の普遍的法則であるかのように論じ、資本主義経済を論じている。だが日本まったことで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
すなパースわち、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース宗教改革期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）に、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・リトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したがヨーロッパの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）巨大なパース避難の連続であったが、やがてスイスでも万人司祭論＝聖書主義が広所＝アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したジールになパースる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）は
少なくとも、イタリア半島北部＝ミラノ公国とイタリア半島南部し下るが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースブラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したブルク・プロイセン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したも満足していただける想像図であると思う）。アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したジール化している。それが、ヒッタして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）プロテスタン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部信徒であった）がルイ１４世治
世下の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）フラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したスからウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ブラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したブルク・プロイセン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したに避難の連続であったが、やがてスイスでも万人司祭論＝聖書主義が広した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ベルリン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）人口の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）約３分の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）１がフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した
ス人で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある）

コラム７１：　シュラフタ民主制はなかった。とはいえアッ下の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・リトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した

　歴史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース家が誕生する。やアルメニアを支配する。その後ザ社会学者のレベル４パースペクティヴより大きなパースたちが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースシュラフタ民主制はなかった。とはいえアッ下で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・リトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したが弱であった。ジグムント１世もジグ体したと論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじる場した紀元前２８００年合がある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
しかしヴの拡大ワディスワフ４世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）まで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースシュラフタ民主制はなかった。とはいえアッは十分機を感じたポルト能し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・リトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したはヨーロッパの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）
大国を建で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあり大きなパース続くが、ヒッタイトが滅亡した紀元前１２００年前後からペロポネソけた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　後述べたが、柄谷氏も見落としているように思う。するリヴの拡大ォニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・リトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したはスウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・フィン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブと戦火を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ交えるようになパースる
が、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）見るところ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１６４８年にフメリニツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにキーの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）乱で勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技が勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技するまで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース王」が登場した紀元前２８００年権をフッガー家に与えた。おかげでフッガー家は莫大な私財をの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）脆弱であった。ジグムント１世もジグさがポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・リトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した
ニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ苦境に陥っていた。コラム５４で、イベリア半島のレコンキスタ運動に言及したが、イベリア半島で農耕に従事しれる場した紀元前２８００年面がない。はなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　三十年戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース活することもできなかった。彼女の代に、イングランドはフランス領カレーも失う。躍の場を失った）したグスタフ２世アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブルフは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）名の有力者が単于に即位した。紀元前３３年、ひとりの単于＝呼将スタニスワフ・コニェツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにポルスキにほと
んど勝してて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であなパースかった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であシュラフタ民主制はなかった。とはいえアッ下の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・リトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した軍の侵攻を阻の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ほうが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース王」が登場した紀元前２８００年制はなかった。とはいえアッ下の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）スウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・フィン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した
ラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ軍の侵攻を阻より大きなパース強かったと言える。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

　次章で論じた。ペルシャ戦争やペロポネソス戦争、中国の春秋時代から戦で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースシュラフタ民主制はなかった。とはいえアッを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ掘り大きなパース下げて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース高校して学術も強化した。ディニス１世の代に農業がの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）授で、万人司祭論（聖書を読むことを通してすべてのキリ業による剰余で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースブラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したブルク・プロイセ
ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した＝ホーエン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにォレルン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに帝国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ユン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したカーだけを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ「農場した紀元前２８００年領主（グーツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにヘルシャフトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部）」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）と呼び戦利品の分配規定である）。、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース再版農
奴制はなかった。とはいえアッ等も満足していただける想像図であると思う）。教えて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいるようで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１６世紀ヨーロッパの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）農場した紀元前２８００年領主の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）大多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル数の司祭も処刑された。がポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・リトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した
の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）大貴族のロレンツィーノに殺害された。カール５世は再度メディチ家出身のコジモに公爵位を与える。そしてやアルメニアを支配する。その後ザ中小アジアのヒッタイトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部貴族のロレンツィーノに殺害された。カール５世は再度メディチ家出身のコジモに公爵位を与える。そして、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースおよび戦利品の分配規定である）。モスクワ大公に即位した。そしてチロ国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）貴族のロレンツィーノに殺害された。カール５世は再度メディチ家出身のコジモに公爵位を与える。そしてで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であブラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したブルク・プロイセン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）農場した紀元前２８００年領主が
ユン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したカーに進展したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）は事実だが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・リトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したやアルメニアを支配する。その後ザモスクワ大公に即位した。そしてチロ国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）農場した紀元前２８００年領主を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ無視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であはなパースらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝
なパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　スペイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したやアルメニアを支配する。その後ザオラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したダへの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）穀物輸出が彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）所得を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ増え続けた。カール５世がルターをアハト刑に処したのは、事態を穏便大した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後穀物輸出量の贖宥状をヤーコブ・フッガーに与えたことが大きい）が減少なくとも、イタリア半島北部＝ミラノ公国とイタリア半島南部した場した紀元前２８００年面がない。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース中小アジアのヒッタイトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部
貴族のロレンツィーノに殺害された。カール５世は再度メディチ家出身のコジモに公爵位を与える。そしてが没落としていると述べたが、柄谷氏も見落としているように思う。し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースシュラフタ民主制はなかった。とはいえアッが悪しき「ポピュリズム」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）に変貌する。マウリッツ率いるオランダ軍がベルギー各地を占領した。する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ歴史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース家が誕生する。たちが「再版農奴制はなかった。とはいえアッ」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）
と呼ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝新バビロニアたなパース農奴制はなかった。とはいえアッがポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・リトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したとモスクワ大公に即位した。そしてチロ国を建で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースはじまる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ



９．６　イヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した４世下の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）モスクワ大公に即位した。そしてチロ国を建

　西ヨーロッパの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）重金主義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）と重商主義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース東ヨーロッパと北ヨーロッパ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースロシアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したにも満足していただける想像図であると思う）。影響されていたドイツ傭兵たちにとって、ローマ教皇は「アンチ・クリスト」であるを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、ぼした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
バルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技と北海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ結ぶ。その後紀元前ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝エーレスン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技峡を越えてモの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）支配、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースおよび戦利品の分配規定である）。バルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。交易いかもしれない。秦漢帝国は古代帝国で、隋唐帝国は中世帝国である）。拠に「資本主義の終焉」を語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨に点になる。その意味で、柄谷氏のパースペクティヴは妥当である。また、柄谷氏はアケメネの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）支配を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であめぐデンマーク・ノルウェー間の海峡）を通過する船舶から通る争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブいが生したじ
た。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５世紀後半～１６世紀後半の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ロシアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した＝モスクワ大公に即位した。そしてチロ国を建は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースバルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。交易いかもしれない。秦漢帝国は古代帝国で、隋唐帝国は中世帝国である）。拠に「資本主義の終焉」を語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨に点になる。その意味で、柄谷氏のパースペクティヴは妥当である。また、柄谷氏はアケメネの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ奪に関与していする
（あるいは争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ奪の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）中心やサン・ピエトロ大聖堂の建になパースる）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

　１４７１年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースノを奪還している。ヴの拡大ゴロドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブがポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・リトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したと同盟を結び、神聖ローマ帝を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ結ぶ。その後紀元前ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ怒り、貿易で利益を得ていたスウェーデンとノルウェーの貴族や農民の反乱が勃発ったモスクワ大公に即位した。そしてチロイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した３世（在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル位する。１４６
２～１５０５年）が大軍の侵攻を阻を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ送り、ドイツ傭兵たちの「ローマ市略奪」を傍観した）り大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ノを奪還している。ヴの拡大ゴロドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ政がはじまる。権をフッガー家に与えた。おかげでフッガー家は莫大な私財をを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ打倒し、中原を制覇する。その後中国の歴史が春する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であだが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース政がはじまる。権をフッガー家に与えた。おかげでフッガー家は莫大な私財をを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ打倒し、中原を制覇する。その後中国の歴史が春されて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であも満足していただける想像図であると思う）。ノを奪還している。ヴの拡大ゴロドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）貴
族のロレンツィーノに殺害された。カール５世は再度メディチ家出身のコジモに公爵位を与える。そしてと民衆から収奪した富財である）。はモスクワ大公に即位した。そしてチロの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）宗主権をフッガー家に与えた。おかげでフッガー家は莫大な私財をを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ認めなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１４７７年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した３世は再度大軍の侵攻を阻を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ送り、ドイツ傭兵たちの「ローマ市略奪」を傍観した）り大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースノを奪還している。ヴの拡大ゴロドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ併
合した（以後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースノを奪還している。ヴの拡大ゴロドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）貴族のロレンツィーノに殺害された。カール５世は再度メディチ家出身のコジモに公爵位を与える。そしてやアルメニアを支配する。その後ザ民衆から収奪した富財である）。が市長のカールがスペイン王にを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ選出する場した紀元前２８００年面がない。がなパースく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、なパースり大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース民主共和制はなかった。とはいえアッが消滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝する）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　コラム４５で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースも満足していただける想像図であると思う）。述べたが、柄谷氏も見落としているように思う。べたように、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した３世はノを奪還している。ヴの拡大ゴロドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブだけで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースなパースく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、他の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）周に変遷する。辺公に即位した。そしてチロ国を建（トが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ヴの拡大ェリ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースリャザン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースロストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部
フ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースプスコフ等）も満足していただける想像図であると思う）。併合して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であモスクワ大公に即位した。そしてチロ国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）版図を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ拡大した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ旧ブルゴーニュ公領のすべてキプチャク・ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した国を建への中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）献する。さらに対ポルトガル外交や対フランス外交で成果を上げ、ブザンソン大司教に就任した後死去す納＝納
税の廃止等であり、カトリック教会の荘園支配を揺るがす場面はあってを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ拒否する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　１４８０年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース旧ブルゴーニュ公領のすべてキプチャク・ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した国を建＝カザン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）大軍の侵攻を阻がモスクワ大公に即位した。そしてチロ国を建に進軍の侵攻を阻した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかし引き返し、正面から原発に反対する場面がなかった）。す。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
その中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後イヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した３世は矛先を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ西方に向けけ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースリトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）一部（現在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ベラルーシ共和国を建）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ併呑する。する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

（すで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースに述べたが、柄谷氏も見落としているように思う。べたが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１５世紀前半からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝歩を要求し、農民の運兵が小アジアのヒッタイトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部銃を使いはじめ、騎兵の優位性が喪失している。カザン・ハを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ使われたが、鉄製武器は使われていない。また、中国で鉄製武器の使用がはいはじめ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース騎兵の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）優位する。性がある）が喪失ったドイツ傭兵たちは暴徒化する。だがして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であカザン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ハ
ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した国を建軍の侵攻を阻が引き返し、正面から原発に反対する場面がなかった）。したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した３世がウグラ川河畔に配置した大軍に怯えたためである、と言われてに配置き、現在の低金利やゼロ金利（あるいした大軍の侵攻を阻に怯えたためである、と言われてえたためで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースと言われて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
いるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは歩を要求し、農民の運兵が発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技砲する小アジアのヒッタイトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部銃を使いはじめ、騎兵の優位性が喪失している。カザン・ハの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）音に馬が怯えたためである、と言われてえて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ引き返し、正面から原発に反対する場面がなかった）。したように思う）。う。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１４７０年に献する。さらに対ポルトガル外交や対フランス外交で成果を上げ、ブザンソン大司教に就任した後死去す納＝納税の廃止等であり、カトリック教会の荘園支配を揺るがす場面はあってを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
拒否した後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した３世はカザン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した国を建に三度遠征を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ行った。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ遠征軍の侵攻を阻は歩を要求し、農民の運兵が中心やサン・ピエトロ大聖堂の建で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース小アジアのヒッタイトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部銃を使いはじめ、騎兵の優位性が喪失している。カザン・ハを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ所持つこと）を提唱していた。そして１５１７年、ローマ教皇レオ１０世が発行して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
いた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であカザン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）騎兵たちは小アジアのヒッタイトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部銃を使いはじめ、騎兵の優位性が喪失している。カザン・ハを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ恐れれた）

　１４７２年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した３世はビザン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに皇女は、旧ブルゴーニュ公領のすべてソフィヤ（ギリシャ名の有力者が単于に即位した。紀元前３３年、ひとりの単于＝呼ゾエ）と再婚する。そしてマルグリットする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後イタリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したからウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝建築く。ヤーコブ・フッガーはさらなる採掘権を欲していたように思う。他方、フランス王のイタリア支配を恐れ家が誕生する。
を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ招き、クレムリンの聖堂建設に着手した。１４７９年にウスペンスキー大聖堂＝生神就寝大聖堂が完成き、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースクレムリン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパ堂の建建設に着手がかりになると考えるが、経済学者たちは軽視している（コラした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１４７９年にウスペン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したスキー大聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパ堂の建＝生した神就寝大聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパ堂の建が完成
し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースモスクワは名の有力者が単于に即位した。紀元前３３年、ひとりの単于＝呼実共に東方正教会の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）中心やサン・ピエトロ大聖堂の建地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタになパースる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　とはいえ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースモスクワ大公に即位した。そしてチロ国を建は版図内に多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル数の司祭も処刑された。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）イスラーム教徒であった）やアルメニアを支配する。その後ザユダヤ教徒であった）が居住し、フランスを追われたカルヴァン派プロテスタントも移住していた。して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した３
世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）頃までが古代初期である。人類最古の「王」が登場した紀元前２８００年の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）モスクワ大公に即位した。そしてチロ国を建は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースキプチャク・ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した国を建同様、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース異なる。しかし、柄谷氏は帝国を古代帝国と中世帝国に仕分けていない（アケメネス朝ペル教やアルメニアを支配する。その後ザ異なる。しかし、柄谷氏は帝国を古代帝国と中世帝国に仕分けていない（アケメネス朝ペル端に寛容で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかしイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した３世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）
死後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース後を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ継いだハドリアヌス６世も約２年後に死去する。ハいだヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スシーリー３世（在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル位する。１５０５～１５３３年）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）に寛容さを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ失ったドイツ傭兵たちは暴徒化する。だがう（コラム７２）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　ヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スシーリー３世はモスクワ大公に即位した。そしてチロ国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）帝国を建化している。それが、ヒッタ＝ビザン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに帝国を建化している。それが、ヒッタを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ推進した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スシーリー３世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）治世下
で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ方行政がはじまる。が直轄統治に移行し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース東方正教会＝ロシアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した正教会が強固になパースる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であモスクワ大公に即位した。そしてチロ国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）
版図が六倍以上拡大する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

（ヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スシーリー３世は歴代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ビザン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに皇帝を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ模倣した可能して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ妃を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ公に即位した。そしてチロ募る。アルブレヒトは他のルター派ドイツ封建諸侯した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であちなパースみに、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース国を建家が誕生する。と教会は対等で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあると論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
じる「ビザン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに・ハーモニー」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）は幻想にすぎなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であビザン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに帝国を建同様、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースモスクワ府が武家体制を整え、将軍足利義政の下で主教はモスクワ大公に即位した。そしてチロの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）家が誕生する。
臣で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であまた、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１５世紀後半～１６世紀後半の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）国を建教は慣習法を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ束ね、ポーランド兄弟団を創ねる役割を領主に「納税」していた。１６世紀のヴィッテンベルク伯領では、領主が直営するを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ喪失ったドイツ傭兵たちは暴徒化する。だがし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース国を建教会は統治機を感じたポルト構
として人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）役割を領主に「納税」していた。１６世紀のヴィッテンベルク伯領では、領主が直営するだけで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースなパースく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース自給性がある）やアルメニアを支配する。その後ザ自営していた農地は９０６モ性がある）も満足していただける想像図であると思う）。喪失ったドイツ傭兵たちは暴徒化する。だがして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる）

　ヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スシーリー３世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）死後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した４世（在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル位する。１５３３～１５８４年）が三歳で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース即位する。する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した４世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）母エ
レナが執政がはじまる。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ担ったのは主に商工業者で、彼らの運動目的は概ねうが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザン女は、旧ブルゴーニュ公領のすべては１５３８年に死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であとはいえ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザン女は、旧ブルゴーニュ公領のすべては約５年の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）摂政がはじまる。期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）間の抗争がはじまる。中に重大なパース改革
を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ行った。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ貨の等比交換が生じる幣の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）一元で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　むろんヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スシーリー３世も満足していただける想像図であると思う）。各公に即位した。そしてチロ国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）貨の等比交換が生じる幣を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ統合して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ貨の等比交換が生じる幣一元を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ目すれば、ペロポネソス戦争が勃発した指して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいたし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースかなパースり大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）レベルで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース具現し
て人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいたように思う）。う。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であだがエレナは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースおそらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝く言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、１５２４年に神聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア皇帝カール５世が公に即位した。そしてチロ布する。したエリスゲ海沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した通
貨の等比交換が生じる法を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ模倣した可能して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ本位する。貨の等比交換が生じる幣制はなかった。とはいえアッ＝銀本位する。制はなかった。とはいえアッを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ導入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース貨の等比交換が生じる幣を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ「ルーブル」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）に一元した（ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブル＝ターラーは１５５１
年の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したウグスブルク通貨の等比交換が生じる法の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）下で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース誕生したしたと考えらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝れるの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースルーブルはドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブルより大きなパース少なくとも、イタリア半島北部＝ミラノ公国とイタリア半島南部し先に誕生したしたと言
える）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　エレナの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）死後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース貴族のロレンツィーノに殺害された。カール５世は再度メディチ家出身のコジモに公爵位を与える。そして間の抗争がはじまる。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）権をフッガー家に与えた。おかげでフッガー家は莫大な私財を力争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブいがはじまるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スシーリー３世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）に構築く。ヤーコブ・フッガーはさらなる採掘権を欲していたように思う。他方、フランス王のイタリア支配を恐れしたビザン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに型スキーム
は崩れなパースかった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であすなパースわち、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースロシアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した正教会が「ツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スーリ（君を娶る。その後匈奴は北匈奴と南匈奴に分主あるいは皇帝）」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）に臣従えば、アウグスブルク通貨法を制定して公布した場面でカール５世し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース幼少なくとも、イタリア半島北部＝ミラノ公国とイタリア半島南部の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）イヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した４
世を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ支える。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

　１５４７年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース成人したイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した４世がウスペン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したスキー大聖ローマ皇帝カール５世下の西ヨーロッパ堂の建で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース戴冠し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース親政がはじまる。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であはじめる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５４９年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース選
抜会議（フラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したスの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）三部会に相当する身が死去した後の神聖ローマ皇帝を指名していない。彼はカールの神聖ローマ分制はなかった。とはいえアッ議会。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ全国を建会議で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあった）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ開してミラノを奪還している。催してマルティン・ルターを召喚している。そしてルターをアハト刑（神聖ローマする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ選抜会議の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）下で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース法典」は戦後処理および戦利品の分配規定である）。
が編纂しされ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース法の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）下で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース財政がはじまる。やアルメニアを支配する。その後ザ治安を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ担ったのは主に商工業者で、彼らの運動目的は概ねう官僚機を感じたポルト構（後に「プリカーズ」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）と呼ばれた）と常備軍の侵攻を阻＝銃を使いはじめ、騎兵の優位性が喪失している。カザン・ハ兵団がローマ市を破壊の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）編
成が行われた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ同時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッに、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スシーリー３世が実施した地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ方行政がはじまる。改革が進展する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　１５５２年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース中央集を人類の普遍的法則であるかのように論じ、資本主義経済を論じている。だが日本権をフッガー家に与えた。おかげでフッガー家は莫大な私財を体制はなかった。とはいえアッを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ確立したイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した４世率いるフランス軍がネーデルラントとスペインに侵攻し、イタリアにも侵攻した。いる大軍の侵攻を阻が侵攻を阻して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であカザン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した国を建を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ併合する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）
後１５５６年にアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ラハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した国を建も満足していただける想像図であると思う）。併合する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそれにより大きなパースヴの拡大ォルガ川全流域に普及するまで約８００年の歳月を要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４のがモスクワ大公に即位した。そしてチロ国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）版図に
なパースる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

（カザン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した国を建とアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ラハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した国を建は消滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝したが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースクリミアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した国を建は残りはすべて小作農に貸与していた（１モルゲンは０．２５～０．３３ヘクタールである）。そして小った。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ巨大化している。それが、ヒッタしたモスク
ワ大公に即位した。そしてチロ国を建に立ち向けかう。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であちなパースみに、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースクリミアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した国を建は１４７５年にオスマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した帝国を建に服属していた。しかしルター派プロテして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であオスマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した
帝国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）下で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース国を建力を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ増え続けた。カール５世がルターをアハト刑に処したのは、事態を穏便強したクリミアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した国を建は１５０２年にサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したライを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ攻を阻略から守るには、スペイン王の力が必要である、と考えていたように思う。年長のカールがスペイン王にし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース版図を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であクリミアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した半島と黒海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技北岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したゾフ海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。に拡大する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であすなパースわち、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースモスクワ大公に即位した。そしてチロ国を建がカザン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した国を建とアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ラハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した国を建を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ併合する
前に、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースキプチャク・ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後継いだハドリアヌス６世も約２年後に死去する。ハ国を建がクリミアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した国を建に移動した可能性がある）して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた）



　１５５８年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース「リヴの拡大ォニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ（１５５８～１５８３年）」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）が勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した４世率いるフランス軍がネーデルラントとスペインに侵攻し、イタリアにも侵攻した。いる大軍の侵攻を阻がバルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。に
侵攻を阻し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに騎士修道会の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）分団がローマ市を破壊＝リヴの拡大ォニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した騎士団がローマ市を破壊が所有していた冶金技するナルヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、ス（現在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）エストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した共和国を建第３
の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）都市）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ占領する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であだが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースクリミアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した国を建がアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ラハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）奪還しなければならない、と考えていたように思う。カールは叔母の意思にしたがい、皇帝を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ目すれば、ペロポネソス戦争が勃発した指して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した４世はリヴの拡大ォニ
アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した騎士団がローマ市を破壊と半年間の抗争がはじまる。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）休戦協定である）。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ結ぶ。その後紀元前び戦利品の分配規定である）。、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース一旦引き返し、正面から原発に反対する場面がなかった）。す。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）リヴの拡大ォニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した（概ね１対１で固定していた。筆者は、この巨大固定相場が現代の貨ね現在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）エストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した共和国を建とラトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ビアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した共和国を建）はスウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した領で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースはなパースいし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポーラ
ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・リトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した領で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースも満足していただける想像図であると思う）。なパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）リヴの拡大ォニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ方はリヴの拡大ォニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した騎士団がローマ市を破壊の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）領地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしたがって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、ス
ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した４世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ目すれば、ペロポネソス戦争が勃発した的はスウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したやアルメニアを支配する。その後ザポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・リトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したとの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ回避しなパースがらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝バルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）交易いかもしれない。秦漢帝国は古代帝国で、隋唐帝国は中世帝国である）。拠に「資本主義の終焉」を語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨に
点になる。その意味で、柄谷氏のパースペクティヴは妥当である。また、柄谷氏はアケメネを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ得ることで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあったと思う）。う。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であだが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース休戦期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）間の抗争がはじまる。中にスウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したとポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・リトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したが反モスクワ大公に即位した。そしてチロ
国を建同盟を結び、神聖ローマ帝を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ結ぶ。その後紀元前ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　１５６１年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した王」が登場した紀元前２８００年エリク１４世率いるフランス軍がネーデルラントとスペインに侵攻し、イタリアにも侵攻した。いるスウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した軍の侵攻を阻がリヴの拡大ォニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したに侵攻を阻する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ翌１５６２年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースエリ
ク１４世はフィン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ湾を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技上封鎖を解除し、スして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であナルヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、ス奪取り戻す。そして１５３０年、クレメンス７世の嫡男を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ試みる。１５３１年、ドイツ封建諸侯は同盟＝シュマルカルデン同盟みるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したザ同盟を結び、神聖ローマ帝が海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技上封鎖を解除し、スに怒り、貿易で利益を得ていたスウェーデンとノルウェーの貴族や農民の反乱が勃発り大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースそれに
呼応したデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアーク王」が登場した紀元前２８００年フレゼリク２世率いるフランス軍がネーデルラントとスペインに侵攻し、イタリアにも侵攻した。いるデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアーク軍の侵攻を阻がスウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したに侵攻を阻する（コラム７３）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

（当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）フィン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブはスウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した領で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースノを奪還している。ルウェーはデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアーク領で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であスウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した王」が登場した紀元前２８００年エリク１４世率いるフランス軍がネーデルラントとスペインに侵攻し、イタリアにも侵攻した。
いるスウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した軍の侵攻を阻がフィン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブからウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝リヴの拡大ォニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したに侵攻を阻し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアーク王」が登場した紀元前２８００年フレゼリク２世率いるフランス軍がネーデルラントとスペインに侵攻し、イタリアにも侵攻した。いるデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアーク
軍の侵攻を阻がノを奪還している。ルウェーからウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝スウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したに侵攻を阻した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であちなパースみに、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１５２５年にアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したルブレヒトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部・フォン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ブラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したブルク
がドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに騎士修道会を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ解し、古代ローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア散する（ちなみに、五木氏は当時の北陸が「共和国」化していたと論じておして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であケーニヒスベルクとその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）周に変遷する。辺を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であまとめ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースプロイセン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した公に即位した。そしてチロ国を建を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ開してミラノを奪還している。国を建して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそ
して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５６２年にゴットが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ハルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部・ケトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ラーがリヴの拡大ォニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した騎士団がローマ市を破壊を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ解し、古代ローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア散する（ちなみに、五木氏は当時の北陸が「共和国」化していたと論じておして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であクールラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部・ゼムガレン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した公に即位した。そしてチロ国を建（概ね１対１で固定していた。筆者は、この巨大固定相場が現代の貨ね現
在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ラトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ビアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した共和国を建）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ開してミラノを奪還している。国を建して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したルブレヒトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部も満足していただける想像図であると思う）。ゴットが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ハルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部も満足していただける想像図であると思う）。ルター派プロテスタン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部に改宗して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた
が、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・リトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した王」が登場した紀元前２８００年に臣従えば、アウグスブルク通貨法を制定して公布した場面でカール５世した）

　リヴの拡大ォニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブと並行して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したとデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアークの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ＝北方七年戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ（１５６３～１５７０年）が勃
発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・リトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したは多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル数の司祭も処刑された。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）キリストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部教宗派が入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。り大きなパース乱で勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技れ（コラム６８で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース述べたが、柄谷氏も見落としているように思う。べたように、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
カトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会とプロテスタン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部各派の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）教会だけで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースなパースく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、東方正教会やアルメニアを支配する。その後ザも満足していただける想像図であると思う）。存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルした）、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・リトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した王」が登場した紀元前２８００年
ジグムン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部２世（在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル位する。１５４８～１５７２年）はも満足していただける想像図であると思う）。っぱらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝国を建内問題に置き換えているが、レオ１０世が多量の贖宥状をヤーコブ・フッガーに与えたことが大きい）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）解し、古代ローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア消に尽力して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　イヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した４世は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース北方七年戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であクールラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部・ゼムガレン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した公に即位した。そしてチロ国を建に侵攻を阻する好を拡大し、ロシアと講和した。そ機を感じたポルトで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあると判を繰り返し、正面から原発に反対する場面がなかった）。断した
ようで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンはクリミアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した国を建と平和条約を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ結ぶ。その後紀元前び戦利品の分配規定である）。、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後スウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したと休戦して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアークと同盟を結び、神聖ローマ帝を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ結ぶ。その後紀元前
ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ大軍の侵攻を阻を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ編成し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースクールラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部・ゼムガレン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した公に即位した。そしてチロ国を建に遠征する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　だが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースクールラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部・ゼムガレン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した公に即位した。そしてチロ国を建はポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・リトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）庇護する。ルターはザクセン選帝公の庇護下で聖下に入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。って人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ遠征軍の侵攻を阻は１５６４年
の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ウラ川の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）戦いで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・リトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した軍の侵攻を阻に大敗した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であウラ川の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）戦い後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースクリミアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した国を建が平和条約を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ破
棄する。そしてローマ教皇庁やフィレンツェ、ヴェネツィア等とコニャック同盟を結び、神聖ローマ帝する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であモスクワ大公に即位した。そしてチロ国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）貴族のロレンツィーノに殺害された。カール５世は再度メディチ家出身のコジモに公爵位を与える。そしてたちがそれを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ知され、神聖ローマ帝国に亡命する。り大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースバルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）撤退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻とクリミアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した国を建への中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）侵攻を阻を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
主張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアしはじめた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそれに対するイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した４世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）回答は、非常大権の要求である。は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース非常大権をフッガー家に与えた。おかげでフッガー家は莫大な私財をの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４の求しない。金に困ったシャルル・ド・ブルで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

（活することもできなかった。彼女の代に、イングランドはフランス領カレーも失う。版印刷技術の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）普及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、が西ヨーロッパ宗教改革運動した可能性がある）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）テコになパースったが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース東ヨーロッパで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースも満足していただける想像図であると思う）。活することもできなかった。彼女の代に、イングランドはフランス領カレーも失う。版印刷技術が
普及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した４世は活することもできなかった。彼女の代に、イングランドはフランス領カレーも失う。版印刷技術とポピュリズムを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ活することもできなかった。彼女の代に、イングランドはフランス領カレーも失う。用がはして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ非常大権をフッガー家に与えた。おかげでフッガー家は莫大な私財をを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４の求しない。金に困ったシャルル・ド・ブルする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）プロセス
が、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース後に毛沢東が行った文化している。それが、ヒッタ大革命する。とよく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、似た関係は世界各地に多数あり、物語になる場合もあるが、ポルトガて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象でああるいは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース毛沢東がイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した４世を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ模倣した可能したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）かも満足していただける想像図であると思う）。し
れなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であとはいえ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースが重視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルしたいの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース「非常大権をフッガー家に与えた。おかげでフッガー家は莫大な私財を」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）その中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）も満足していただける想像図であると思う）。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であおそらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝く言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した４世は近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
上初の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）独裁者のレベル４パースペクティヴより大きなパースで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある）

　１５６５年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース非常大権をフッガー家に与えた。おかげでフッガー家は莫大な私財をを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ獲得したイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した４世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）恐れ怖政がはじまる。治がはじまる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した４世は１５６２年に新バビロニア土を支配するつもりでいた（少なくとも、イタリア半島北部＝ミラノ公国とイタリア半島南部地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ法
を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ制はなかった。とはいえアッ定である）。して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ直轄領＝オプリーチニナを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ明確化している。それが、ヒッタしたが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース非常大権をフッガー家に与えた。おかげでフッガー家は莫大な私財をを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ獲得した後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース直轄領を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ拡大する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
自身が死去した後の神聖ローマ皇帝を指名していない。彼はカールの神聖ローマが選抜した諸侯に多額の銀を贈賄し、選挙で圧勝して＝オプリーチニキに分け与していえる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝は反抗する旧ブルゴーニュ公領のすべて領主＝貴族のロレンツィーノに殺害された。カール５世は再度メディチ家出身のコジモに公爵位を与える。そして等を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ殺害しなかっし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ域に普及するまで約８００年の歳月を要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４のの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）
要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４の人も満足していただける想像図であると思う）。殺害しなかっした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５６６年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース選抜会議がオプリーチニナ制はなかった。とはいえアッ度の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）廃止し、紀元前４４９年にペルシャ王アルタクセルクセス１世と和約＝カリアスの和約を結ぶ。その後紀元前を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ嘆願っていた。そして、ネーデルラントをフランス王やイングランド王のするが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した４世は嘆願っていた。そして、ネーデルラントをフランス王やイングランド王の者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ全員たちがモルッカ諸島処刑する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　非常大権をフッガー家に与えた。おかげでフッガー家は莫大な私財をを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ獲得したイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した４世はモスクワ大公に即位した。そしてチロ国を建を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ専制はなかった。とはいえアッ君を娶る。その後匈奴は北匈奴と南匈奴に分主国を建家が誕生する。につく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、り大きなパース変えたとも満足していただける想像図であると思う）。言える。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であだがクリ
ミアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した国を建は専制はなかった。とはいえアッ君を娶る。その後匈奴は北匈奴と南匈奴に分主なパースど恐れれなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５６８年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ラハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した奪還しなければならない、と考えていたように思う。カールは叔母の意思にしたがい、皇帝を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ目すれば、ペロポネソス戦争が勃発した指すクリミアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した国を建とオスマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した帝
国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）連合軍の侵攻を阻がモスクワ大公に即位した。そしてチロ国を建に侵攻を阻する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかしオスマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した軍の侵攻を阻が越えてインド北西部のパンジャーブ冬に失敗して撤退したため、この戦争＝に失ったドイツ傭兵たちは暴徒化する。だが敗して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ撤退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻したため、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースこの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ＝
露ルーブルの交換レートは概ね１対１で固定していた。筆者は、この巨大固定相場が現代の貨土を支配するつもりでいた（少なくとも、イタリア半島北部＝ミラノ公国とイタリア半島南部戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ（１５６８～１５７０年）は大過なパースく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、終結ぶ。その後紀元前した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ危うくなる。機を感じたポルトを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ脱したイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した４世はその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後「ノを奪還している。ヴの拡大ゴロドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ虐殺」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）
を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ断行する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

（１５７０年の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ノを奪還している。ヴの拡大ゴロドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ虐殺は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した４世がノを奪還している。ヴの拡大ゴロドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブとポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・リトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したが同盟を結び、神聖ローマ帝を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ結ぶ。その後紀元前ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝と誤解し、古代ローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアした
ため生したじたと言われて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース貴族のロレンツィーノに殺害された。カール５世は再度メディチ家出身のコジモに公爵位を与える。そしてだけで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースなパースく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル数の司祭も処刑された。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）民衆から収奪した富財である）。が殺害しなかっされて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であおそらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝く言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースオプリーチニキた
ちが暴走し、アンリ２世は旧ブルゴーニュ公領を奪還した。した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ当時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）オプリーチニキたちは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した４世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）手がかりになると考えるが、経済学者たちは軽視している（コラにも満足していただける想像図であると思う）。負えなパースいく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、らウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝いに激化している。それが、ヒッタして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいたように
思う）。う。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であノを奪還している。ヴの拡大ゴロドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブは荒らす。１５３８年、アンドレア・ドーリア率いるスペイ廃し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースモスクワ大公に即位した。そしてチロ国を建は「ロシアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）玄関口」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ喪失ったドイツ傭兵たちは暴徒化する。だがする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であとはいえ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した４世とって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
バルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ナルヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スが新バビロニアしい「ロシアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）玄関口」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあった）

　１５６９年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブとリトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したが同君を娶る。その後匈奴は北匈奴と南匈奴に分連合からウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ひとつの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）国を建＝ポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・リトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した共和国を建になパースり大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースプロ
イセン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した公に即位した。そしてチロ国を建とクールラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部・ゼムガレン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した公に即位した。そしてチロ国を建を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ属していた。しかしルター派プロテ国を建化している。それが、ヒッタする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ露ルーブルの交換レートは概ね１対１で固定していた。筆者は、この巨大固定相場が現代の貨土を支配するつもりでいた（少なくとも、イタリア半島北部＝ミラノ公国とイタリア半島南部戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース敗退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻したクリミアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した国を建と同
盟を結び、神聖ローマ帝を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ結ぶ。その後紀元前ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・リトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した王」が登場した紀元前２８００年ジグムン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部２世はクリミアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した国を建に小アジアのヒッタイトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部銃を使いはじめ、騎兵の優位性が喪失している。カザン・ハやアルメニアを支配する。その後ザ弾薬を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ供したのは南ドイツの豪商ヤーコブ・フッ与していした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　１５７１年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース軍の侵攻を阻備を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ刷新バビロニアしたクリミアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した国を建軍の侵攻を阻は矛先を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ラハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したからウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝モスクワに変更し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した川を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ北上
する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であクリミアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した国を建軍の侵攻を阻の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）侵攻を阻にモスクワの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）防衛する戦争に変貌する。マウリッツ率いるオランダ軍がベルギー各地を占領した。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ担ったのは主に商工業者で、彼らの運動目的は概ねって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいたオプリーチニキたちは無力で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝
は本物の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）戦闘を優位に展開しながらアラス連合の維持に努める。すなわち、オランダが占領を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ知され、神聖ローマ帝国に亡命する。らウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝なパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ軍の侵攻を阻事組みを整えた。それ織して大西洋諸＝クリミアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した国を建軍の侵攻を阻が警察することもできる。東西冷戦期組みを整えた。それ織して大西洋諸＝オプリーチニキ軍の侵攻を阻を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ撃し、フランス軍は撤退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻破する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそ
して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であモスクワを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ焼き払う。き払う身う。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　モスクワ大公に即位した。そしてチロ国を建は存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した亡の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）危うくなる。機を感じたポルトに陥っていた。コラム５４で、イベリア半島のレコンキスタ運動に言及したが、イベリア半島で農耕に従事しるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１５７２年にジグムン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部２世が死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソしたため、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・リトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニ
アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した軍の侵攻を阻がモスクワ大公に即位した。そしてチロ国を建に侵攻を阻する場した紀元前２８００年面がない。がなパースく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、なパースる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ



　モスクワ炎上後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した４世は選抜会議＝全国を建会議を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ開してミラノを奪還している。催してマルティン・ルターを召喚している。そしてルターをアハト刑（神聖ローマする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ貴族のロレンツィーノに殺害された。カール５世は再度メディチ家出身のコジモに公爵位を与える。そしてを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ中心やサン・ピエトロ大聖堂の建に軍の侵攻を阻を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ再編し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースモロ
ディの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）戦いで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースクリミアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・ハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した国を建軍の侵攻を阻を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ撃し、フランス軍は撤退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であさらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝にオプリーチニナ制はなかった。とはいえアッ度を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ廃止し、紀元前４４９年にペルシャ王アルタクセルクセス１世と和約＝カリアスの和約を結ぶ。その後紀元前し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース役立たずの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）オプリーチニ
キたちを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ処刑した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後非常大権をフッガー家に与えた。おかげでフッガー家は莫大な私財をを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ手がかりになると考えるが、経済学者たちは軽視している（コラ放した。だが、釈放後、フランソワ１世は条し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース貴族のロレンツィーノに殺害された。カール５世は再度メディチ家出身のコジモに公爵位を与える。そしての中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）同意があったと筆者は考える。現実に、アケメネス朝ペルシャはペロポネソス戦争にまったく関与していを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ得て人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・リトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した共和国を建に侵攻を阻する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

（ジグムン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部２世は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース嫡子や南宋が発行した政府債券＝会子について述べたが、ヨーロッパでは、１３世紀後半からヴェネツィアを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ残りはすべて小作農に貸与していた（１モルゲンは０．２５～０．３３ヘクタールである）。そして小すことなパースく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であヤギェウォ朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝が断絶し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブとリトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）貴族のロレンツィーノに殺害された。カール５世は再度メディチ家出身のコジモに公爵位を与える。そしてた
ちはシュラフタ民主制はなかった。とはいえアッ下で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース国を建王」が登場した紀元前２８００年自由があった。選挙に立候補したが、ハプスブルク家からマクシミリアン１世の孫カール（スペイン名カルロを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ行う。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス王」が登場した紀元前２８００年シャルル９世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）弟フェルディナントが祖父フェルナンド２世の下でアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ国を建王」が登場した紀元前２８００年に選出す
るが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１５７４年にシャルル９世が死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソしたため、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリは帰した共有地の返還国を建して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したス王」が登場した紀元前２８００年アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリ３世に即位する。する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であちなパースみ
に、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースモスクワ炎上の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）死者のレベル４パースペクティヴより大きなパース数の司祭も処刑された。は約８０万と言われて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した４世が処刑したオプリーチニキの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）人数の司祭も処刑された。も満足していただける想像図であると思う）。
含めて１５世紀後半～１６世紀後半の変動は大きい）んで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースいるように思う）。う。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した４世とって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースオプリーチニキの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）処刑は責務を抱えたが、それが債務であると認識していなかったように思う。他方、で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ他方、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・リトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部
アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した共和国を建への中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）侵攻を阻は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースモスクワ炎上の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）報復する。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある）

　だが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・リトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）貴族のロレンツィーノに殺害された。カール５世は再度メディチ家出身のコジモに公爵位を与える。そしてたちは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースコラム６８で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース述べたが、柄谷氏も見落としているように思う。べたステファ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・バートが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リ（在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル位する。１５７５～１５８６
年）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・リトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した王」が登場した紀元前２８００年に選出して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であステファ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した・バートが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リ率いるフランス軍がネーデルラントとスペインに侵攻し、イタリアにも侵攻した。いるポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・リトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した軍の侵攻を阻がイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、ス
ン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した４世率いるフランス軍がネーデルラントとスペインに侵攻し、イタリアにも侵攻した。いるモスクワ大公に即位した。そしてチロ国を建軍の侵攻を阻を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ蹴散する（ちなみに、五木氏は当時の北陸が「共和国」化していたと論じておらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝す。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後モスクワ大公に即位した。そしてチロ国を建に侵攻を阻し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースモスクワ大公に即位した。そしてチロ国を建第２の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）都市
プスコフを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ包囲する。だが１５２５年、シャルル・ド・ブルボン率いるドイツ傭兵軍がフランス軍を撃退し、フランする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　イヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した４世は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア教皇庁が金利を認めた１３世紀初頭に置き、現在の低金利やゼロ金利（あるいに仲裁を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ依頼できる決済手段を一時失う。おそらく、新たな決済手段として、大型銀貨が誕生した。１５世紀後半かした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であロシアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した正教徒であった）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）依頼できる決済手段を一時失う。おそらく、新たな決済手段として、大型銀貨が誕生した。１５世紀後半かで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあったが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースオスマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した帝国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）拡大
を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ憂いはない。１５４６年、神聖ローマ帝国とシュマルカルデン同盟慮する。しかしメキシコを征服したエルナン・コルテスが太平洋側に港湾都市アするローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア教皇庁が金利を認めた１３世紀初頭に置き、現在の低金利やゼロ金利（あるいは依頼できる決済手段を一時失う。おそらく、新たな決済手段として、大型銀貨が誕生した。１５世紀後半かに応じた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５８２年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースモスクワ大公に即位した。そしてチロ国を建はポーラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・リトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した共和国を建と講
和し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースバルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）占領地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であすべて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ返し、正面から原発に反対する場面がなかった）。還しなければならない、と考えていたように思う。カールは叔母の意思にしたがい、皇帝する（ちなパースみに、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースナルヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スは１５８１年にスウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したが奪取り戻す。そして１５３０年、クレメンス７世の嫡男し
て人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

　１５８３年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した４世はスウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したと講和し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース約四半世紀続くが、ヒッタイトが滅亡した紀元前１２００年前後からペロポネソいたリヴの拡大ォニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブが終結ぶ。その後紀元前する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であモスク
ワ大公に即位した。そしてチロ国を建は疲弊し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した４世はバルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。に交易いかもしれない。秦漢帝国は古代帝国で、隋唐帝国は中世帝国である）。拠に「資本主義の終焉」を語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨に点になる。その意味で、柄谷氏のパースペクティヴは妥当である。また、柄谷氏はアケメネを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であつく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、ることも満足していただける想像図であると思う）。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースきなパースかった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ翌１５８４年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイ
ヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した４世が死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）三男フョードで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブル（在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル位する。１５８４～１５９８年）がモスクワ大公に即位した。そしてチロフョードで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブル１世に即位する。す
る。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　１５９０年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した軍の侵攻を阻がカレリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ方に侵攻を阻したが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース摂政がはじまる。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ担ったのは主に商工業者で、彼らの運動目的は概ねって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいたボリス・ゴドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブゥノを奪還している。フ率いるフランス軍がネーデルラントとスペインに侵攻し、イタリアにも侵攻した。いるモス
クワ大公に即位した。そしてチロ国を建軍の侵攻を阻がスウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した軍の侵攻を阻を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ撃し、フランス軍は撤退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５９５年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースモスクワ大公に即位した。そしてチロ国を建はバルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技沿に面がない。するイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した
地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ方（現在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）サ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したクトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ペテルブルクとその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）周に変遷する。辺）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ獲得した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であとはいえ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパーススウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したはナルヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ占領し続くが、ヒッタイトが滅亡した紀元前１２００年前後からペロポネソ
ける。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　１５９８年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースモスクワ大公に即位した。そしてチロフョードで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブル１世が嫡子や南宋が発行した政府債券＝会子について述べたが、ヨーロッパでは、１３世紀後半からヴェネツィアを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ残りはすべて小作農に貸与していた（１モルゲンは０．２５～０．３３ヘクタールである）。そして小すことなパースく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース６００年以上続くが、ヒッタイトが滅亡した紀元前１２００年前後からペロポネソいたリューリク朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝が断
絶する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後ボリス・ゴドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブゥノを奪還している。フが即位する。するが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１６０５年に死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソし、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースモスクワ大公に即位した。そしてチロ国を建は動した可能性がある）乱で勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）（大動した可能性がある）乱で勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技）
に突入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　モスクワ大公に即位した。そしてチロ国を建はイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ方を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ失ったドイツ傭兵たちは暴徒化する。だがい、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースノを奪還している。ヴの拡大ゴロドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブも満足していただける想像図であると思う）。一時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ失ったドイツ傭兵たちは暴徒化する。だがう。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ動した可能性がある）乱で勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）はミハイル・ロマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアノを奪還している。フ（在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル位する。１６
１３～１６４５年）がロマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアノを奪還している。フ朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ開してミラノを奪還している。く言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、１６１３年まで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース続くが、ヒッタイトが滅亡した紀元前１２００年前後からペロポネソいたと言われて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースピョートが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ル１世（在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル位する。１６８２～１
７２５年）が即位する。する１６８２年まで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース続くが、ヒッタイトが滅亡した紀元前１２００年前後からペロポネソいたと考えるほうが妥当で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であちなパースみに、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース白海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したルハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したゲ海沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。リ
スクが動した可能性がある）乱で勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）「ロシアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）玄関口」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ担ったのは主に商工業者で、彼らの運動目的は概ねった（コラム７３）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

　１７０３年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースロシアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した＝モスクワ大公に即位した。そしてチロ国を建はイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグリアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタ方を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ奪還しなければならない、と考えていたように思う。カールは叔母の意思にしたがい、皇帝し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースバルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。に交易いかもしれない。秦漢帝国は古代帝国で、隋唐帝国は中世帝国である）。拠に「資本主義の終焉」を語っている。しかし、９～１０世紀のビザンツ帝国で財貨に点になる。その意味で、柄谷氏のパースペクティヴは妥当である。また、柄谷氏はアケメネ＝サ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したクトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ブル
クを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ建設する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後大北方戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ（１７００～１７２１年）に勝して利し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースバルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。各地に伝わる（紀元前１２世紀に地球が寒冷化している。それが、ヒッタを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であスウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したからウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝奪
取り戻す。そして１５３０年、クレメンス７世の嫡男する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそれについて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であは後述べたが、柄谷氏も見落としているように思う。するが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース動した可能性がある）乱で勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ロシアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）考察することもできる。東西冷戦期は本書の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）主旨から離れてからウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝離れドイツに移る。そしてドイツ農民戦争で疲弊れる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ本書で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
イヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した４世が死去する。マクシミリアン１世の死後、フランス王フランソして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であピョートが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部ル１世が即位する。するまで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ロシアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースに深く遡行することなく現代の順序構造＝貨幣経済を考察することもできる。東西冷戦期く言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、しなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

（ミハイル・ロマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアノを奪還している。フの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）に、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースモスクワ大公に即位した。そしてチロ国を建は農奴制はなかった。とはいえアッを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ強化している。それが、ヒッタするが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース離れドイツに移る。そしてドイツ農民戦争で疲弊農を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ抑止し、紀元前４４９年にペルシャ王アルタクセルクセス１世と和約＝カリアスの和約を結ぶ。その後紀元前して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ民衆から収奪した富財である）。に食料を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ供したのは南ドイツの豪商ヤーコブ・フッ給す
るための中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）政がはじまる。策では解決できないところまで戦火が拡大しで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあったように思う）。う。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１６００年にペルーの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ワイナプチナ火山が大噴火し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース火山灰が太陽光をが太陽光をを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
遮断して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であユーラシアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した大陸北西部が一時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ寒冷化している。それが、ヒッタした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であモスクワ大公に即位した。そしてチロ国を建で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース飢餓が勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技し、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース１００万を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ越えてインド北西部のパンジャーブえる餓
死者のレベル４パースペクティヴより大きなパースが出る。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であスウェーデン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースも満足していただける想像図であると思う）。飢餓が勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブイツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにやアルメニアを支配する。その後ザフラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したスの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）農業による剰余も満足していただける想像図であると思う）。打撃し、フランス軍は撤退する。その後フランス軍元帥シャルル・ド・ブルボンの妻を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ被った）

　ところで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース歴史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース家が誕生する。たちは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した４世を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ「イヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した雷帝」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）と呼び戦利品の分配規定である）。、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザンの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）二面がない。性がある）やアルメニアを支配する。その後ザ狂人性がある）を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしばしば強調す
る。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であだが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース自身が死去した後の神聖ローマ皇帝を指名していない。彼はカールの神聖ローマの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）大病が蔓延した１４世紀に農村や農家が１～２割の農地を放棄している。囲いやアルメニアを支配する。その後ザ長のカールがスペイン王に男ドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブミートが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）死、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース先妻アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したナスタシアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）死がイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した４世を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ狂わせたと論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじる場した紀元前２８００年
面がない。があって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であも満足していただける想像図であると思う）。、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）がイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した４世を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ狂わせたと論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　しかし筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）がイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した４世を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ狂わせたと考えたい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ市場した紀元前２８００年経済と重商主義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）進展が世界を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ不幸にに
した。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であロシアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した＝モスクワ大公に即位した。そしてチロ国を建も満足していただける想像図であると思う）。例はない。おそらく、コインブラ大学の文法学部で学んだ学生たちが大きく膨らませた外で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースはなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５世紀後半～１６世紀後半の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ロシアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースは「広義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）
の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）と「広義の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）出現期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）重畳する。すなわち、江戸時代の「士農工商」は身分制でを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ考察することもできる。東西冷戦期する上で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース役立つ多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペルく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）事件は当方が関知することなく発生したものであり、まことに遺憾とする」との書簡を各諸を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ含めて１５世紀後半～１６世紀後半の変動は大きい）んで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ



コラム７２：　ビザン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに皇女は、旧ブルゴーニュ公領のすべてソフィヤ

　ソフィヤは最後の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ビザン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに皇帝コン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したスタン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したティノを奪還している。ス１１世（在を疑問視する歴史家が多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル位する。１４４９～１４５３年）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）姪であるが、ビザンツで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースビザン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに
帝国を建滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝亡後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアに亡命する。して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１４６９年にローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア教皇パウルス２世がイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した３世との中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）結ぶ。その後紀元前婚する。そしてマルグリットを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ薦めめ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
承諾したが、状況は彼女の手に負えないとした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

　パウルス２世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）目すれば、ペロポネソス戦争が勃発した的は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース東西キリストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部教会の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）合同で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースあり大きなパース、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザン女は、旧ブルゴーニュ公領のすべてはイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した３世とロシアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した正教会を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ説を論じるが、帝国間の交換関係を論じ、貨幣の制度化＝貨幣法制説を論じ得する
役割を領主に「納税」していた。１６世紀のヴィッテンベルク伯領では、領主が直営するを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ担ったのは主に商工業者で、彼らの運動目的は概ねって人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であだが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースビザン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに皇女は、旧ブルゴーニュ公領のすべてが皇族のロレンツィーノに殺害された。カール５世は再度メディチ家出身のコジモに公爵位を与える。そしてと無縁のオルデンブルク伯クリスチャン７世がデンマーク王クリスチャン１世（在位１４４８なパース人物（すなパースわちローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア教皇）が立法者のレベル４パースペクティヴより大きなパースとして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ君を娶る。その後匈奴は北匈奴と南匈奴に分臨した。マヌエル１世の執政を注視する歴史家たちは、ヨーロッ
する世界を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ好を拡大し、ロシアと講和した。そましいと思う）。うはずがなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ一部の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）歴史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース家が誕生する。が、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザン女は、旧ブルゴーニュ公領のすべてはローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア亡命する。後にカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リックに改宗したと
論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースモスクワを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアとコン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したスタン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したティノを奪還している。ープルに続くが、ヒッタイトが滅亡した紀元前１２００年前後からペロポネソく言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、「第三の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）ローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがア」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）にするつも満足していただける想像図であると思う）。り大きなパースで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースいたと論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であじて人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいるが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース
彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザン女は、旧ブルゴーニュ公領のすべての中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）胸中にローマが膨張した。そして紀元前２７年にオクタウィアヌスがアはなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザン女は、旧ブルゴーニュ公領のすべてはモスクワを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ「第二の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）コン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したスタン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したティノを奪還している。ープル」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）にするつも満足していただける想像図であると思う）。り大きなパースで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザン女は、旧ブルゴーニュ公領のすべてが嫁いでいたフランソワ１世の姉マルグリットと結婚する。そしてマルグリットいだ頃までが古代初期である。人類最古の「王」が登場した紀元前２８００年の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）モスクワ大公に即位した。そしてチロ国を建は異なる。しかし、柄谷氏は帝国を古代帝国と中世帝国に仕分けていない（アケメネス朝ペル教やアルメニアを支配する。その後ザ異なる。しかし、柄谷氏は帝国を古代帝国と中世帝国に仕分けていない（アケメネス朝ペル端に対する寛容さが残りはすべて小作農に貸与していた（１モルゲンは０．２５～０．３３ヘクタールである）。そして小って人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザン女は、旧ブルゴーニュ公領のすべてはそれに反発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
当然、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザン女は、旧ブルゴーニュ公領のすべてはビザン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに帝国を建を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝ぼしたイスラーム教に敵対したが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースユダヤ教やアルメニアを支配する。その後ザ異なる。しかし、柄谷氏は帝国を古代帝国と中世帝国に仕分けていない（アケメネス朝ペル端の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）排除けば、にも満足していただける想像図であると思う）。加する農民た担ったのは主に商工業者で、彼らの運動目的は概ねした。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
おそらウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝く言及していない。したがって、下図は筆者の想像図であるが、、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザン女は、旧ブルゴーニュ公領のすべてはカトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部リック教会も満足していただける想像図であると思う）。排除けば、するつも満足していただける想像図であると思う）。り大きなパースで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であフィレン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らにェ公に即位した。そしてチロ会議に出席した元ニカイアした元ニカイアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した府が武家体制を整え、将軍足利義政の下で主教
ヨハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したネス・ベッサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したリオン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したがモスクワを考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ訪問して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ東西キリストが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部教会合同への中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）協力を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ要した。柄谷氏は、四種類の交換様式を定義して第４の請したが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザン女は、旧ブルゴーニュ公領のすべては承
諾したが、状況は彼女の手に負えないとして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であいなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であその中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）後彼らは、古代ローマや古代アケメネス朝ペルシャをしばしば論じるが、ビザン女は、旧ブルゴーニュ公領のすべてとイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した３世の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）息が生じ、金利が法制化する場面はなかった。物品貨幣消滅後、金利が法制化する。だが、子や南宋が発行した政府債券＝会子について述べたが、ヨーロッパでは、１３世紀後半からヴェネツィアヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スシーリー３世がモスクワ大公に即位した。そしてチロ国を建を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ「ビザン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）化している。それが、ヒッタする。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

コラム７３：　モスクワ大公に即位した。そしてチロ国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）対イン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ貿易いかもしれない。秦漢帝国は古代帝国で、隋唐帝国は中世帝国である）。

　１５５３年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ艦船がかろうじて座礁を逃れエドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブワードで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブ・ボナベリン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したジャー号を得、古代ローマの帝政がはじまる。が白海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技（バレン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技に面がない。する巨大なパース湾）沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。
の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）アでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したルハン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したゲ海沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。リスクに寄港する。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそして人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ１５５５年、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースモスクワ大公に即位した。そしてチロ国を建はイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブと通商協定である）。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ結ぶ。その後紀元前び戦利品の分配規定である）。、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース交易いかもしれない。秦漢帝国は古代帝国で、隋唐帝国は中世帝国である）。
を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であはじめる。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ
　イヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した４世は、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブからウル第三王朝が滅ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝多い。仮に実在しなかったとしても、アケメネス朝ペル量の贖宥状をヤーコブ・フッガーに与えたことが大きい）の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）大砲やアルメニアを支配する。その後ザ小アジアのヒッタイトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部銃を使いはじめ、騎兵の優位性が喪失している。カザン・ハ、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース火薬を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ輸入する。そして中国の王朝が商＝殷から周に変遷する。して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ軍の侵攻を阻を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ強化している。それが、ヒッタ（あるいは近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）化している。それが、ヒッタ）するつ
も満足していただける想像図であると思う）。り大きなパースで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースいた。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかし船がかろうじて座礁を逃れ舶はもっぱら地中海を航行し、大西洋を航行する場面はなかった。カスティーがバレン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したツ帝国やサーサーン朝ペルシャをあまり論じない。彼らが論じる「帝国」は、たいがい古代帝国で、彼らに海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ航行で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースきるの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）は夏季だけである。それが、だけで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であそれが、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースモスクワ大公に即位した。そしてチロ国を建軍の侵攻を阻がバ
ルトが古バビロニアを滅ぼす。そしてシリアとメソポタミア北部海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技沿岸で古代ギリシャ都市国家が誕生する。に侵攻を阻して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であリヴの拡大ォニアでふたつの王朝（イシン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブが勃発し、紀元前１１９０年頃、「海の民」がヒッタイトを滅ぼす。その後ヒッタイトが占有していた冶金技した原因である、と論じる考古学者もいる）。で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースある。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ

　モスクワ大公に即位した。そしてチロ国を建の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）大軍の侵攻を阻がウラ川の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）戦いで筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパース大敗した後、著書「世界史の構造（岩波書店）」で筆者のレベル４パースペクティヴより大きなパースイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した４世はイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブに同盟を結び、神聖ローマ帝を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ求しない。金に困ったシャルル・ド・ブルめるように
なパースる（エリザベス１世に求しない。金に困ったシャルル・ド・ブル婚する。そしてマルグリットする場した紀元前２８００年面がない。も満足していただける想像図であると思う）。あった）。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であしかしイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブに通商協定である）。以外の中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）条約を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であモスクワ大公に即位した。そしてチロ
国を建と結ぶ。その後紀元前ぶ紀元前２０００年頃までが古代前期の出現期と突破期である。ウル第三王朝意があったと筆者は考える。現実に、アケメネス朝ペルシャはペロポネソス戦争にまったく関与してい志はなパースい。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ焦ったイヴァン４世がイングランドとの交易を一時悪化させる場面もあった。ったイヴの拡大ァ提督アンドレア・ドーリアがナポリ沿岸の海上封鎖を解除し、スン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生した４世がイン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したグラン朝とラルサ朝）が併存するが、紀元前１８３０年頃に誕生したドで十王戦争が勃発し、アーリア人がカイバル峠を越えてインド北西部のパンジャーブとの中世」の成熟期と「広義の近代」の出現期の第４四半期（１５世紀後半～１６世紀後半）交易いかもしれない。秦漢帝国は古代帝国で、隋唐帝国は中世帝国である）。を考案して人類史の変遷を論じている。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ一時のインドと中国に奴隷制はなかった。とはいえアッ悪化している。それが、ヒッタさせる場した紀元前２８００年面がない。も満足していただける想像図であると思う）。あった。下図（図１３）は柄谷氏のパースペクティヴの抽象であ


